















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　式神操作、結界術、言霊術。

　俺の幼おさな馴な染じみ、火か崎ざき灯とう也やはあらゆる霊術をあっという間に習得できた。

　大人たちは面白いように賞賛してくる。

　きみは天才だ。

　百年来の優秀な術士だ。

　ああよかった。きみがいれば、向こう五十年の平和は確約されたようなものだろう。

　その手の誉め言葉をかけられれば、やつは決まってこう返事をする。

「あはは。ありがとうございます」

　朗らかな声で。

　飾らない笑顔で。

　それは模範的な優等生の仕草だった。

「いやあ、本当に火崎君はすごい」

「そうだな。まったく非の打ちどころがない」

「この若さでたいしたものだ」

　大人たちは、次には揃って。




「水みな門と君も、彼を見習わないといけないよ」




　すぐ横で黙り込んでいる俺に向かって、そう説教を始めるのだ。

　俺──水門アキラの半生はだいたいそんな感じである。
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「ごめんね、水門君。急に呼び出しちゃって」

　窓から差してくるオレンジ色の西日を背に、女子生徒が俺に言った。

「……いや、別にいい」

　俺はそう返しつつ自分の置かれた状況を再確認する。

　場所は夕暮れの教室。

　俺は放課後ここに来るよう女子生徒に呼び出された。

　そしてその呼び出した張本人、クラスでも可愛いと評判の女子である山やま本もとが顔を赤くしながら俺をちらちら見ている。

　顔を赤くしながら、俺をちらちら見ている。

（……なるほどな）

　ふ、と俺は口元を緩めた。ここまで揃えば間違いようもない。

　ついに来たか。

　十六年生きてきて、今日俺はようやく初めて女子から愛の告白を受けるのか。

　返答は決まっているが、女子に好意を向けられて嬉うれしくない男はいない。普段通りの表情を保つのにも一苦労だ。

　俺が相手の言葉を待っていると、山本はゆっくりと口を開いた。

「水門君に用があったの」

「ああ」

「それでね、あの、その用事っていうのが……」

　不意に、春先の風がカーテンをはためかせた。

　顔を上げた山本の瞳ひとみが灯ともすのは決然とした光。

　彼女は意を決したように──

「水門君の幼馴染の火崎君はどんな女の子が好きか、教えてほしいの！」

「悪いが俺はあまり恋愛に興味が──ん？」

「えっ？」

「……は？」

　俺と山本は、お互いを信じられないものを見る目で見た。

「…………」

　そして数秒かけて事態を理解した俺は、つとめて平静を装って大きく頷うなずく。

　オーケー。なるほどな。だいたい予想通りだ。

「火崎というのは、火崎灯也のことか？」

「水門君。もしかしてと思うけど、今あたしに告白されるって勘違いした？」

「まさか。そんなことあるはずがないだろう」

「いや今絶対……まあいいや。それで、水門君は火崎君の幼馴染なんだよね？」

「……ああ」

「それで、その……できたら、火崎君の好みとか教えてほしいなーって……」

　俺はその話を真しん摯しな表情で聞きながら、後ろ手にスマホのメッセージアプリを起動する。

　さて、あいつのアカウントは……お、見つけた。

　俺は火崎とのトーク画面を表示したうえで指を滑らせる。




　アキラ『死ね』　未読




　これでよし。少しだけ気が晴れた。

「ねえ水門君、まさか今スマホいじってた？」

「気のせいだ。それで何の話だったか」

「火崎君の好みのタイプがどんなのかなって……」

　不意に手に持っていたスマホが振動する。




　火崎灯也『いきなり何なの!?』　既読




　返信が早いな。丁度いい。




　アキラ『お前はどんな女が好みだ？』　既読

　火崎灯也『また急だね』　既読

　火崎灯也『えっと』　既読

　火崎灯也『……優しい子とか？』　既読

　アキラ『そうか。死ね』　既読

　火崎灯也『アキラ今日なんか辛しん辣らつじゃない？』　既読




「優しい子だそうだ」

「そっか。わかった。水門君ありがとう！」

　スマホをしまいながらそう言うと、山本はぱあっと表情を明るくさせ、さっさと帰っていった。聞きたいことは聞いたからお前なんぞにもう用はないと言わんばかりだ。

　俺はそんな恋する乙女をにこやかに見送り、彼女の背中が見えなくなったところで。

「オラァ！」

　思い切り壁を殴りつけた。

　いや違う。俺は冷静だ。別に山本に告白されると思ったら違って悔しかったとかそんなことではなく──いや本当にそんなことではなく、単純に腹が立ったのだ。

　火崎あいつに告白しようとする女子に情報源として利用されるの、今月だけですでに七回目だぞ。ふざけてんのか。一人くらい「火崎君ってクズよね！　水門君のほうが好き！」とか言ってくれよ。……いや、別に彼女が欲しいわけじゃないんだが。

　きっと誰にも俺の心情は理解できないだろう。

　モテない男のひがみと取られても仕方がない。

　だが声を大にして言いたい。俺が火崎に対して抱いている悪感情はそんな脆ぜい弱じやくなものではないのだと。その敵てき愾がい心しんは成層圏より高くマントルより深く太平洋より広く──

「くそが……ん？」

　誰もいない教室でやさぐれていると、不意に、窓がコンコンと叩たたかれた。

　視線をやると、そこには小鳥がいた。

　正確には──『目も羽毛もない鳥っぽいもの』が窓枠に止まっていた。

　その紙製の小鳥は俺が視線を向けると、すいっと羽ばたき、閉まっている窓をすり抜けて俺のそばまでやってくる。

「何だよ、仕事か？」

　俺がその鳥に触れると、『それ』はほどけて一枚の紙に変化した。

　そこに書かれている内容はだいたい想像していた通りのものだ。

「参加メンバーは俺と……げっ、火崎もかよ……」

　俺は呻うめき、溜ため息を吐きながら手紙を握りつぶす。それは不自然なほどにあっさりと手の中に丸め込まれた。再び開いた俺の手には何も残っていない。

　いちおう周囲を確認する。誰もいない。見られてない。よし。

　俺は戸締まりをしてから荷物を持って、教室を後にする。

　歩きながら俺はポケットに手を突っ込みあるものを取り出し、手首に嵌はめた。

　それは見る目のない人間が見ればただの勾まが玉たまつきのブレスレット。

　見る目のある人間が見れば──禍まが々まがしい『霊気』が込められた一品。

　それを装着することで俺はさっきのアレな記憶を封じ込めた。いやもう本当忘れたい。俺は放課後の教室で女子と話したりなんかしなかった。そういうことにしよう。

　意識を切り替える。

（──今日もよろしく頼むぞ、相棒）

　俺は内心で呟つぶやき、誰も見ていないことを確認すると。

　三階の窓から、ぽんと飛び降りた。
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　妖よう術じゆつ士し。

　その語源は妖怪の術を扱う『あやかし術士』。

　それが転じて妖術士という現在の呼称が定着した。大気に満ちる霊気を操り、術を用いて物の怪けを退治する──陰おん陽みよう師じを祖先とする、ありていに言えばゴーストバスター。

　そういうのがいるんだ。そして俺はそういう術士の一人である。

　妖術士の家に生まれ、術士としての教育を受け、妖術士協会から式神をもらって二年前に見習いを卒業した。今では協会から指令があるたびに駆り出され、妖魔退治に精を出す日々である。

　ちなみに給料は固定給プラス歩合制で、収入はそこらの高校生のバイト代をはるかに凌りよう駕がする。いやそんなことはどうでもいい。

　とにかく俺は今、妖術士としての仕事の最中だった。

「【翡ひ雷らい爪そう】！」

『────』

　俺が右手を薙ないだ先、およそ十五メートル先に五条の閃せん光こうが走った。その正体は翡ひ翠すい色いろの雷撃だ。まるで怪物の爪のようなそれは夜空を切り裂き──その途上にいた黒い影をもバラバラに食い千切る。

　俺がいるのは神社だった。

　時間帯は夜。周囲に人影はまったくない。

　ここにいるのは俺と、人型を模したような黒い影が数体だけだ。

　この黒い影は悪鬼といって、負の感情をもとに生まれた質たちの悪い幽霊のようなものだ。俺に与えられた任務はこの悪鬼どもの殲せん滅めつである。

『────！』

「っと！」

　悪鬼がそのもやのような腕を伸ばし、俺を捕まえようとしてくる。だが遅い。俺は余裕を持って後退しその魔手を逃れた。悪鬼というのは本当に危険になる前の雛ひなに過ぎず、いかに不気味だろうが恐るるに足らない。

　……普段なら。

「ああ、くそっ！　今日は多いな！」

　俺はぐるりと周囲に視線を走らせ、毒づいた。

　瞳に霊力を込め、術を使う。【妖よう析せき眼がん】という視界内の霊気分布を測る術だ。これを使っている間は、サーモカメラのように視界が霊気の濃い場所と薄い場所に色分けされる。

　悪鬼というのは霊力の塊なので、物陰だろうとこの術の前では丸裸同然なのだが──あっさり見つかるからといって現状が変わるわけではなかった。

　二十体以上。

　この大して広くもない神社の中にいる悪鬼の数だ。なんだこの多さ。

（加勢はしばらく来ないだろうし……）

　要するに自力でどうにかするしかないということだ。

　俺は溜め息を吐き、右手の数珠じゆずに念じた。

　──もう一発行くぞ、ライカ。

　呼応するように俺の右手から翡翠色の火花が散る。俺はそのまま右手を振り抜いた。

「【翡雷爪】！」

　直後に撃ちだされる雷撃の爪。直線上にいた悪鬼は残らず吹き飛んだ。

　前を攻撃すれば、後ろから悪鬼が襲ってくる。俺は素早く振り返って再び霊術を発動。

「もう一発！」

　俺が腕を振るうたびに雷撃の爪が飛んでいく。

　ところで俺はずっとこんな感じで派手に、しかも叫びながら戦っているわけだが、通行人なんかが俺の姿を見ることはない。

　霊術によって全身を覆い、一般人からは認識すらされないようになっているからだ。霊感の強い人間なら一撃で見破ってしまうが、今どきそんな人間はそうそういない。

　そんなわけで俺は周囲を気にせず悪鬼を虐いじめていたわけだが、今日に限ってそれが見事に災いした。

　悪鬼討伐に意識を完全に持っていかれていた俺は何度目ともしれない雷撃を放ち。




　──悪鬼もろとも、その近くにあった建物の一つを豪快に吹っ飛ばしたのだ。




「げっ！」

　思わず上げた声とがらがらがらがら、という不穏な音が混ざり合う。

　目を凝らすと境内に鎮座する（※していた）蔵のようなものが瓦が礫れきの塔へと変へん貌ぼうを遂げていた。なんという最悪のビフォーアフター。

　任務中に生じた損害は俺の上司の責任。

　だが、始末書は書かねばならない。給料も減らされるだろう。……いやそれ以前に誰か巻き込まれたりしてないだろうな。

　などなど、そんな思考が俺を支配した。一瞬とはいえ棒立ちになってしまう。

　敵の前で。

　まだ十体以上が残る、悪鬼たちの前で。

『『『────』』』

　隙を晒さらした俺に、悪鬼の群れが一斉攻撃を仕掛けてきた。当然、俺の対応は遅れる。

　右手から火花を散らして迎撃を試みるが、駄目だこれ。間に合わない。

　俺は口元を引きつらせ──直後。

「式神憑ひよう依い、【炎えん翼よく】！」

　ごう、と音を立てて悪鬼の群れが揃ってオレンジ色の炎に包まれた。

　声にならない苦く悶もんが響き、あっという間に黒い影たちは焼け落ちていく。目を凝らすと、夜の闇を裂くように一羽の小鳥が飛んでいるのが見えた。その体は嘴くちばしから尾羽に至るまで全身が煌こう々こうと燃えており、それが神社のいる悪鬼たちに火をつけて回っているのだ。

　オレンジ色の軌跡を引いて、炎の小鳥が下りてくる。

　それを労ねぎらうように、穏やかな声が響いた。

「お疲れさま、もうじゅうぶんだよ」

　その一言で炎の小鳥はかき消えた。まったく同時、燃え盛っていた悪鬼たちが炎もろとも消失する。

　後に残ったのは間抜け面で尻しり餅もちをつく俺と。

「アキラ、遅くなってごめん。大丈夫だった？」

　炎の奥からやってきた、茜あかね色いろの髪の青年だけだった。

　服装は俺と同じ高校の制服。柔和な笑みを浮かべたその顔立ちはおそろしく整っている。足はすらりと長く、線の細いその立ち姿は男性らしさと華きや奢しやな麗しさを同居させていた。

　火崎灯也。

　俺の幼おさな馴な染じみにして永遠の敵である。

「…………」

　どうやら俺はこの男に助けられたらしい。

　どうやら俺は、屈辱的にも、この男に助けられてしまったらしい。

「……ぺっ」

「え、アキラはどうして唾つばを吐いてるの？」

「助けてくれてありがとう」
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「いやそれより今……まあいっか。アキラに怪我がなさそうでよかったよ」

　などと吞のん気きな声色で言い、火崎はにこりと笑った。見るものすべてを安心させるような笑顔だった。

　見上げる俺。見下ろす火崎。それは俺たちの関係の縮図のようだ。

　俺は舌打ちをして立ち上がる。

　俺はこいつのことが嫌いだ。地球上で一番嫌いだ。

　なぜなら、俺はこの幼馴染に一度も勝てていないから。

「…………はぁ」

　俺の幼馴染、火崎灯也は天才だ。

　そして俺、水門アキラはその幼馴染に対して──勉強もスポーツも霊術も人望も性格も女子生徒からの人気も含めたあらゆる面で。




　およそ『三千』にわたる敗北を積み重ねている。
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　俺と火崎は同じ町内に、同じ年に生まれた。

　家が代々続く妖術士の家系だったことも同じ。

　環境が近かったせいで俺と火崎はしょっちゅう一緒にいた。幼稚園。学校。妖術を学ぶ『塾』。ありとあらゆる施設においてそうだった。いわゆるひとつの幼馴染。

　もし仮に火崎が普通人だったなら、俺と火崎は単なる友人であれただろう。付き合いの長い、単なる腐れ縁でいられただろう。




　だが、火崎灯也は天才だった。




　勉強をやらせれば学年トップ。スポーツをやらせれば一級品。

　生まれ持った外見はタレント顔負けの美形で、人望もあり性格もいい。ここまで完かん璧ぺきなら性格くらい悪くてもいいと思うんだが、これに関してはおそらく俺のほうが悪い。

　妖術士としての腕前はさらにとんでもないもので、何とやつは百年以上も契約者がいなかったという式神『朱す雀ざく』と契約を結んでいる。

　朱雀といえば、かの有名な安あ倍べの晴せい明めいが従えたという十二の式神の一体だ。炎を操る超高位の式神で、その気になれば街一つ、翼の一薙ぎで焦土に変えられるという。

　そんな超ちよう弩ど級きゆうの式神を操る火崎の評価はすさまじい。もはやこの国には火崎以上の式神使いはいないと言われるほどだ。事実百年に一人の天才なのだから妥当な評価ではあるが。

　そしてそれはそのまま、火崎以外の評価を霞かすませる。

　そのことでもっとも割を食ったのは間違いなく俺だった。勉強？　火崎と比べたら大したことないよな。スポーツ？　火崎と比べたら大したことないよな。式神操作？　火崎と比べたらゴミ同然の腕前だよお前なんて。

　──そう言われ続けた俺は、だんだん火崎に対する対抗心を募らせていった。

　俺は火崎にあらゆることで勝負を挑んだ。上記の三つの他にも、ありとあらゆる分野で挑戦状を叩たたきつけた。

　結果？　全敗だよ文句あっか。

　俺は十六歳である現在、火崎に対して挑んだすべての勝負で敗北している。

　何度負けても諦あきらめない往生際の悪さから、周囲からの俺の評価は『身のほど知らず』『負けず嫌い』『力の差もわからないバカ』と踏んだり蹴けったりの様相を呈していた。

　そんな状況ではあるが、俺は潔く負け犬に甘んじるつもりなどまったくない。

　努力を惜しまず。弱点を探して。どんな手段を用いても。




　あの幼馴染、いつか絶対に負かしてやる。




　それが俺の悲願だった。
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「──報告は受け取った。次からはもう少し周りに気を配れ」

「……はい」

　妖術士協会の一室で、俺は今日の任務について上司に報告を行っていた。

　ついさっき神社の建物を壊してしまったのでそのことも含めて。

　報告さえきちんとしておけばこの手の損害は協会が何とかしてくれるのだが、やはりというかなんというか俺は大目玉を食らった。小一時間の説教という形で。

　書類片手に俺の退室を促す上司だったが、

「なんだ、まだ何か用か水門」

　いつまでも部屋を出ていこうとしない俺に怪け訝げんそうな目を向ける。俺は頷うなずき、ずいっと一歩上司に詰め寄った。

「以前お願いした件はどうなりましたか？」

　上司はそれだけで俺の言いたいことを察したようだった。

「ああ、式神の追加申請か？」

「はい」

　しばらく前に、俺は上司に対して式神を増やしてもらえるよう頼んでいた。しかしいつまで待っても返事が来ないので自分から尋ねたわけだ。上司は呆あきれたように鼻を鳴らし、

「協会の保管する式神には限りがあるし、一人に何体も貸し出すことはできん。だいたい、お前は『雷らい獣じゆう』一体でじゅうぶん足りているだろうが」

「……任務に支障はありませんが……」

　俺が歯は嚙がみしていると、上司はあっさり俺の内心を見抜いた。

「火崎か」

「……」

「確かに式神使いは式神を増やすことで強くなる。火崎に勝ちたいお前がより多くの式神を欲しがるのはわかるがな」

　上司は頭をぼりぼりと搔かき。

「協会としては個人に余分な式神を渡すことはできん。今は式神になり得る『妖よう怪かい』もそうそう湧かんわけだし」

「……それはそうですが」

　俺は忸じく怩じたる思いでそう応じた。

　妖術士は、式神を増やすことで強くなる。

　だが式神というのはゼロから作り出せるものではない。野の良らの霊的存在を術で縛って下僕に変えるのだ。

　それには悪鬼のような雑ざ魚こではなく、確固たる実体を持った『妖怪』が必要になる。そして霊気濃度の下がりつつある現代においては妖怪などそうそう生まれない。

　だからこそ俺は協会が保管している既存の式神をアテにしたわけだが──

「まあ、こればっかりは諦めるんだな」

　ばっさり上司に切って捨てられてしまった。

「…………はい」

　俺はがくりと肩を落とす。正論過ぎて嚙かみつく余地がない。

　短く挨あい拶さつしてから、俺は上司の部屋を出た。
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　妖術士協会を出ると辺りはすっかり闇に包まれていた。

　協会の建物は表向き単なるオフィスビルということになっているので、秘密組織のくせに普通に街中にでんと建っている。雰囲気も何もあったものじゃない。

　協会から出た俺は肩を落としたまま帰路につく。

　頭をよぎるのは今日の夕方以降にあった出来事だ。

　火崎に好意を寄せる女子生徒に火崎の情報をねだられ。

　式神使いとしての任務では醜態を晒さらした挙げ句、その窮地を火崎に救われた。

　それだけではない。

　協会を出る間際、俺は他の術士がこんな陰口を叩いているのを聞いてしまった。

　──水門のやつ、また不祥事起こしたってよ。

　──火崎は百年に一人の天才って呼ばれてるのにな。幼おさな馴な染じみでああも違うもんかね。

「……くそが」

　どんっ！　と俺は手近にあった街灯を殴りつけた。軋きしむ鉄の棒に、通行人がぎょっとしたような表情を浮かべる。人の流れが俺を避けるように変化するが、今の俺には気にもならない。

　今日も俺は、火崎に何一つ及ばなかった。

　これでも俺はそれなりに努力している。勉強もスポーツも霊術も。だが、もっとも得意とする式神操作の腕前でも火崎にはかなわない。

　あいつは俺の危機を救い、俺は助けられたうえに始末書と上司からの説教。

　何だこの差は。

　俺は一生こうか。

　このまま、幼馴染に負けっぱなしの惨めな人間として生きていくのか。

　そんなのはまっぴらだ。絶対にご免こうむる。

「………………」

　俺は夜道で一人、しばらく黙り込み。

「……よし」

　やがて一つの決心をした。







　妖術士は、使役する式神を増やすことで強くなる。

　だが、現代では式神の素体となる『妖怪』はほとんど存在しない。

　既存のものはほとんど妖術士に狩り尽くされたし、今は大気中の霊気濃度が昔と比べてずいぶん下がっている。ああ、霊気というのは『未知を畏おそれる心』から生まれるエネルギーのことなんだが……ともかく、そのせいで新種の妖怪がさっぱり現れない。

　妖怪というのは、悪鬼がその霊気を吸い込んで成長することで実体を持つに至ったものだ。悪鬼の進化系と言い換えてもいいだろう。で、霊気を吸って成長するという性質上、霊気濃度が年々低下しつつある現代の環境ではそのプロセスを踏むことができない。

　わかりやすく言えば、野良の妖怪なんてもういないってことだ。

　元となる悪鬼の段階で妖術士がさっさと倒してしまうしな。

　よって新しく式神を作り出すことはもうほぼ不可能。

　だからこそ俺は協会が管理する式神をアテにしたわけだが──追加申請はさっき上司にあっさり却下されてしまった。

　手詰まり、と言う他ない状況。

　このままでは俺は火崎に一生かかっても追いつくことなどできないだろう。

（……冗談じゃない）

　そう思った俺は、最後の手段を取ることにした。

　我が家の蔵に眠る、『秘宝』の使用である。

「ここに入るのも久しぶりだな……」

　妖術士協会から自宅に戻った俺は、敷地内にある蔵へと足を踏み入れていた。

　中は広く、造りの古さから電灯すらない。一歩進むたびに足元から埃ほこりが立ち上ってくるような場所を、俺はスマホのライト機能を頼りに徘はい徊かいする。

　──俺の実家、水門家は代々続く妖術士の家系である。

　長いこと妖よう魔ま退治なんかやっていたせいか、この蔵にはいわくつきの物品が大量に仕舞われている。夜中に動き出す人形だの火を点つけなくても煙の出るキセルだの。

　そんな中にひとつ、これはやばいから絶対に触るなと両親に幼い頃から厳命されているものがあった。

「……これか」

　俺はそれを蔵の最奥部で発見した。呪じゆ言ごんののたうつ桐の箱に封じられている。

　かつて。

　この国には今よりずっとずっと多くの妖怪が存在したという。

　妖怪たちはすべて日本で生まれたわけではない。中にはこことは異なる世界──すなわち異界から迷い込んだものがいた。

　俺はこの桐の箱の中身を知っている。

　鏡だ。大昔、異界とこの世界とを結んだという通り道の一つ。

　どうしてそんなものが俺の実家にあるのかは知らないが、両親はそれには触れるなと俺に言った。二人も母方の祖父母から同様の厳命を受けたらしい。

　だが、俺はその言いつけを破ろうとしている。

　この世界にはもう妖怪はいない。新たな式神を増やすことはできない。

　ならば残された手段は一つだ。

　他の世界から式神の素体となる妖怪を呼び出す。

「…………」

　束つかの間、緊張が俺を支配する。今から俺がやろうとしていることはもしかしたらとんでもない事態を引き起こすかもしれない。

　だが、俺はその逡しゆん巡じゆんを蹴け飛とばした。すべては憎き幼馴染に一矢報いるため。

「……開けるか」

　眼前の桐箱の蓋ふたを外す。

　現れたのは古ぼけた鏡だ。直径三十センチほどの円状で、鏡面はやや黒ずんでいる。

　俺は吸い寄せられるようにその鏡を覗のぞき込んだ。当然、通常の鏡なら俺の姿が映るだろう。

　しかしその薄汚れた鏡には、俺の顔が映っていなかった。

「……ッ」

　のっぺらぼうの俺の顔の下部分が横に裂ける。

　にやあっ、と笑うように。

　俺の視界は次の瞬間、鏡が放った膨大な光に塗りつぶされた。脳を刺すような酩めい酊てい感。悲鳴を上げる暇さえない。




　記憶はそこで途切れている。
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　再び目を開けたとき、俺はおそろしいスピードで大空から落下している途中だった。




「……ッ!?」

　一瞬頭が真っ白になり、徐々に理性が戻ってくる。

　真っ先に疑ったのはこれが夢であるということだ。

　夢から覚めるなら簡単かつ確実な方法がある。これが夢だと強く認識すればいい。このやり方で悪夢から離脱できなかったことはいまだかつてない。

　俺は瞑めい目もくした。

（これは夢だ──夢だ、夢だ！　よし！）

　目を開けた。




　俺はおそろしいスピードで大空から落下している途中だった。




　……あれ？　これ夢じゃなくね？

「──ッ！」

　俺はごうごうと空気を突き破って落下しながら、口元を引きつらせた。

　意識を飛ばす寸前のことはよく覚えている。俺は火か崎ざきへの対抗心から式神を増やそうと考え、異界から妖よう怪かいを呼び出すべく実家の蔵にある秘宝かがみを取り出したのだ。そしてどういうわけか気絶した。その一連の記憶は鮮明に思い出せる。

　頭はこれ以上ないくらいクリアだ。だというのに、この異常な光景はいつまでも消え去ってくれない。はるか上空の雲がものすごい勢いで遠ざかっていく。落下に伴う風の感触はあまりにも現実的だった。

　俺は首を逸そらし、はるか下方を見やった。

　目に入ったのは陸地ではなく、鮮やかな青色。

　広大な水場──海、だろうか。

　なぜこんなことになっているのか。これは夢なのか。現実なのか。

「……」

　俺はそのあたりの疑問を一度棚上げすることにした。

　というかそんな余裕がなくなった。

　というのも、

（──この速度で落ちたら下が水でも絶対死ぬだろ！）

　さすがに血の気が引いた。

「れっ……【霊力装甲】！」

　基礎霊術【霊力装甲】は、霊力で体を覆って身体能力を上げる術だ。これを張れば物理的なダメージは相当に減少させられる。合わせて大きく息を吸い込む。目を閉じる。

　数秒後、ドバァン！　と勢いよく着水した。

　背中はかなり痛かったが、痛いだけで済んで幸いだったと言うべきだろう。

　とはいえ落下の衝撃によって俺はそれなりの水深まで引きずり込まれてしまった。

　どのくらいの深度に達しただろうか。やがて沈み込む感覚が薄れ、体をゆるやかな浮力が包み込む。

　俺はそろそろと目を開き──絶句した。

（……うお）

　いつだかテレビで、モルディブだかパラオだかの水中映像を見たことがある。世界有数のリゾート地を徘徊する旅番組か何かだったと思うが、いま俺の視界に広がるのはそれに比肩する青色の絶景だった。

　人の手に侵されていない自然のままの景観。きらきらと輝く水面。鮮烈でありながら透明度の高い視界を、虹にじ色いろに光る小魚が横切っていく。

　遠くのほうにはオレンジ色の球体が漂っている。見たことはないが、たぶんクラゲの一種だろう。ピンク、水色のものもいる。不自然なほど鮮やかなその色合いは、水の中にあるとその景観の美しさを際立たせるのに一役買っているようだ。

　なんというか、さっきまでこれが夢かどうかで悩んでいたのが馬鹿らしく思える。俺は一体何を無駄な思考にとらわれていたんだろうか。

　この紺こん碧ぺきのパノラマを前にすれば夢か現実かなんて些さ細さいな──

（…………）

　待て。

　ちょっと待て。今何か見えた。

（……何だあれ）

　斜め下方の水底で巨大な物体が動いている。赤い甲殻。縦長の体。頑丈そうなハサミ。

　……ザリガニ？

　問題はサイズだ。明らかにおかしいだろあれは。

　あのザリガニ、体長が四人乗り乗用車と変わらないくらいあるんだが。

　俺はつとめて冷静に左目に霊力を集め、【妖よう析せき眼がん】を起動した。

　霊気の密度を観測するこの瞳どう術じゆつであればあれが普通の生き物かはすぐに判別できる。

　一秒後、俺は驚きよう愕がくした。

（……妖怪じゃないか！）

　体内の霊気濃度が通常の生物とは比べ物にならない。

　悪鬼よりもさらに高い霊気濃度を示すのは、大量の霊気を取り込んで実体を持つに至った妖怪だけだ。

　妖怪巨大ザリガニは俺に襲い掛かってくるようなこともなく、のそのそと移動していく。

　俺はその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った。

　どうなっているんだ、これは。

　天然ものの妖怪なんてほとんど狩りつくされたんじゃなかったのか。

　そもそもそれ以前に何で俺は目が覚めるなりいきなり大空からパラシュートレスのスカイダイビングなんて真似をしていたんだ。そしてここはどこだ。

　考えてみれば何から何まで妙な事態だ。これは夢だ、なんて今更思えない。夢なら水面に叩たたきつけられたショックで目を覚ましそうなものだ。

　これは現実だ。となればこの状況の原因は──

（……がぼ）

　などと考えていた俺だったが、さすがに息が苦しくなってきた。水の中にいるんだから当然といえる。

　……まずは陸地に戻らないと。

　ひとまず息継ぎをしようと水面に向かおうとして。




　ぞくり、と肌が粟あわ立だつのを感じた。




「──ッ！」

　反射的に右を見た。水底が深くなっている方向だ。そしてその奥に蠢うごめく巨大な影。

　最初は蛇かと思ったが、違う。うねっているのは蛇の胴体ではなく長い長い首だ。頭部が爬は虫ちゆう類るい系であることに違いはないが、蛇とは比べ物にならないほど凶悪な顎あごを備えていた。首を経て反対側につながる胴体は水すい棲せい恐竜を彷ほう彿ふつさせる。

　何より異様なのはその大きさだった。さっきのザリガニなんか問題にならない。おそらく中型のクジラに匹敵するだろう巨きよ軀く。俺は思考を止めそうになる。

（……おいおい）

　俺は思わず口元を引きつらせた。まだ距離はある。あるが──明らかにその謎の生物は俺へと向かってゆっくりと、ゆっくりと、追い詰めるように近づいてくる。

　およそ三十メートルあたりまで近づいたところで、ぎらついた金色の目が俺を見据えて。

　吼ほえた。

　水中に凄すさまじい規模の波が起こるほど。

「ッ──ぐぶっ!?」

　視界がいきなり流れた。怪物の放った咆ほう哮こうはとんでもない威力の衝撃波となって水中を荒らし回る。怪物の口元から放射状に波が広がり、俺はいきなり後方に押し流された。

『ギィィィィィオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「……ッ!?」

　さっきまで悠然と泳いでいたのが噓のように怪物が突っ込んできた。俺は咄とつ嗟さに【霊力装甲】を発動し、強化された身体能力をもって全力で逆方向へと泳ぎ始める。

　だが、逃げ切れない。怪物が水をかき分ける音が徐々に近づいているのが手に取るようにわかった。

　しかし追いつかれればどうなるか、考えるまでもなく理解できる。死ぬ。食われる。殺される。俺の背筋を氷のような悪寒が這はい上った。

（くっそ……）

　咄嗟に【妖析眼】を発動させる。直後にしなけりゃよかったと後悔した。霊気濃度を観測するこの目が伝えてきたのは、ありえないくらい大量の霊気を溜ためこむ水棲恐竜じみたシルエットだったからだ。

　保有霊力は妖怪のスペックを示す。あんな化け物を振り切ることなどできるはずがない。

　となると、俺の取れる選択肢は一つだ。

　俺は泳ぐのをやめ、百八十度体の向きを変える。右手を突き出し、手首に巻かれた数珠じゆずへと意識を集中させる。

　逃げ切れないなら敵を潰つぶすしかない。俺の右手から二度、三度と翡ひ翠すい色いろの火花が散った。

『ギィオオオオオオオオッ！』

（──やってやる！）

　近づいてくる水すい棲せい妖よう怪かいに向かって俺は右手を振り抜いた。

　式神憑ひよう依い、【翡ひ雷らい爪そう】。

　一瞬で俺の視界は強烈な閃せん光こうに覆われた。指向性を持った雷撃は、水棲妖怪へとあやまたず直撃。その巨軀を容赦なく焼き焦がしにかかる。

　俺の式神、『雷らい獣じゆう』の能力はそのまま雷を操ることだ。攻撃力が高く任務で使用する際にも制限がかかるほど。悪鬼程度であれば紙切れ同然に屠ほふることができる。

　だが、視界が晴れた先には。

『──』

　俺がありったけの霊力を込めた【翡雷爪】を受けたにもかかわらず、傷一つない水棲妖怪の姿があった。

　俺は思わず歯を食いしばる。

　厳然たる事実として、思う。

（……これは無理だな）

　あの首長竜に似た怪物は俺よりはるかに強いらしい。工夫でどうにかなるレベルを超えている。おまけに逃げるのも無理となれば、もう俺に打てる手はない。

　そんなわけで俺はその場から動かず水棲妖怪の出方を待っていたんだが。

『……』

　なぜか水棲妖怪はくるりと反転して俺とは逆方向に泳ぎ去っていった。

　俺は呆あつ気けに取られて、遠ざかっていく怪物の影を見送ることしかできない。

　見逃された……のだろうか。

　何だかわからないが、どうやら俺は命を拾ったらしい。

　俺は数秒そうしていたが、不意に眩暈めまいがしたことでようやく現実を思い出す。そろそろ呼吸しないと死んでしまう。

　俺は上へと泳いで水面を割り、しばらくぶりの肺呼吸を果たす。酸素が足りなくなった影響か頭がやたらと痛い。視線をめぐらせ、水竜が去っていった方角とは反対側に陸地を見つけると、俺はそっちに向かって泳ぎ出した。







「げっほげほげほっ……」

　陸地まで泳ぎついた俺は、信じられないような量の水を吐きへたり込んだ。たった今気づいたが、水がまったく塩辛くない。となるとこれは海ではなく湖か？

　しこたま水を吸い込んだ上着を脱ぎ、絞る。

「……」

　頭にあるのはさっき見た水竜のことだ。

　あれだけ『濃い』霊力を持つ物の怪けは初めて見た。悪鬼とは比べ物にならない。

　他にも気になることはある。

　というのも、岸まで泳いでくる途中で湖の中に何体も妖よう怪かいの姿を見かけたのだ。現代ではほとんど狩りつくされたと言われている超常の存在を、何体も。

　これが夢か、と俺は自問した。

　ああ夢だ。夢のような世界だ。

「くくっ……」

　俺は自分がたった今死にかけたことも忘れて思わず笑ってしまう。

　どういう理屈かわからないが、この湖には妖怪が棲すみついている。

　妖怪。そう、妖怪だ。悪鬼と違って実体を持ち、式神契約を結ぶことのできる存在。何が何やらわからないが、どうやら俺は当初の目的を果たせる状況にいるようだった。




　──あの水竜と契約して式神にできれば、打倒火崎に近付くかもしれない。




　真っ先に思い浮かんだのはそのことだ。湖の中にいたあの水竜はとんでもない強さだった。あれを式神に加えることができれば、いけ好かない幼おさな馴な染じみに対抗できるんじゃないか。

　もちろん簡単ではないだろう。

　妖怪を式神にするには、まずこちらの実力を示す必要がある。

　早い話が戦って倒せということだ。

　今の俺ではどうにもならないと、さっきの一幕で実証されてしまった。

　だが、ここには巨大ザリガニのような水竜以外の妖怪もいるのだ。そういう連中を式神にすれば水竜を打倒するだけの戦力を確保することもできるかもしれない。

「はははっ」

　そう考えると俄が然ぜん楽しい気分になってくる。

　いきなり大空に放り出されたこととか、ここがどこかわからないとか、そんなことはもう気にならない。頭にあるのはまだ見ぬ式神のことだけだ。

　当面の課題はあの水竜を倒すための戦力集め。飯とか寝床とかは……まあ後で考えよう。

　と、俺はここで不意に何かを聞きつけた。

『きゃあああああああああっ……』

　甲高い声。悲鳴だろうか。

（……近くに人がいる？）

　俺はぱっと立ち上がった。

　人がいるなら、このよくわからない場所について何か聞けるかもしれない。

　俺は悲鳴の聞こえたほうに駆け出した。
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　湖のそばには鬱うつ蒼そうとした森が広がっていた。

　あまり人の手が入っていないらしく林道もない。俺はその森の中を突っ切っていく。するとすぐに悲鳴の主を発見することができた。

　そして思わず二度見した。

　森の奥にいたのは一人の少女だ。灰色の外がい套とうを翻しながら何かから逃げている。ファンタジー映画から出てきた旅人のような姿だが、何より目を引くのはその髪の色。

　木漏れ日を浴びて輝くのは鮮やかな水色の髪だった。……水色？

　髪を染めているんだろうか。また大胆だな。

　いや、それよりだ。

『────』

　それは一言で言うならえんじ色の芋虫だった。

　だが太さは電柱並みで、伸ばせばおそらく全長二メートルを超えるだろう。そんな化け物が水色髪の少女を追いかけている。かなりシュールな光景だ。

　俺はいそいそと【妖析眼】を発動させた。さて、あの巨大芋虫は一体どのくらいの霊力を溜めこんでいるのだろうか。

「………………うわ」

　そして呻うめいた。弱い。何だあれ。悪鬼と大差ないじゃないか。

「あっ……」

　逃げまどう水色少女が俺に気付いた。

「あのっ、すみません！　助けていただけませんか！」

「助けるって、あの芋虫から？」

「はい！」

　俺はふと考え込んだ。「──あの、どうして黙ってしまうんですか？」あれは妖怪だ。霊的存在だ。となれば霊感のない人間には見えないはずだ。「あれ……？」にも関わらずあの水色少女は巨大芋虫から逃げている。「すみません、聞こえてますか!?」ということは彼女は俺と同じく術士なのだろうか。それにしては交戦する意思が見えないような──

「きゃあっ！」

　見れば、前方では水色少女が巨大芋虫の吐いた糸に足をからめとられているところだった。何をしているんだあの水色は。ちゃんと避よけろよ。

「あ……【アクアシュート】！」

　水色少女はそう言い、突き出した手のひらに体内の霊力を集中させた。すると徐々にハンドボールほどの水の塊が出現する。なんだ、ちゃんと霊術を使えるんじゃないか。

　水色少女は接近してくるえんじ色の巨大芋虫目がけてその水すい塊かいを放ち──外した。

「…………は？」

　俺は思わず口をぽかんと開けてしまう。

　おい噓だろ。距離五メートルも離れてないぞ。

『────』

「きゃ────っ！」

　あ、いかん。やられそうだ。

「【翡雷爪】！」

　俺は右手に霊力を集め、勢いよく振り抜いた。放たれた翡翠色の雷撃は今まさに水色少女にのしかかろうとしていた巨大芋虫を吹っ飛ばす。

『────ッ！』

　三条の裂傷を刻まれた虫型妖怪は吹っ飛ばされた先の木に叩たたきつけられ、その姿が霊気の塊となって霧散した。次いで、水色少女の足に絡みついていた糸も消える。

　その時。

　からん、と硬質な音を立てて小さな影がその場に落ちた。

（何だ……？）

　俺は眉まゆをひそめながら、えんじ芋虫が消失したあたりへと歩いていく。

　そこにあったのは赤く輝く謎の石ころだった。拾い上げて眺めても何なのかわからない。さっきの芋虫から出てきたように見えたが、妖怪を倒すことでこんなものが出てくるなんて聞いたことがない。何だこれは。

　しばらくそれを手の上で転がしていると、後ろから声をかけられた。

「あの……助けていただいて、ありがとうございます」

　振り返ると、そこにいたのはさっきの水色髪の少女だ。同色の瞳ひとみが遠慮がちに俺を見上げている。

「ああ、いや……」

　ここで俺の声が不ふ明めい瞭りようなのは、間近で見た彼女の顔立ちに目を奪われたせいだ。

　水色の髪。アクアマリンの瞳。眼前の少女の顔つきはどう見ても西洋人のものだった。肌は白く、目鼻立ちがはっきりしている。日本人ではありえない容姿で──付け加えると、そこらにはいないほどの美人だった。年は俺と同じくらいだろうか。

　服装もやはり見慣れないもので、地味な色合いの外套の下に布製の軽装を着こんでいる。背には小ぶりな背囊リユツクをひっかけ、足元には丈夫そうなブーツ。

　俺の視線を浴びながら、少女は長い睫まつ毛げを二、三度ぱちぱちと上下させた。

　じいっ、と俺の姿を頭からつま先まで見つめてくる。

「濡ぬれてますね」

　さっきまで水の中にいたからな。

「よかったらこれ、使ってください」

　そう言って彼女が背囊から取り出したのは、綺き麗れいに折りたたまれた薄布だった。俺の体を拭ふくのに使っていいということだろうか。少女を見返すと、にこりと笑みを返してきた。よさそうなのでありがたく使わせてもらうことにする。

　受け取った薄布で頭をぬぐう俺に向かって、再度水色髪の少女が話しかけてくる。

「よかったら名前を教えていただけませんか？」

「あー、水みな門とアキラだ」

「ミナトアキラさんですか。ちょっと変わったお名前ですね。わたしはリーシェといいます」
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「……アキラだ」

　心なしか文化の違いを感じる。

「では、改めてアキラさん。先ほどは助けていただいてありがとうございました。レッドキャタピラーは外皮が硬いので、わたしじゃどうにもならなくて」

「外皮も何も、あんたあの至近距離から術を外してたじゃないか」

「…………うぅ」

　目に見えて落ち込み始める水色髪の少女──もといリーシェ。そうだろうな。いくら襲われていたからといってあんなゴミのような霊術を披露しては恥じ入るのも当然といえる。

「……ん？　レッドキャタピラー？」

　ふと俺が聞き返すと、リーシェは顔を上げて教えてくれた。

「さっきの大きな芋虫の魔物です。レッドキャタピラー」

「魔物？　いや、あれは妖怪だろう」

「ようかいって何ですか？」

　俺は眉根を寄せ、リーシェは小さく首を傾げた。何だか会話が嚙かみ合っていない。

　俺は妙な違和感を覚えつつ、手に持っていた赤い小石を見せた。

「これ、さっきのやつが消えたところに落ちてたんだが、何かわかるか？」

「え？　魔力石ですよね、これ」

「……魔力石？」

　知らない単語だ。

　このあたりで俺は見当がついたので、こんな質問をしてみる。

「ここってどこかわかるか？」

　リーシェはあっさり教えてくれた。




「ジグ王国、セスタの街のそばです」




　聞いたことのない国の名前だ。そして目の前にいるのは明らかに俺と人種の違う少女。さらにそのへんを当然のように徘はい徊かいする妖よう怪かい──リーシェの言葉を借りるに魔物たち。

「あー……」

　ピンときた。

　というかどうして今まで気づかなかったのか。

　──おそらくここは、例の鏡が通り道になっているという『異界』だ。

（……どうりで妖怪がうじゃうじゃいるわけだな。なるほど）

　俺はようやく事態を理解した。ほとんど現存しないはずの妖怪がいたのも、明らかに日本人ではない少女が目の前にいるのもすべてここが俺の知る世界ではないからだ。

　どうやら俺は例の鏡から異界の妖怪を呼び出すつもりが、自らを異界に放り込んでしまったらしい。

　想定外の状況ではあるが、まあ結果オーライと言うべきだろう。この短時間で何体も妖怪と遭遇できているわけだし。鏡を用いた大本の目的からは外れていない。

　などと一人で納得していると、リーシェが不意に尋ねてきた。

「あの、もしかしてアキラさんはマレビトなんですか？」

「……ん、何だ？　マレビト？」

「どこか遠い世界からやってくる人……だそうです。わたしも昔話で聞いたことがあるくらいで、実際にお会いするのは初めてなんですけど」

　リーシェはそこまで言ってから俺の、いかにも日本人らしく、かつ目つきが悪いくらいしか特徴のない顔面をまじまじと見た。

「……言葉は通じるんですね」

「みたいだな」

　俺は肩をすくめた。

　マレビトだか何だか知らんが、俺が異世界人だというのは共通見解になったらしい。なぜ言葉が通じるのかは謎だが、こちらも原因は例の鏡くらいしか思いつかない。

　ところで、俺はふと思い出した。

「なあ、マレビトが元の世界に戻る方法ってわかるか？」

「え？　うーん、聞いたことないですね……」

　ここは俺がいたのとは違う世界だ。いいだろう。で、どうやって帰ればいいんだ？

　そんなことを考えたわけだが、残念ながらリーシェは心当たりがないらしい。

「あの、もしかしてアキラさん、帰り方がわからないんですか？」

「ああ。まあ些さ細さいなことだ」

「けっこう一大事なような……？」

　帰る方法なんて今はどうでもいい。どのみちさっきの首長竜のような妖怪、ではなく魔物を従えるまでは帰る気などないのだから。

　このあたりで俺は体の水をぬぐい終わったのだが、リーシェはごく自然に手を差し出してきた。俺は謝意を告げて薄布を返却する。湿って重くなった布を嫌な顔一つせずに受け取った水色髪の少女は、十五センチほど下から俺を見上げてきた。

「えっと、それならアキラさんは行くあてもないということでしょうか」

「そうなるな」

「でしたら──わたし、今から街に戻ろうと思うんです。アキラさんも一緒に来ませんか？」
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　俺がこの謎世界にやってきて一つ目の幸運は、水竜という強力な式神候補と遭遇できたことだろう。強さを存分に見ることができ、おまけに命も拾った。

　では二つ目の幸運が何かといえば、それは最初に出会った人間がリーシェだったことで間違いない。

　彼女は実に穏やかで、優しく、何より辛抱強かった。街まで向かう道中、俺が延々繰り出す質問に嫌な顔一つせず答えてくれたのだ。

「……なるほど。魔物というのは『魔力』が集まってできた疑似的な動物みたいなもので」

「はい」

「魔力というのは五感ではとらえられないが、何となく知覚できる不思議な物質で」

「はい、そうです」

「で、その魔力は魔法という超常現象の燃料になると」

「その通りです」

　俺の言葉に大真面目な顔で頷うなずくリーシェ。俺の矢継ぎ早な質問に呆あきれた様子も見せず、丁寧に対応してくれている。芋虫から助けた礼も兼ねているんだろうが。

　街を目指して出発してしばらく、俺はこの世界のことについてリーシェに教わっていた。

　いくつか質問してわかったことだが──どうやらこの世界、根本的には現代日本とそう変わらない。

　世界には不思議な力が満ちていて、それが怪物を生み出したり、人間に異能を与えたりする。俺たちの世界で言う霊力が魔力だったり、妖怪が魔物だったり、霊術が魔法だったりと言い方には違いがあるが、意味合いとしては似たようなものだろう。

　ちなみに悪鬼は幽霊なんかと同じ扱いらしい。リーシェに『見たことあるか？』と聞いたらぶんぶん首を横に振られた。魔物とは根本的に異なるという認識だそうだ。

　違いがあるとすれば、霊力だの霊術だの、現代日本なら妖術士しか知らないようなことを、この世界では誰でも知っているということ。

　魔物も普通に視認できるらしい。霊感あるなしに関係なく。

「アキラさんの世界では魔法はあんまり広まっていないんですか？」

「むしろ隠すために躍起になってるくらいだぞ」

「そうなんですか。それって不便じゃないですか？」

　などと真顔で言われてしまった。世界観が違いすぎる。

　俺は次の質問をするために、ポケットからさっき拾った赤い小石を取り出した。

「この……魔力石？　ってのは何なんだ？」

「それは魔物にとっての心臓というか、核みたいなものです。魔力で体を作るために必要な部分ですね。魔物は死んでしまうと肉体を維持できなくなって、その石だけ残るんです」

「ふうん……」

　魔物──つまり妖怪の、心臓。あるいは核。

　俺は赤い小石を手のなかでもてあそびながら、ふと思いついたことを試してみた。

　目を閉じ、手の中の魔力石に霊力のパスを接続する。

　途端にまばゆい霊力の光が立ち上った。

「──【水門アキラの名を以もつて契約の儀を為す。汝なんじ、我が矛となれ。汝、我が盾となれ】」

「……あ、アキラさん？」

　隣のリーシェがびくりと肩を震わせるが、今は返事をすることができない。

　式神契約。

　妖術士が真っ先に教わる霊術だ。自らの力を認めさせた妖怪を縛り、下僕にするための封印術と言い換えてもいい。

　俺はそれを、手に持ったレッドキャタピラーの魔力石に行使していた。

「【命によりて顕現し滅私せんことを魂に刻み、魄はくで為せ。一いち条じよう橋ばしの下に集いし我が式神しきに加わり給え】」

　呪じゆ言ごんを唱え終わると、きぃんと音を立てて魔力石が消失した。

　代わりに右手の数珠じゆずが一瞬だけ輝く。それを視認した直後、俺の脳裏に簡素な情報が浮かび上がった。




『レッドキャタピラー／霊術【粘ねん糸し口こう】

　効力……粘性の糸を吐き出す』




　おおっ。

　まさかと思ったがちゃんと契約できた。

「あの、アキラさん。今のは一体……？」

　リーシェがおそるおそる、という感じで聞いてくるので俺は端的に応じた。

「さっきの魔物を式神にしたんだ」

「シキガミ？」

「あー、手下みたいなものだ」

　そんなことを言いつつ俺はレッドキャタピラーを自身に憑ひよう依いさせた場合の状態をイメージする。式神契約を施した相手なら、術者である俺はその能力を大まかに把握できるのだ。

　どうやらあの芋虫から力を借りると、俺は口から粘つく糸を吐けるようになるらしい。

「……」

　で、それが水竜相手に役に立つのだろうか。

　立たないだろうなあ。

　俺は舌打ちした。

　雑魚が。お前にはがっかりだ。

「【契約の儀はここに解かる】」

　契約解除の呪言を告げ、式神にした芋虫妖怪とのつながりをさっさと断ち切ってしまう。

　俺はもはや俺とは何の関係もなくなった魔力石を振りかぶって、腹いせも兼ねて思い切り遠くにぶん投げた。さらばだ芋虫。もう会うことはないだろう。

「えっ、す、捨てちゃうんですか？」

「役に立ちそうになかったからな。何かまずかったか？」

「いえ、ちょっともったいないような……」

　リーシェの言葉の意味がわからない。もったいない、というのは一体何のことだろう。

　いや、それよりもだ。

　さっきの芋虫のおかげで重要なことがわかった。

　どうやら魔物は妖よう怪かいと同じく式神契約が可能であり、しかもそれは魔力石からでもできるようだ。それに気づいた俺は──

「くくっ……くくくふふふふふふふふ……」

「あ、アキラさん？」

　駄目だ。笑いが抑えられない。だってこんなの最高だろう。

　もとの世界には全然いない妖怪たちがこの世界にはうじゃうじゃいて、しかもそいつらは倒せばちゃんと式神にできるときた。何だこれ。たまらんな。

　こんな幸せがあっていいのか。夢じゃないのか。

「……はははははははははははははは」

「アキラさん！　怖いです！　戻ってきてください！」

　リーシェが怯おびえた顔で俺から距離を取っている。

　何を馬鹿な。俺はこれ以上ないくらい正常だというのに。

　しかし、こうなると俺の今後の行動方針も決まってくるな。

「リーシェ。ちょっと聞きたいんだが、ああいう魔物を効率的に狩るいい方法はないか？」

　リーシェは呆あつ気けにとられた顔を数秒かけて思案顔に変化させると、こんなことを言った。

「そういうことでしたら、冒険者ギルドに行ってみるのはどうでしょう」

「冒険者ギルド？」

「魔物を倒してお金を稼ぐ冒険者たちを支援してくれる組織です」

　魔物を倒す人間を支援する……妖術士協会のようなものだろうか。

「実はわたしも冒険者でして、街に戻ったらギルドに寄ろうと思っ」

「──ぜひ案内してくれ」

「は、はい」

　食い気味に頷く俺を見てリーシェは目を瞬かせていた。
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　街まで戻るのにはそれなりの時間を要した。

　森を抜け、平野を歩いていくと前方に石造りの巨大な門が見えてきて、それを潜くぐった先にあったのは何となく予想はしていたが西洋風の街並みだった。

　あまり現代的ではない木造・石造りの建物が並び、目抜き通りには馬車ががらがら走る光景は俺をなんとも言えない気持ちにさせた。ああここは本当に日本じゃないんだなあ、と理解したのはこの時だった気がする。

　リーシェに案内されるままに進んでいくと、その先にあったのは白い石材で組み上げられた巨大な建物だ。敷地も信じがたいくらいに広く、入ってすぐ左にはグラウンドじみたスペースがそのおよそ半分を占めている。

　森からここまでかなり歩いたが、それなりに元気な様子でリーシェは敷地を手で示した。

「ここが冒険者ギルドです、アキラさん」

「あっちのだだっ広い場所は？」

「修練場ですね。冒険者が修行なんかをするときに使います」

　敷地の左側を見ながら尋ねると、リーシェがそう教えてくれた。

　修行か。確かに何人かが剣同士で打ち合ったり、霊術を撃ち合ったりしている。

　……本当に術士がたくさんいるんだな。カルチャーショックを感じる。

「案内しますね」

　と、リーシェが俺の手を引き石造りの建物のほうに入っていった。

　冒険者ギルドの内部もかなりの広さだった。ついでに人も多い。アメリカンヒーローかよと思うほどの大柄な男がいるかと思えば、小柄な少女が我が物顔でうろついていたりもする。まあ全体的にはいかつい男が大半、という感じだろうか。

　そんな物々しい空間をリーシェはするする進んでいく。

「あっちが相談・換金用の窓口。奥が個別ブース。右手の手前にあるのが依頼を受けるための掲示板で、その奥がショップですね。冒険者向けのアイテムを安く売ってくれます」

「換金？　依頼？」

「換金は魔力石をお金に換えることで、依頼っていうのは、『こういう薬草を採ってきてほしい』『こういう鉱物がいくつほしい』、みたいな冒険者宛ての仕事みたいなものです」

「はー……そんなこともしてるのか」

「危険な場所にしかないようなものも多いですから」

　妖怪、ではなく魔物が多いといろいろ弊害もあるようだ。

「今から魔力石を換金しに行くので、ついてきてください」

　リーシェはそう言って窓口のほうに歩いていく。

　列に並び、しばらく待つと順番がやってくる。「次の方どうぞ」と呼ばれたリーシェが懐から小さな魔力石を一つ職員に渡した。ルーペでそれを眺めた職員は事務的に言う。

「三百エルで買い取らせていただきます」

　……それは多いんだろうか。少ないんだろうか。

「はい。お願いします」

　そう言ってリーシェが受け取っているのは、俺が目にしたことのない硬貨だった。

　そしてふと気づく。

　……俺、もしかして無一文では？

　リーシェたちが使っている貨幣は見たことのないものだし、そういえば俺のポケットから所持品はすべてなくなっている。財布も、スマホも。おそらく湖に落下した時なくしてしまったのだろう。となれば今頃は湖の底。

　しかも──

（しまった。符ふ呪じゆもない）

　俺は戦闘に使う札、『霊れい纏てん符呪』までなくしてしまっていた。右手の数珠は無事だったので現状でも最低限は戦えるが、不便なことには変わりない。

　この世界にも符呪はあるのだろうか。あとで確認しておかなくては。

　などと考えている俺をリーシェは換金窓口から少し離れた場所まで引っ張っていく。

「冒険者ギルドについてはこんな感じです」

「ああ」

「何か質問はありますか？」

「冒険者の登録はあっちの窓口でいいのか？」

「あ、もう冒険者になることは確定なんですね」

　こっちです、とリーシェに連れられて新規登録用の窓口に行く。リーシェによれば、手続きは聞かれたことに答えるだけの簡単なものとのこと。俺は窓口に向かって声をかけた。

「冒険者の登録をお願いします」

　すると職員は「かしこまりました」と頷うなずき書類を取り出した。

「お名前は？」

「水門アキラです」

「ご年齢は？」

「十六」

　俺が答えると、リーシェが背後で「あ、同い年だったんですね」と呟つぶやいていた。

　職員は続けてこう聞いてきた。それはもうごくごく当たり前のことを質問するような、名前だのを聞くくらいの自然なトーンで。

「では紋章は何ですか？」

「……は？」

「紋章です」

　まずい。緊急事態だ。俺が思わず振り向くと、リーシェは驚いたような顔をした。

「紋章は、魔法を使うために必要なものです。これがない人はいません。……あの、もしかしてアキラさんは紋章のことを知らないんですか？」

　知らない。

「こういう感じのものですよ。お兄さんも体のどこかに浮き出ているでしょう？」

　窓口の職員が腕まくりをして肘ひじのあたりを見せてくれた。

　そこには直径五センチほどの円形が刻まれている。円の中には簡略化された植物の芽のようなマークが入り、黒で描かれるそれはまるで刺青いれずみのようだ。

「……なんですかそれ」

「アキラさん、あれは【樹】の紋章ですよ」

　俺とリーシェのやり取りを見た職員が訝いぶかしげに俺を眺める。

「誰でも紋章は生まれつき持っているものですよ？　まさか知らないなんてことはないですよね？」

「そんなこと言われてもなあ……」

　俺は無意味と知りつつ自分の体を確認する。手のひら、手の甲、腕、肘……ない。

「やっぱりないですよ」

「そんなはずないでしょう。言っておきますが、紋章の登録なしにはギルドには所属できませんからね」

　まるで俺がその紋章とやらを意図的に隠しているような言い草だ。どうしろと。

　俺が途方に暮れていると、隣のリーシェが助け船を出してくれた。

「職員さん。アキラさんはマレビトなんです」

「マレビト？　……というと、昔話なんかに出てくるアレですか？」

「はい」

　リーシェの言葉に職員がじろじろと俺の顔を眺めまわす。それからまた難しい顔をした。

「確かに変わった顔立ちの方ですね……ですが仮にこの方がマレビトだとしても、紋章の登録なしにギルドに所属させるわけには──」

　またその話に戻るのか、と俺がげんなりしていると。

「おう、どうした。何かトラブルでもあったか？」

「ああ、リブさん」

　窓口の奥から大きな人影が近づいてきた。

　三十代半ばくらいの大柄な人物だ。褐色の体は筋骨隆々、頭部は見事に剃そり上げられている。生真面目なデザインのギルドの制服がまったく似合わない、肉体派な巨漢だった。

「それがですね……」

　職員が俺を指さし、その大男に事情を説明している。

　大男──会話から察するに名前はリブさんというらしい──は、どこか面白がるような表情を浮かべた。

「なんだ、それなら簡単だ。実際にテストすりゃあいい。重要なのは紋章じゃなく、そのマレビト小僧がちゃんと『魔物と戦える』かどうかだろ」

　リブさんの言葉に、「それはそうですが……」と職員が難色を示すと、リブさんは「細かいこと言うんじゃねえよ」とあっさり笑い飛ばした。

「おい、お前さん。名前は？」

「アキラです」

「そうか。じゃあアキラ、こっち来い。テストするにせよしないにせよ、一応本当に紋章がないか身体チェックくらいはさせてもらうぞ」

　俺が返事をするのも待たず、リブさんがのっしのっしと歩いていく。

　俺はリーシェに断ってから彼の後を追った。







　その後別室で、身長二メートルに迫るんじゃないかという巨漢に体の隅々までチェックを受け、「本当に紋章がねぇらしいな」と太鼓判をもらった俺は、その巨漢に連れられてギルドの建物から一度外に出た。

　向かう先は同じ敷地内にあるグラウンド、もとい修練場である。

　俺を先導するリブさんは、手に柄の長い大おお槌つちを持っている。愛用している得物らしい。その物騒な姿に、修練場にいた冒険者たちが興味津々といった様子で寄ってきた。




『おいおいリブさん、どうした武器なんか持ち出して？』

『またおイタした新人にヤキ入れようってか？』

『やめてやれよ、あんた加減知らねーんだからさぁ』




　にやにや笑いながらそんなことを言ってくる冒険者たちに、同じくリブさんは笑って、

「違ちげぇよ。──どうやら遠くの世界からいらっしゃったマレビト様が、畏おそれ多くもうちのギルドに入りたいって言うからな。今からどんくらいの腕かテストするとこだ」

　その言葉の効果は劇的だった。

　冒険者たちは、『……マレビト？　マジで!?』『うわ初めて見た！』『おい他のやつ呼んで来い呼んで来い！　面白いもんが見られるぞ！』と騒ぎ出し、俺たちの周囲に集まり始めたのだ。

「……何ですか、この騒ぎ」

「まあ、マレビトを見たことあるやつなんてそういねぇからな。誰だって気になるさ」

　俺がうへえと口元を歪ゆがめると、リブさんは大槌で肩を叩たたきながら苦笑する。

　よくよく見たら人込みの中にはリーシェの姿もあった。目が合うと、『頑張ってください』とばかりに手を振ってくる。

「さて、マレビト小僧よ。お前さんの実力を測ると言ったが、今からやるのは模擬戦だ」

「模擬戦ですか」

「ああ」

　模擬戦……まあ、妖よう術じゆつ士しの身としては特に縁遠いものではない。

「ルールはどうしますか？」

　問題はこの世界と俺の世界ではいろいろな事情が異なることだ。

　妖術士の行う模擬戦では、専用の呪じゆ具ぐを使って『一定威力の攻撃』を受けると砕ける防御霊術を張っておくのが常識だった。そうしないと危険だからだ。その手の決まり事がこの世界の模擬戦にもあるだろうし、それを把握しないことには──

「片方が降参するか、いい感じのが一発入ったら終わりだな」

「原始人みたいなルールですね」

　いいのかそんなので。

「ははは、心配すんな。ちゃんと手加減してやっから」

　笑いながらそう言ってくる褐色の巨漢。手加減？

「別にいりませんよ、そういうのは」

　もとの世界では大人相手でも模擬戦はハンデなしでやっていた。気遣いは不要、と告げた俺に、リブさんは片眉まゆを上げた。

「いやいや。だってお前さん、紋章がねぇんだろ？」

「それはまあそうですが」

「つまり──お前さんは魔法が使えねぇってことじゃねぇか」

　ん？

「そんな相手に本気出したりしねぇよ」

　がははと笑うリブさんに、俺は思いっきり眉根を寄せた。

　リーシェの説明を聞く限りでは魔法≒霊術だったはず。だが、霊術には紋章なんてよくわからんものは必要ない。霊気を知覚することさえできれば霊術は使える。

　ということは、魔法と霊術は別物なのだろうか。

　……ほう？




『なあ、今あいつ紋章がないって言わなかった？』

『ってことはあのマレビト、魔法使えないのか。じゃあ肉弾戦？　……リブさんと？』

『おい模擬戦止めろ。あの新人死ぬぞ』

『おーいマレビト、魔法使えねーならやめとけ！　マジで！　そのおっさんマジで手加減下手くそだからお前死んじまうぞぉ!?』




　野次馬が何やらざわついている。

「紋章ってのは数が多いほど強いんだ。冒険者やるなら最低でも二つはなくちゃな」

　リブさんが親切にも説明してくれる。冒険者になるなら最低二つ……なるほど。どうりで手加減なんて言葉が出てくるわけだ。

「どうする？　今からでもやめとくか？」

「いえ、やります」

　そう言って俺はにやああっと笑みを浮かべた。

「お、おい。何だその気持ち悪い笑みは」

　ぎょっとしたようにリブさんが半身を引く。しまった、欲望が顔に出過ぎた。

　だが許してほしい。俺は水竜に続いて関心を刺激されているところなのだ。

　俺のいた世界でも、霊術使いにはいろいろ種類があった。西洋のエクソシスト、中国の道士、日本の妖術士。それらの組織はお互いの技術を隠匿し合っている。

　それらと同様、この世界の魔法はもしかしたら俺の知らない技術なのかもしれない。

　となれば、それを知ることができれば──俺の自己強化につながるのではないか。

　俺はドン引きしているリブさんに向かって言った。

「──この世界の魔法がどんなものか興味が出てきました」







　対人戦闘は元の世界でも火崎相手にさんざんやっていた。

　ルールは色々。式神あり、なし、時間制限付き、目隠し、肉弾戦のみエトセトラ。結果は例によって俺の全戦全敗だが、数をこなしたおかげで対人戦はそれなりに得意ではある。

　その際に俺が好んで使った汎はん用よう霊術が二つある。

　一つは、身体能力を強化する【霊力装甲】。

　もう一つは、周囲の霊気分布を可視化させる【妖析眼】だ。

「うらぁッ！」

　褐色の大男、リブさんが得物の大槌を振り上げた。

　俺は右目を閉じ、左目の【妖析眼】で前方を見やった。リブさんの体内で霊力が移動する。腕を伝ってそれらが大槌のヘッド部分へと集まっていく。

　即座にジャンプ。上方に逃げる。

　直後、リブさんが大槌を叩きつけた地面から炎が噴き出し、直前まで俺の立っていた場所へと殺到した。もちろん俺はすでにそこにはいない。

「……!?　よく避よけたな！」

　リブさんは驚いたように目を見開いたが、すぐに二度三度と霊術を連発してくる。

　だが、俺にとっては先読みできる攻撃だ。当たりようがない。

「ど、どうなってやがる……!?」

　徐々にリブさんの表情が引きつっていく。

【妖析眼】は周囲の霊気濃度を『視る』霊術だ。

　これを使っている間、視界のどこに霊気が集まっているか、どう動いているかを視認することができる。これは人間の体内でも同様で、俺の目には今もリアルタイムでリブさんの体内の霊力推移が見えている。

　相手の体内で霊力がどう動いているか。どこに集まっているか。

　これを把握できるというのは、攻撃の始点やタイミングを先読みできるということと同義だ。本来は索敵用だが、【妖析眼】は対人戦に用いても大きな効力を発揮する。

　この霊術に限って言えば俺は火崎にも負けていないだろう。

　まあ、【妖析眼】を戦闘に用いる欠点もあるにはあるが──それもすでに克服済みである。

　そして相手の行動を先読みできれば、あとは【霊力装甲】によって強化した身体能力でかわすだけ。

　リブさんが放った攻撃のすべてを俺は軒並み回避していく。




『何だあいつ、リブさんの攻撃を全部避けてるぞ……!?』

『魔法使えないって話どこいったんだよ！』

『マレビト強つぇええええええええええええ！』




　人垣が騒がしくなるが、もっぱら俺の関心はリブさんの使う『魔法』だ。

　……見た感じ、リブさんの炎は霊術とあんまり変わらないような気がするな。

　俺は逃げ回りながら前方のリブさんに向かって尋ねた。

「その霊術──じゃない、魔法は紋章の力なんですか？」

「ああ！　当たり前だろうが！」

「リブさんは紋章をいくつ持ってるんですか？」

「ッ……三つだ！」

「さっきから炎の術使ってますし、少なくとも一つは炎とか火に関するものですよね。じゃあ他の二つは何ですか？　もしかして全部同じものだったりしますか？」

「後にしろォォォォ！　避けながら質問されるとイライラすんだよ！　真面目にやれェ！」

　リブさんが顔を真っ赤にして怒鳴ってくる。炎の霊術を使用しすぎて体温が上がっているのかもしれない。

【妖析眼】と【霊力装甲】の合わせ技で炎の渦を回避した俺は、リブさんとの間合いを詰めた。そのまま筋肉に包まれた腕を取る。

　じっくり観察する。さっき職員が見せてくれたのと同じ肘ひじのあたりを。

　……ん？

「あれ、おかしいですね。紋章がありませんが」

「──ッ！」

　リブさんはぎょっとして飛びのいた。俺は大人しく手を離しつつ、

「リブさんには紋章があるんですよね？　もしかして場所にも個人差があるんですか？　リブさんの紋章はどこにあるんですか？」

「言うわけねえだろ！　だいたい模擬戦の途中で話しかけんなってさっき──」




『おーいマレビト！　リブさんの紋章は尻しりにあるぞ！』




　何て親切なギャラリーだろう。

　俺は感謝の気持ちを抱きながら静かに前進し、リブさんのズボンに摑つかみかかった。

「リブさん。ベルトを外すのでじっとしていてください」

「お、お前正気か!?　ちょっ……はな、離せ！　おい！　おまっ……誰か！　誰かこいつを止めろ！」

　俺は悲鳴を上げるリブさんのベルトを奪い淡々とズボンを下ろした。

　なぜか野次馬たちから上がる歓声。

　人垣の中でリーシェが絶句しているのが見えたが、まあどうでもいいな。それより紋章だ。

　ギャラリーが教えてくれた通り、リブさんの紋章は引き締まった尻の右側に三つ並んでいた。炎みたいなやつが二つと、右斜め上から左斜め下に三本線が走る爪つめ痕あとのようなやつ。

　さっき見た職員のものとは全然違うな。ここにも個人差があるのか。

「いつまで眺めてやがる！」

　リブさんが岩のような拳こぶしを振り回し、俺を引きはがしにかかる。仕方ないので俺はリブさんの尻を凝視するのを中断した。後退して距離を取る。

　俺がベルトを投げ渡すと、リブさんは無言でズボンを穿はきなおす。その姿には何か言いようのない哀愁が漂っているように感じた。

「殺す……絶対ぶちのめす……」

　これはもう『いい感じの一発』では済まない気がする。

　怒り心頭のリブさんに俺は尋ねた。

「リブさん、これだけ教えてください」

「話は後にしろって言ってんだろうが！　何だよ！」

「紋章って、人からもらったり、後天的に増やす方法ってありますか？」

　リブさんは肩で息をしながら、溜ため息を吐くように答えてくれた。

「……なくはねぇ！」

　おお、いいことが聞けた。

　それがわかればじゅうぶんだ。あとでリーシェに詳しく教えてもらおう。

　俺は右手の数珠じゆずに霊力を集め、術の準備を始めた。ばちっ、ばちっ、と手から火花が散る。

「お、おい、お前さん……魔法は使えないはずじゃ……」

「？　俺そんなこと言いましたか？」

　紋章の話に気を取られたせいで模擬戦が始まる直前のことはあまり覚えていない。

「……ちぃッ！」

　舌打ちをし、突っ込んでくるリブさんに俺はつとめて誠実な笑みを向けて──

「──リブさん。いろいろ教えてくれてありがとうございました」

　それだけ言って、俺は右手を振り抜いた。式神憑ひよう依い【翡雷爪】。雷撃の爪が放たれリブさんの大槌に命中、破砕音が響き渡る。

　直後。

　ドォン！　と音を立てて、修練場の外縁に植えられた木が流れ弾で吹っ飛んだ。

　太く頑丈そうな幹が爆はぜて裂けて千切れていく。さながら本物の落雷が直撃したように。

『『『…………………………………………は？』』』

　野次馬とリブさんは、その場で三秒以上も硬直していた。
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　なぜか視線を感じる。

「──聞いていますか、アキラ様」

「あ、はい。すみません」

　巨漢のギルド職員、リブさんとの模擬戦を終えた俺は冒険者登録の手続きを行っていた。

　もともと『魔物と戦えるだけの実力があるか』を見るテストだったので、リブさんの武器を破壊した俺はその基準を満たすことができたらしい。テストは合格、晴れて俺は冒険者として認められた。

　なんでもリブさんは昔冒険者だったらしく、本来のテストの合格条件は『リブさんの攻撃から一分間逃げ続ける』ことだったそうだ。まあ、今となってはどうでもいい。

　それより気になるのは、背後から向けられている視線の数々だ。




『抜け駆けすんなよ……』

『そっちこそ、自分のパーティが貧相だからって卑ひ怯きような真似はするなよ……！』




　あの場にいた冒険者や、ギルドの受付嬢から見られている。何なんだ一体。

「アキラ様には紋章がありませんが、模擬戦の結果、紋章四つ相当として扱うことになりました。紋章三つのリブさんに勝ったのですから当然ですが──これはすごいことですよ」

　と、職員の言葉に意識を引き戻される。いかんいかん、ちゃんと話を聞かねば。

「別に紋章三つ相当でも四つ相当でもいいんですが、そもそもこれ、そんなに重要な情報なんですか？」

　俺が尋ねると、職員は大きく頷うなずく。

「ええ。何しろ紋章の数はあなたが行くことのできる場所を決めることになりますから」

「場所？」

　職員は頷き、カウンターに一枚の紙を広げた。地図だ。

「すべての冒険者には紋章の数や実績をもとに、『等級ランク』が与えられます。冒険者ギルドでは、その等級によって冒険者に適正な探索範囲を定めているのです」

　また知らない単語が出てきた。

「ランク、ですか」

「冒険者の強さを示すものです。最低がＦ等級、そこからＥ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａと上がっていき、また最上位としてＳが設定されています。紋章の数によって最初の等級が決まり、あとは実績に応じて上昇していく、という形になります」

「……」

「どうかしましたか？」

「ああいえ」

　まさかこの世界にもアルファベットがあるとは。本当にどうなっているんだ。

「その等級というのによって、行ける場所が変わると」

「その通りです。実力に合わないエリアに行って大怪我をされても困りますからね。冒険者稼業に危険はつきものですが、限度というものがあります」

「でも、冒険者が勝手に行くのは止めようがないんじゃないですか？」

「ええ。ですが、ギルドうちからは適正範囲外の情報をお伝えできませんので、その場合はただでさえ危険な場所に知識すらない状態で行くことになります。たいていの方は思いとどまってくれますよ」

　なるほど。

　適正な行動範囲を守らない限りギルドは情報を寄越さないと。これは普通に冒険者を守るための仕組みだろうな。どうりで紋章の数をしつこく聞いてきたわけだ。

　で、俺の場合はどうなんだろう。

　情報が不足するのは困るが、強い魔物が出る場所があるなら禁止されても行くぞ俺は。

「まあ、アキラ様には関係ありませんね」

「はい？」

「アキラ様は紋章四つ扱いですので、等級Ｃで初期登録されていますが、この街の周辺であれば等級Ｃの方ならどこでも行けます。等級がそれ以下の方をお連れする場合でも、アキラ様が同行するならきちんと情報をお渡しできますよ」

　ここまでのやり取りが無に帰した瞬間である。要するに俺はどこに行こうとギルドから万全の支援を受けられるわけだ。

「これが等級Ｃの冒険者証です。お受け取りください」

　と、職員は俺に緑色の石がついた首飾りを寄越してきた。……正直いらない。戦闘の邪魔になりそうだ。それはまだいいが、「どうも」と受け取ってから首飾りをポケットにねじ込む俺に、職員は「しかし紋章四つの新人など久しぶりですよ！」だの「ギルド職員一同期待しております」だのと怒ど涛とうの世辞を浴びせ始めたのでさすがに辟へき易えきしてしまう。

　そんな話は心底どうでもいい。俺は職員の言葉を遮るように尋ねた。

「それより、どのあたりが一番魔物の数が多いですかね。もしくは強い魔物がいるような場所が知りたいんですが」

「ああ、それなら、『東の森』がいいでしょう。あそこは強力な魔物が多く棲せい息そくしています。もちろん危険は大きいですが」

「望むところです」

　最低でも水竜との戦いで役に立つようなレベルでないと式神にする価値がないからな。

　その後いくつか情報を受け取ってから、俺は窓口を離れた。

（……ひとまず第一目標達成って感じか？）

　少なくとも湖から這はい上がったばかりの時に比べれば格段の進歩だろう。

　すべてがうまく行き過ぎて怖いくらいだ。大空から叩たたき落とされたり元の世界への帰り方がわからなかったりするが、まあ些さ事じだな。今の俺なら余裕で許せる。

　ともあれ、冒険者ギルドでやっておくべきことはこれで全部片付いたはずだ。

　あとはリーシェを探して紋章について色々聞きたいところだが──

「「「確保ぉおおおおおおおおおお────ッ!!」」」




「うおっ!?」

　何だこれは。なぜ俺はいきなり冒険者どもに囲まれているんだ。

「へいへいお強いマレビト君！　俺らのパーティ入らねえ？　歓迎するぜ！」

「いーや私らと組もう！　君以外全員女の子！　どう!?」

「どけガキども、なあ少年！　我々のパーティでともに男を磨かないか!?」

　受付窓口から離れた途端、ギルドにいた冒険者たちがものすごい勢いで寄ってきたのだ。よくよく見ればさっき模擬戦の野次馬をやっていた連中ばかり。

「待て、なに？　パーティ？」

　俺がやや引きながら聞くと、群がってきた冒険者の一人が答える。

「決まってんだろ。協力して魔物を倒して稼ぎを上げる仲間のことさ！」

「集団でやったほうが魔物退治も楽だしね！　君みたいな強い人がいれば特にね！」

　ああ、そういうことか。魔物退治の仲間、というのはわかりやすい。

　戦力になる人間が多ければより強い魔物を相手にできる。そしてさっき職員が教えてくれたことだが、強い魔物の魔力石のほうがより高値で売れるらしい。さっきの模擬戦を見ていた彼らは新しい戦力として俺に目をつけてくれたようだった。

　……ふーむ。

　俺が少し考え込んでいると、不意に、人垣が割れた。

「──有象無象はどいてもらおうか。彼は私たちとこそ組むべきだ」

「あん？」

　人垣の奥から現れたのは、灰色の髪を長く伸ばした青年だった。

　それもひと目でわかる美青年だ。切れ長の瞳ひとみに高い鼻。長い脚。腰には剣帯を締め、流麗なデザインの木剣を二本吊つるすその姿は騎士さながら。首元には紫色の首飾りが揺れる。

　発作的にイラッとした。駄目だ。顔のいい男を見ると幼馴染を思い出してしまう。

　その灰髪の美青年は嫌悪顔をありありと浮かべて俺を取り囲む冒険者たちを睥へい睨げいし、

「まるで砂糖菓子に群がる蟻だな……強者に寄生しようという浅ましい欲が透けて見えるようだ。きみたちは彼にふさわしくない」

　ものすごい上から目線なことを言い出した。

「お……おいおいバラックさん。俺たちが先に声かけてたんだぜ？　勧誘は順番だろ」

「後からちんたら来たくせにその言い草はねーだろう」

「……」

　冒険者たちが言い返すが、バラックと呼ばれた青年が腰に差した木剣の柄つかをトン、と叩くと揃って口をつぐんでしまう。まるで飼い主にひどくしつけられた犬のようだ。

（……うわぁ）

　なんか露骨な力関係が見える。

　勘弁してくれよ。ただでさえ嫌いなタイプの見てくれなのにめちゃくちゃ偉そうじゃないか……何だこいつ……

「どちらさん？」

　俺がやや声のトーンを下げつつ声をかけると、灰髪の青年はこちらを向いた。

「私の名はバラックという。先ほどの模擬戦は実に見事だった」

「はあ、どうも」

「きみであれば私のパーティに迎えるに値する」

　言葉を聞く限りどうやらこの青年も俺をスカウトに来てくれた一人のようだった。だったら何で俺にまで上から目線なんだろうな。

　他の冒険者たちはバラックの反感を買うのが怖いというように黙り込んでしまっている。俺は声をひそめて近くの冒険者に尋ねた。

「なあ、こいつって強いのか？」
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「……強いよ。だって紋章四つだぜ？　俺たちなんかじゃ相手にならないよ」

「へえ……」

　紋章四つ。つまりギルドが俺に下した評価と同じ。それがこの世界でどの程度の強さなのかいまいちわからないが、こいつは少なくともさっきのリブさんよりは強いわけだ。

　俺は再びバラックに向き直った。ぴっ、と人差し指を立てる。

「バラックさんとかいったか。俺を仲間にしたいって言うなら、一つ条件がある」

「言ってみたまえ」

「──俺が欲しいって言った魔力石を無条件で寄越すこと」

　ざわっ、と周囲が揺れた。バラックが不愉快そうに目を細める。

「魔力石はパーティ全員の収入だ。それを独占したいというのは横暴が過ぎるな」

「じゃあ、悪いが断る」

　俺が冒険者になったのは魔力石を集めるためではない。強い魔物を式神にするためだ。その場合、魔力石は式神契約に必要なので換金するわけにはいかない。

　横暴なのは自覚があるが、こればかりは譲れないのだ。

　あと俺は顔のいい男が嫌いだ。理由？　くそったれ幼おさな馴な染じみを思い出すからに決まっているだろう。美男子なんてみんな死ねばいい。

「それに、パーティに関してはいちおうアテもあるしな」

　俺が言うと、バラックは眉まゆを寄せた。

「アテ……？　よかったら誰のことか聞かせてくれないか」

「リーシェってやつだ。髪が水色の」

　どこかにいないかと周囲を探ってみるが、さすがに冒険者が集まり過ぎていて見つからない。どこに行ったのやら。

　そんなふうにきょろきょろしていると、バラックがぼそりと呟つぶやいた。

「リーシェ。リーシェと言ったか」

「言ったが、それが何だよ」

「…………あの面汚しめ……」

　ん？

「興が削そがれた」

　そう言ってバラックは踵きびすを返し、そのまま去っていってしまった。

　何だあいつ。最後にやたらと不穏なことを言ってなかったか。

　ともあれバラックがいなくなったことで人垣に隙間ができたため、これ幸いと抜け出す。きょろきょろとギルドの中を見回すと、入り口付近にリーシェの姿を発見した。

「おーい、リーシェ」

「アキラさん。冒険者登録はできましたか？」

「ああ。それと質問したいことができた。どっか移動して話がしたい」

「話ですか？　別にここでもいいような気が……」

　いや駄目だ。なぜなら──




『……いや、でかい魔力石をいくつか持っていかれたところで何だ！　俺はあのマレビトを仲間にするぞ！』

『ふざけんな！　俺たちだ！　俺たちがあいつと組む！　そんでガンガン魔物を倒してもらって楽するんだ！』




　なぜなら、諦あきらめの悪い連中が俺のいる方に向かって走ってきているから。

「アキラさん、大人気ですね」

「言ってる場合か！　行くぞ！」

　吞のん気きなことを言うリーシェの手を引き、俺は冒険者ギルドから離脱した。

　その際リーシェが暗い顔をしていた気がしたが──今ばかりは確認する余裕はなかった。
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　頭上はすでに藍あい色いろに変わっていた。

　湖付近の森からの移動。冒険者ギルドでのあれこれ。色々やっているうちにすっかり夜になってしまったらしい。俺を勧誘しようと追いかけてきた冒険者たちを何とか撒まいたあたりで安心感からか俺の腹が盛大に鳴った。

　それを聞いたリーシェは天使のように笑って「魔物から助けていただいたお礼に晩御飯をご馳ち走そうします」と屋台の並ぶエリアまで案内してくれた。そこで食料を買い込んだ俺たちは、近くにあるというリーシェの拠点に移動し、今は木造宿屋の階段を上っている最中だ。

「なんでわざわざ移動したんだ？　屋台のそばに食うための場所があったのに」

「えっと……その、声をですね。かけられてしまうので」

「……？　ああ、ナンパ的な」

「はい……自うぬ惚ぼれるつもりはないんですが」

　やや恥じらうように言うリーシェだったが、俺は普通に納得した。

　美人だよなこいつ。人種が違うのでこの世界基準ではどうか知らないが、ハリウッドスターの娘と言っても通りそうなくらい顔立ちに華がある。

「ここです。あんまり広くないですが、どうぞ」

　そんな美人が出会ったばかりの俺みたいなのを部屋に上げてしまっているわけだが。

　リーシェが借りているという宿の一室は、確かに広くはなかった。というかぶっちゃけ狭い。調度品はベッドを除けば簡素な机があるくらいで、床は一歩動くごとにぎしぎし鳴る。リーシェの私物らしき荷物が部屋の隅に小さくまとめられていた。

　リーシェはちょっと申し訳なさそうな顔になる。

「すみません。椅子がないのでベッドに座ってください」

「悪いな。つーか飯食っていいか。腹減って死ぬ」

「……ふふ。どうぞどうぞ」

　というわけで、ベッドに横並びで座ったまま買い込んだ夕食を取り出す。野菜入りのパイ、濃い味付けの肉をはさんだパンを行儀も何もなくがっついていく。そんな俺の様子をリーシェが生暖かい目で見ていたがこの際気にしない。

　それを食べきり、空腹以外の感情を思い出した俺はふとリーシェに尋ねた。

「そうだ、聞きたいことがあったんだった」

「何ですか？」

「紋章のことだ。リブさんからは結局聞けなかったし、詳しく教えてほしい」

　俺が言うと、リーシェは一つずつ丁寧に教えてくれた。

　──この世界の人間は生まれつき、誰でも紋章を持っている。

「魔法を使うには紋章が必要になりますからね」

　──紋章には個人差がある。

「基本的に数が多いほど魔法の能力は高くなります。あと、属性にも違いがありますね。【水】【炎】【樹】【雷】【土】【風】【鋼】【力】【毒】【薬】……挙げればキリがないですが、種類はかなりたくさんあります」

　──魔法とは、対応する属性のものを『生み出し』、『操る』能力と定義される。

「戦闘で使うときには、咄とつ嗟さにでも出せるように名前をつけてパターン化させることもあります」

「あー……剣道とかの『形かた』みたいなもんか」

「けんどう？　剣術じゃなくてですか？　……でも、そうですね。そこは剣に通じるものがあります」

　リーシェは小さく頷うなずき、

「あとは、魔物の中にも紋章を持つものがいます。とても強くて危険なので、たまにギルドのほうで討伐依頼を出していることもあります」

「ほう！」

　その言葉に俺は一段と強く興味を引かれた。

　紋章を持つ強力な魔物。実にいいじゃないか。式神にするなら相手は強いほうがいいし、ぜひとも積極的に狙っていこう。考えるだけでわくわくしてくるな。

「あの、アキラさん。どうしてそんなに悪い顔をしているんですか……？」

　なぜかリーシェがドン引きしていた。いかん、また欲望が顔に出ていたか。

「気にするな。ところでリブさんが言ってたんだが、紋章を後天的に増やす方法があるっていうのは本当か？」

　こちらも俺にとって重要なことを尋ねた。

　リブさんの使っていたものはそう大したものでもなかったが、それでも俺は魔法とやらに興味がある。自分を強化できるんじゃないか、という面で。

　リーシェはやや難しそうな顔をしていたが、やがてこう答えた。

「なくは……ないです」

「本当か!?」

　勢い込む俺だったが、リーシェは微妙な顔だ。

「ただ、触れると紋章を増やす鉱石とか、飲むと魔法の腕が上がる湧き水とか……いくつかそういう話は聞いたことがありますが、実際に見たひとには会ったことがありません」

「……眉まゆ唾つばってことか？」

　俺の言葉に、リーシェはこくりと頷いた。……どうりでリブさんが言葉を濁したはずだ。これはおそらく与太話とか噂話とかそういうものだろう。

「あ、で、でも、『マレビト』っていうのも似たようなものですよ」

「どういう意味だ？」

「いるって言い伝えがありますけど、誰も見たことがない、みたいな。アキラさんみたいなマレビトがいるわけですし、わたしが知らないだけで、どこかには本当に紋章を増やす道具があるのかもしれません。なので、あんまり気落ちしないでください」

　リーシェが元気づけるようにそう言ってきた。

　言われてみればそうだ。そういえば俺は昔話に出てくるような存在だったのだ。

　俺はその理屈にいちおう納得し、魔法が使えるようになる可能性については棚上げすることにした。自己強化のメインはそっちではないし、焦って探す必要はないだろう。

「紋章についてはこんなところでしょうか。他に何か質問はありますか？」

　リーシェにそう言われ、そういえば、と思い出す。

「なあ、リーシェにも紋章はあるんだよな」

　この世界の人間は生まれながらに誰もが紋章を持っているらしい。となればリーシェも例外ではないはずだ。

　俺が尋ねると、なぜかリーシェはやや表情を暗くした。

「……はい。あります」

「どんなやつだ？」

「それは……」

　俺の質問に対してリーシェはふと腹のあたりを押さえた。口を開きかけて、閉じて、その姿勢のまま押し黙ってしまう。

　……ふむ。

　プライベート、と言われてしまえばそれまでだ。妖よう術じゆつ士しにも、自身の手の内を明かしたくないという風潮はある。

　だが、これは俺にとって重要なことだ。俺は全力で真面目な顔を作った。

「大事なことなんだ。頼む」

　俺がそう言うと、リーシェは「えっと、その」と視線を泳がせていたが、やがて観念したように小さく頷いた。

「……わ、わかりました」

　そう言ってからも五秒ほど逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて彼女は意を決したように立ち上がる。

　それからベッドに座ったままの俺の正面に移動し、そろそろと上衣の裾すそをたくし上げた。

　目に飛び込んでくるのはきめ細やかな白磁の肌、小さなへそ。視線を動かすと、左腹部に直径五センチほどの円を発見した。これがリーシェの紋章か。
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　俺はそれを至近距離からよく観察する。

「……ふむ」

　円の内側にはしずくを思わせるような記号が入っている。リーシェの属性は【水】魔法……なのだろうか。

　紋章の数は一つ。

　なんとなく予想はしていたが、なるほど、一つか。となるとやはりリーシェと知り合えたのは幸運だったな。

　そんなことを考えていると、吐息交じりの声が降ってくる。

「あの、アキラさん……すっごく恥ずかしいんですけど、これっ」

「ん？　ああ、すまん。もう戻してくれていい」

　俺が言うと、しゅばっ！　とリーシェは勢いよく服の裾を下ろした。頰がひどく赤くなり目じりにはうっすら涙すら浮かんでいるようだ。そんなに恥ずかしかったのか。

　少し申し訳なくもあるが、これは俺にとって必要なことだった。

　おかげで一つわかったことがある。

　冒険者ギルドで登録手続きをしていたとき、俺は職員から地図を見せられている。

　それは冒険者の等級によって行ける場所が色分けされており──そして、俺とリーシェが出会った『西の森』は等級が低くても探索可能だと知ることができた。

「うう……」

　まだ恥ずかしそうにしているリーシェに、俺は確認がてら質問する。

「リーシェの腹にあったのって、【水】の紋章か？」

「……はい」

「一つだったな」

「…………はい」

　リーシェは俯うつむいて言う。

「すみません。隠すつもりはなかったんですが……言い出せなかったんです。紋章一つなんて、冒険者としては致命的ですから」

　この世界では紋章の数が戦闘能力に直結するという。

　リブさんいわく、冒険者の相場は最低でも紋章二つ。

　紋章の数を基準にすれば、リーシェの実力はそれに満たない。そのことを恥じ、リーシェは俺に紋章のことを聞かれて答えるのを躊躇ためらったのだろう。

　そこまで理解して俺は思わず笑みを浮かべかけた。

　……いやあ、本当に今日の俺は運がいい。

「リーシェ。提案があるんだが」

「は、はい？」

「俺と組まないか？」

　リーシェが啞あ然ぜんと口を開けた。

「あの、わたし紋章一つしかありませんよ。アキラさんと比べたら実力なんて全然で、等級も一番低いＦですし……」

「だからいいんだ」

　懐から証拠とばかりに黒い石のついた首飾りを出してくるリーシェに、俺は頷きを返す。

　俺はこの世界のことを知らない。それこそ致命的なほど何も知らない。

　一方リーシェも、紋章が一つしかないなら色々苦労があるだろう。部屋を見ても、暮らし向きがいいとは思えない。

　だからこそ俺とリーシェは利害が一致するはずだ。

「リーシェは俺にこの世界のことを教える。俺がリーシェのぶんまで魔物を狩る。特別強い魔物は俺が式神にするが、それ以外のやつの魔力石は換金して山分けだ」

　これは他の冒険者であれば成立しない提案だ。

　自分たちだけでそこそこ魔物を倒せる人間であれば、俺の加入はむしろマイナスだろう。戦力を増やしてようやく倒した魔物の魔力石を俺に持っていかれては向こうに利点がない。

　だが──

「……わたしでいいんですか？　他の人にも誘われていましたよね」

「ああ。お前がいいんだ」

「アキラさん……」

　感極まったようなリーシェに向かって俺は笑みを浮かべた。

「あのレッドキャタピラーとかいうクソ雑魚芋虫にも勝てないようなリーシェなら、この条件でも互いにメリットがあるからな」

「あれ？　何だか今わたしすごく馬鹿にされてませんか？」

「気のせいだ」

　ひどく微妙な顔をしたリーシェだったが、どうやら提案自体には異論がなかったらしく、どこか困ったような笑みを浮かべた。

「えっと。……わたしでよければ、よろしくお願いします」

「よし。こちらこそよろしく」

　というわけで交渉成立。めでたくここに知識貧者と戦闘弱者のパーティが結成された。

　ん？　……あ、そうだ。パーティといえば。

「なあリーシェ。お前バラックってやつと知り合いなのか？」

「──ッ」

　その一言の影響は甚大だった。目を見開いたままリーシェが硬直する。

　バラック、というのは俺を仲間に誘ってきた冒険者の一人だ。灰色の髪を伸ばしたいけ好かないツラのやつで、聞くところによると紋章が四つあるとか。

　上から目線で勧誘してきたが、リーシェの名前を出すとなぜか白けたように去っていった。そのことが妙に印象に残っている。

「……誰から聞いたんですか」

「いや、お前の名前を出したときにバラックの反応が変だったから何となくな」

「そう、ですか」

　それだけ言って俯いてしまうリーシェ。思い付きで聞いただけなんだが、もしかして地雷でも踏んだのだろうか。しばらく黙り込んでから、リーシェはこう言った。

「……そうですね。知り合いです。冒険者を始める前からの……決して仲が良いとは言えませんが」

　俺は短く、

「ふうん」

　やはり知り合いか。まあ、だからどうということもないが。

「え、そ、それだけですか？」

「何だ。根掘り葉掘り聞いたほうがいいのか？」

「そういうわけではないですが」

「じゃあ聞かない。というか質問しといてなんだが、俺って式神探し以外にあまり興味がないんだよな……あいつが俺の邪魔してきたら喧けん嘩かを売るかもしれんが、リーシェと仲良くないなら別に殴ってもいいよな？」

「………………わぁー」

　リーシェが啞然としたような表情を浮かべ、すぐに疲れた顔にシフトした。

「わたし、アキラさんの性格がわかってきた気がします」

「そうか。何よりだ。さて、それじゃあ聞くことも聞いたし明日に備えて──」

　寝るか、と言いかけて俺は気付いた。

　あれ？　俺、泊まる場所なくないか？

　同じことを考えたようで、リーシェも思案顔を浮かべている。

「……アキラさん、お金って持ってます？」

「あるわけないだろ」

　俺が持っている私物は服と冒険者証と右手の数珠じゆずだけだ。宿を借りるどころではない。

「あの……」

　俺がさっき見かけた公園にベンチはあったかどうかを思い出そうとしていると、リーシェがこんな提案をしてきた。

「……よかったらこの部屋で寝ませんか？」

「いいのか？」

「いいですよ。わたしは弱っちいですから、そのくらいは」

　どうもリーシェが卑屈になっている気がする。

　どうフォローしたものか悩んでいると、リーシェはこう続けた。

「……でも、ヘンなことしたりしないでくださいね？」

　別に何もしないが。
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　夜半。

　水色髪の少女──リーシェはむくりとベッドから上半身を起こした。

（……本当に何もされませんでした）

　彼女の視線の先にいるのは、壁にもたれかかり、座ったまま眠る黒髪の青年だった。

　細身だが、ひどく鍛えられた体つきであることは見ればわかる。顔立ちに関しては人種が違うため判断しづらいが、それなりに優れているのではないだろうか。

　だが、リーシェにとって何よりも印象深いのは青年の瞳ひとみだった。

　強い、というより苛か烈れつな意志を秘めた双そう眸ぼう。単に目つきが悪いというだけではない。時折リーシェの目には、彼の瞳が燃え上がっているように映るほどなのだ。

　ミナトアキラ、と名乗った異世界からの来訪者。

　彼の行動はリーシェにとっていちいち常軌を逸していた。

　シキガミ使いを自称し、得体の知れない強力な異能を操る。魔物や紋章について強い興味を示し──紋章を一つしか持たない自分にパーティを組もうと誘ってきたりする。

　不思議な人だ、と思う。だが同時に彼のありようが少しわかり始めてもいた。

　彼の行動はおそらく一貫している。

　強い魔物を求めるのは『シキガミ』を増やすため。

　紋章に興味を示したのは、新しい力を欲したから。

　見知らぬ土地に一人放り出されていながら、それを不安がる様子もなく、彼はひたすらに自己強化を試みている。

　リーシェはベッドから立ち上がり、寝息を立てるアキラを見ながらぽつりと呟つぶやいた。

「……どうしてあなたはそんなに強くなろうとするんですか？」

　答えは当然返ってこない。

　リーシェは小さく息を吐き、ベッドから離れる。

　そのまま部屋の扉に手をかけて、寝ているマレビトを気遣うように、めいっぱい音を殺して部屋を出ていった。
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　首が痛い。腰が痛い。尻しりが痛い。

　以上三点、目覚めた直後に抱いた『床に座って寝た場合』の俺の感想である。

「[image: あ゛]ー……」

　立ち上がってばきばきと腰を鳴らしつつ、ベッドのほうを見やる。

　するとそこには天使の寝顔を披露する水色髪の少女──リーシェの姿があった。

　彼女は俺とパーティを組む冒険者だ。また一文無しの俺を部屋に置いてくれるほどお人ひと好よしでもある。

　だが俺はどうも彼女についてまだ知らないことがあるらしい。

　端的に言って、夜中どこ行ってたんだこいつ。

　昨日の夜遅く、リーシェがこの部屋を出て外出していたことに俺は気付いている。いちおう俺を起こさないよう気を遣ってくれていたらしいが、妖よう術じゆつ士しとして訓練を受けた俺は寝ている間も異変があればすぐに目が覚めてしまうのだ。

「……むにゃ」

　この気持ちよさそうに寝ている相方は、夜中に抜け出して一体何をしていたのやら。

　謎だ。

　謎だが、今はそれより。

「おい、朝だぞ。いつまで寝てる」

「……むにゃあ」

「おい」

　声をかけても揺すってもリーシェは起きる気配がない。

　外はもうすっかり朝である。あまりちんたらしていると出発が遅れるんだが。

　……仕方ない。

　俺は寝ているリーシェの手を握り、ばちん！　と火花を鳴らした。

「ふぁ……ひゃあああああっ!?」

　軽い電撃を食らってリーシェは見事に跳ね起きる。

　今の俺にとって至上目的は式神の増強だ。相方の朝寝坊ごときでいちいち足を止めている暇などない。

　がばっと起きたリーシェが寝ね惚ぼけたように俺を見上げていた。
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　その後リーシェの二度寝を阻止したり、それぞれ身支度を整えたり、食料を買い込んだりしてから俺たちは街を出発した。

　昨日、街に入ってきたときに使ったものとは反対側にある門を使う。

　冒険者ギルドでもらった地図によれば、この街の周辺はまず一面が平野。西に街道をまっすぐ進めばやがて昨日俺が墜落した『湖』にたどりつく。

　北に行けば『岩山』。

　南に行けば『湿地』。

　そして俺たちが今日の目的地に設定した、『東の森』。

　どれも魔物が棲すみつくエリアだが、中でも『東の森』は街周辺ではもっとも魔物の数が多いらしい。

　要求される等級ランクはＤ。ギルドの職員からは危険だと言われているが、上等である。強い魔物が襲ってきてくれるなら願ったり叶かなったりだ。

　などと考えながら移動し、

「ここが『東の森』か」

「そう……ですね。わたしも来るのは初めてです」

　俺とリーシェは昼前には目的地に到着した。

　薄暗い森だった。

　木々は好き放題に枝を伸ばし、陽光を遮って影を落とす。足元は整備されておらず苔こけと石のせいで歩きづらいことこのうえない。心なしかひんやりとした気配を感じる。

　森を歩きながら俺は思わず呟いた。

「……いかにもな雰囲気だな」

「このあたりは魔力が特に濃いですから。魔物が好む環境なんです」

「ほう？」

　俺が聞き返すと、リーシェは丁寧に教えてくれた。

　この世界における魔物は、魔力が凝り集まった場所から自然発生的に生まれる。

　そのせいか魔力を多く感じる場所に集まりやすい性質があるらしい。食べるのも魔力を溜ためこむ性質のあるものばかりだそうだ。

　で、そういった魔物の集まる危険地帯は基本的に立ち入り不可で、腕に覚えのある冒険者だけがギルドの許可を得て出入りできる──とのこと。

「環境が少し違うので、このあたりでしか採取できない植物なんかもあります」

「ふうん……ああ、だからギルドが依頼の仲介なんてやっているのか」

「はい。中には魔物が大好きなものもあったりして、ギルドではそれをもとに魔物寄せのアイテムを作ったりもしてるんですよ」

「へえ……」

　魔物寄せのアイテム。

　これは聞いておいてよかったかもしれない。いかにも便利そうじゃないか。

　ギルドに戻ったら確認しておくとしよう。

「……ふふっ」

　そんなことを思っていると、なぜかリーシェが笑っていた。

「どうした？」

「いえ、ちょっと嬉うれしくて。人とパーティを組むのって初めてなので、お話する相手がいるのってなんだか新鮮です」

「そんなもんか」

「そんなもんです。これぞ冒険者って感じがします」

　微笑んで声を弾ませるリーシェに、俺が肩をすくめていると──

　遠くのほうから木がへし折れるような音が聞こえてきた。

　次いで響く悲鳴。リーシェがぴくりと声の聞こえたほうを見やった。

「今の声……誰かが魔物に襲われているんでしょうか」

「かもな。よし、行くぞ」

「あっ、待ってください！」

　俺は駆け出し、慌てたようにリーシェもついてくる。

　少し走った先にはだいたい予想通りの光景が広がっていた。

　まず見えるのは、ヒグマと見まごうほど巨大な猪。

　すかさず【妖よう析せき眼がん】で確認すると、やはり多くの霊力を溜めこんでやがった。あの猪は妖怪──もとい、魔物だ。しかもそれなりに保有霊力が多い。




『ちっくしょう、ついてねえ！　よりによってヘルムボアに出くわすなんて！』

『言ってる場合か！　さっさと魔法使え！』

『わかってるわよぉ！』




　で、冒険者の男たち三人がどうにかその巨大猪から逃げ回っている状況だった。まだ戦意はあるようだが、旗色は悪そうだ。潰かい走そうも時間の問題だな。

「間に合ったみたいですね、アキラさん」

「ああ。あのエサどもが逃げてしまったらせっかく走った意味がなくなるところだった」

「ええ、本当に間に合ってよかったと──あれ？　今エサって言いました？」

　目を瞬かせるリーシェを無視して俺は思考を巡らせる。

　巨大猪は目の前の冒険者たちに夢中だ。隙だらけなうえ、俺やリーシェにはまったく気づいていない。まるで奇襲をかけろと天が語りかけているようじゃないか。

「あの、アキラさん。どうして手から火花を散らしているんですか？　あの、まだ戦っている冒険者の方が」

　俺は思いっきり右手を振りかぶり──

「【翡ひ雷らい爪そう】！」

『『『ぎゃあああああっ！』』』

「アキラさん!?」

　俺が放った翡ひ翠すい色いろの雷撃は、冒険者たちの体をわずかにかすめ、その奥にいた巨大猪を吹き飛ばした。【翡雷爪】の直撃を受けた巨大猪はぷすぷすと焦げ臭い煙を上げたかと思うと、ぼふっ、と音を立ててその体を霧散させた。その場に魔力石が落ちる。

　よし。狙い通りだ。

　俺はすぐさま出ていき魔力石を回収しにいく。

「あ、アキラさん！　今もしかしてあのひとたちを囮おとりにしませんでしたか!?」

「言いがかりはやめろ。俺はあいつらを助けたんだ」

「騙だまされませんよ!?　さっきあのひとたちのことエサって呼んでたじゃないですか！」

　リーシェに怒られたり、地面に身を投げ出したままのエサ──ではなく、先に巨大猪と戦っていた冒険者たちに呆ぼう然ぜんと見上げられたりしつつ、俺は巨大猪の魔力石を拾い上げた。

　さて、性能はどんなもんかな。

　わくわくしながら魔力石に式神契約を試みていると、それまで倒れていた男三人が食って掛かってくる。

「なっ……何しやがんだてめえら！」

「そうよそうよ！」

「獲物を横取りしようってかァ!?」

　俺は手のひらの魔力石を注視しつつ、

「リーシェ、そいつらの相手は頼んだぞ」

「わたしですか!?　わたし何もしてませんよ!?」

　リーシェの叫び声を背中で聞きつつ、契約を終えた巨大猪の性能をチェックする。




『ヘルムボア／霊術【岩兜かぶと】

　効力……頭部を頑強な岩の兜で覆う』




　俺は淡々と式神契約を解除した。

　頭を岩の兜で覆うって……水竜と戦ううえでは役に立ちそうもない。そんなものを装備したまま水の中に引きずり込まれでもしたら溺おぼれてしまいそうだ。

　などと考えていると、背後から怒鳴り声が飛んでくる。

「この卑ひ怯きよう者どもが！」

「横取りしやがって、その魔力石を返せ！」

「いえその、そんなつもりは……アキラさぁん！　助けてください！」

　どうやら獲物を横からかっさらわれた冒険者たちはすでに怒り心頭らしい。ぎゃあぎゃあとやかましく喚わめいており、リーシェが抑えておくのもそろそろ限界のようだ。

　うるさい連中だなまったく。だいたいこれを倒したのは俺だろうが。

　とはいえ獲物を横取りされたというあの連中の気持ちもわからなくはないので、人間のできた俺はこの魔力石を投げ渡してやることにした。

　──【霊力装甲】によって身体能力を強化したうえで。

「ぴっ」

「ぶェ！」

　それなりの速度で投げ放たれた魔力石は、必死に冒険者を押しとどめてくれていたリーシェの頰をかすめ、冒険者の一人の顔面へ直撃した。

「「「……」」」

　啞あ然ぜんとする面々の前で俺は言う。

「手が滑った」

「アキラさん！　せめてもう少しちゃんと誤魔化してください！」




　呆然とする冒険者たちを尻しり目めに俺とリーシェはその場を後にした。




「期待外れだったな。さっそく強い式神が手に入ると思ったんだが」

「……アキラさん。わたし、何だか悪いことをしたような気分なんですが」

　リーシェの言葉に俺は目を瞬かせる。こいつは何を言っているんだ。

「いいか、リーシェ。確かに多少は手荒かったが、俺はあいつらのピンチを救ったんだぞ？　悪いなんてことあるはずがない」

「そ、そうでしょうか……？　でも、次からはああいうのはなしでお願いしますね」

「もちろんだ。揉もめ事は二度と起こさないと誓おう」

「はいっ」

　俺が大きく頷うなずくと、リーシェは安あん堵どしたように微笑んだ。

　どうやら俺の言葉を信用してくれたようだ。

「ところでリーシェ、質問があるんだが」

「はい。何でしょう？」

「──これ、何だ？」

　俺が指さした先にあるのは木の幹に刻まれた傷跡だ。

　一見すれば単に動物が爪とぎをした形跡か何かにも見えるが、それにしては霊気の集まり方が異常だ。しかもこの傷跡は俺たちのいるすぐ左側の木々に大量に刻まれている。

　それを見たリーシェは一気に顔を青ざめさせた。

「そ、それ、『グロウウルフ』の爪つめ痕あとじゃないですか！」

「何だそれ？　魔物か？」

「そうです！　グロウウルフは縄張りを作るとき、魔力の籠こもった爪で木を削るんです。魔法をかけられた木々は警報装置になって、一歩でもそれを越えると察知されます」

「察知されるとどうなる？」

　リーシェは怯おびえた声色で告げた。

「グロウウルフの群れが残らず縄張り中から寄ってきて、何十体っていうものすごい数で襲ってくるんです……」

「そうか……」




　ガサッガサッ




「縄張りってこの辺か？」

「アキラさぁん!?」

　木々をかき分けて進んでいく俺にリーシェが絶叫を上げた。

「そこに入ったら魔物が寄ってくるって言いましたよね!?」

「ああ。ありがたい話だよな」

「どこがですか？　それのどこがありがたい話なんですか!?」

　リーシェによれば、縄張りの中に入りさえすれば魔物のほうから集まってきてくれるらしい。わざわざ探しに行く手間を省いてくれるとはなんて良心的な魔物たちだろう。

　すぐに、ざざざざざっ、という足音が森の奥から響いてきた。

　数は見えている範囲でおよそ二十五。

　あれがグロウウルフか。

　サイズはもとの世界の狼とさほど変わらないが、さっきの巨大猪と同じく大量の霊力を溜ためこんでいる。倒せば問題なく式神契約できることだろう。

「にっ、逃げましょうアキラさん。さすがにあの数は無理があります！」

「馬鹿を言うなリーシェ。戦う前から逃げるなんてそれでも冒険者か？」

「ひ、否定しづらいことを言わないでください……！」

　なぜかリーシェは痛いところを突かれたような顔をしていた。適当なことを言っただけなんだが。

　そんなやり取りをしている間にも続々と魔物の数は増えている。

　俺は右手から火花を散らす。霊力が集まるにつれ、弾はじける火花は徐々に強さを増していく。バチン！　バチン！　と激しい破裂音が響き始める。

「あ、アキラさん……？　すごい音してますよ……？」

　どこか怯えたような顔でリーシェが言ってくるが、俺はなおも霊力を溜め続ける。

『グルルアアアアアアッ！』

　リーダーらしき個体が吠ほえるのに合わせ、魔物の群れが俺たちのもとに殺到してきて──まったく同時に俺は右手を振り抜いた。

「【翡雷爪】！」

　直後、溜めに溜めた雷撃は一瞬で俺に突っ込んできたグロウウルフの群れを丸ごと蒸発させた。

　轟ごう音おんが耳をつんざく。翡翠色の閃せん光こうが過ぎ去った後は、くり貫かれたように周囲の木々さえ焼失していた。

　そこかしこに赤い魔力石が散らばっている。その数はさっきまでいたグロウウルフとまったく同じ。俺は満ち足りた気分とともに姿勢を戻した。

「……うん。思い切り霊術を撃てるのはやりやすくていいな」

　日本にいた頃は建物を壊さないように色々気を遣わなきゃならなくて大変だった。周りに巻き込むものがないというのは気楽でいい。

　魔力石拾いを手伝ってもらおうと背後を振り向くと、相方はその場で硬直していた。

　ゆっくりと口を開き、かすれた声で言ってくる。

「……アキラさん、強すぎませんか……？」

「は？」

「だってこんな、聞いたことないですよ!?　グロウウルフを一撃で群れごと倒すなんて！」

　リーシェは何やら驚きよう愕がくしているが、俺は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべてしまう。

　……俺が強い？　まさか。この水色は世界を知らんな。

　俺なんかが強かったら俺の幼おさな馴な染じみは一体どうなるんだと以下略。

　俺はリーシェを放置して魔力石の回収作業に移った。
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「ハズレばかりだったな……」

　目抜き通りを歩きながら俺はぼそりと呟つぶやいた。

　俺たちは一日の探索を終えて街に戻ってきていた。

　結局グロウウルフも式神としての性能は今一つで、ヘルムボアも含めて戦力的な意味での収穫はゼロ。まあ初日だしこんなものか。

　俺は狼やら猪やらの魔力石が詰まった革袋を揺らしつつ、隣のリーシェに話しかけた。

「いらない魔力石はギルドで換金、だったか？」

「はい。きっと今日の稼ぎはすごい額になりますよ」

「そうか」

　すごい額、というのは一体どのくらいだろう。この世界での貨幣価値がまったくわからないので昨日から金のやり取りに関してはリーシェに任せっきりだ。

　話しているうちに冒険者ギルドに到着する。

　昨日と同じくロビーは冒険者でごった返していた。換金窓口は……結構並んでるな。

　そこに向かおうとした俺をリーシェが止めた。

「アキラさん。列にはわたしが並んでおきますから、掲示板を見てきませんか？」

「掲示板って、あの依頼が張り出されてるやつか？　だが並ぶのをリーシェに任せきりにするというのは少し悪いような──」

「ですが、強い魔物の討伐依頼なんかが出ているかもしれませんよ」

「並ぶのは任せたぞリーシェ」

「はい。行ってらっしゃい」

　なんて理解のある相方だろう。俺は遠慮なく掲示板のほうに向かった。

　見てみると、確かに多様な依頼が張り出されている。

「『月げつ涙るい草そうの採集』、『ハウルベア討伐』、『《岩山》の地質調査』……」

　いくつかの依頼書を眺めているうちにあることに気付いた。

「──『ヘルムボア討伐、受注は等級Ｄ以上』？」

　よくよく見ると討伐依頼にはどれも、冒険者の等級を基準に受注可能かどうかの線引きがされている。『誰でも受注可』とか、『等級Ｄ以上が必要』とかそんな感じで。

　他にもヘル厶ボアの討伐依頼書には、魔物の脅威度を表す指標として『紋章二つ』という記述もあった。

　ヘルムボアは紋章二つの冒険者並みの強さを持つ、ということだろうか。

　となると俺が探すべきは最低でも紋章三つクラス以上の魔物なんだろうが──残念ながら掲示板を見る限り情報は出回っていないようだった。

　とりあえずそのヘルムボアの依頼書だけ剝はがしておく。

　これを換金窓口に持っていけば報酬が上がるかもしれない。後出しが可能なのかは知らんが、そのあたりはリーシェに聞くとしよう。

　俺は最後にもう一度だけ掲示板を眺めて。

　その端に、ぼろぼろになった依頼書があることに気付いた。

「──ッ！」

『湖の水竜討伐』。

　そこには見覚えのある水すい棲せい恐竜じみたシルエットが描かれていた。受注条件はなし。倒せるのなら誰でもいい、というようななりふり構わない語調で依頼の詳細が記されている。

　あいつだ。俺が湖の中で見たあの怪物。

　あの水竜も討伐依頼が出されてるのか。

　しかし、おそらく今まで誰も挑戦したことがないのだろう。たくさんの依頼書がある中でその依頼書だけが激しく劣化している。かなりの長期間誰も手に取っていないのがわかる。

（待ってろよ……）

　絶対俺が狩ってやるからな。

　新しい式神が手に入り次第すぐにでも。

　などと決意を新たにしてから踵きびすを返す。

　まあ、あんな化け物に挑むやつはそうそういないだろう。焦る必要はないさ。

　俺はそう自分に言い聞かせつつ掲示板の前を離れる。

　そして換金待ちの列に並んでくれているリーシェのところに戻ってくると。




『──っけんじゃねえ！　ちゃんと目利きしろや！　買い取り額がそれっぽっちなわけねえだろ!?』




　列の前方からそんな怒声が聞こえてきた。何だ？

「あ、アキラさん。おかえりなさい。いい依頼はありましたか？」

「いや全然。ヘルムボアの依頼書があったから持って来たんだが、役に立つか？」

「わ、立ちます立ちます。これで報酬が上がりますよ」

「そうか」

　それは何よりだ。俺は持ってきた依頼書をリーシェに渡す。

「……で、何の騒ぎだこれ？」

　気になっていたことを尋ねると、リーシェは複雑そうな顔をした。

「魔力石の買い取り額が低い、って冒険者さんが怒ってるんです」

「あー……」

「冒険者にとって魔物と戦うのは命がけですから、気持ちはわからなくもないんですが……」

　リーシェは困ったような表情を浮かべた。周囲を見ると、列に並ぶ他の冒険者たちも迷惑そうな顔をしている。

　冒険者の主な収入源は倒した魔物の魔力石。リーシェの言うように、生活が懸かっている冒険者からすれば魔力石の買い取り査定はとても重要なものだろう。

　かといって割って入るのも考え物だ。下手に介入すれば逆ギレして嚙かみついてくる可能性がある。クレーマーは攻撃的な生き物だと聞いたことがある。

　ここは大人しく騒ぎが収まるのを待つのが上策だと──




「何でも換金をしているのは、すごく強い魔物の魔力石だそうですね」




　俺は揉もめている換金窓口を目指して駆け出した。

「なあ。ちょっとその魔力石を見せてくれないか？」

「あん？　何だよオマエ」

　いきなり走り寄ってきた俺にクレーマーが怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

　強い魔物の魔力石。今の俺にとってこれ以上に心こころ惹ひかれる言葉はない。

　遠くの方から「あ……あれっ？　アキラさん!?」と困ったような声が聞こえたが無視だ。俺は相手の警戒心を解くために精一杯誠実な表情を浮かべた。

「怪しい者じゃない。ちょっとその魔力石を見せてもらいたいだけだ」

「うるせぇな、俺ぁいま受付のねーちゃんと話してんだ。失うせろ失せろ」

「俺だってお前なんかに用はない！　魔力石を見せろと言ってるんだ！」

「何いきなりキレてんだ!?　ちょっ……摑つかみかかってくんじゃねぇ！」

　俺は半ば強引に魔力石を奪い、即座に【妖析眼】を発動した。

　大丈夫。確認さえすればすぐに返す。ただ、これがもし強い魔物の魔力石なら武力による交渉なり力尽くの相談なりでどうにか譲ってもらえるよう頼もうと思っているだけだ。

　さて、この魔力石の中身は──




『レッドキャタピラー／霊術【粘ねん糸し口こう】

　効力……粘性の糸を吐き出す』




　なんかこれ見たことあるぞ。

「ゴミじゃないか」

　言った瞬間にクレーマー冒険者が血相を変えてにらんできた。

「ふざけんな！　これは『岩山』のワイバーンから出た魔力石だぞ！」

「どこがだよ……お前これ、芋虫って……お前……」

　無駄に期待させられたぶん失意も大きい。こんなに落胆させられたのは数時間ぶりだ。

「こんのっ……訂正しろ！」

「ん？」

【妖析眼】を発動したままだった俺の視界が、クレーマーから霊術の気配を感じ取った。

　ひょいと避よけると、飛んできたのは紫色の水の塊。それはあらぬ方向にすっ飛んでいき。

　──ドジュウッ、と着弾したギルドの床を溶かした。

『うおっ、何だ！』

　近くにいたらしい冒険者が慌てて飛びのいている。

　何だあの術？　酸？

「なっ……俺の【毒】魔法をかわしやがった!?」

　正解は毒だった。人様になんてもん向けやがる。

　俺は無言で肉薄し、【霊力装甲】で腕力を強化してから詐欺クレーマー毒男の腹を殴りつけた。「げうっ」一発では気絶しなかったので同じことを三回繰り返す。「ごふっ、ちょっ、待っ……」するとあれほどうるさかったクレーマーも驚くほど静かになった。

　俺はフンと鼻を鳴らして【毒】使いの男を放り捨てる。

「まったく、マナーのなってないやつは困るな」

「アキラさん！　何してるんですか!?」

　列の奥からリーシェが走り寄ってきた。

「もう揉め事は起こさないって言ってくれたじゃないですか！」

「？　何の話だ？」

「噓ですよね!?　さっきの話ですよ!?」

　いやいや。今回に限っては別に俺は悪くないはずだ。クレーマーを退治した正義の好漢的な印象をきっと周りも持ってくれていることだろう。




『おい、この【毒】使い白目剝むいてんぞ!?』

『いくらうるさかったからってやり過ぎだろ……』

『はやく医務室に運べ！』




　まあ、期待を裏切られたことで力が入ったことは否定できない。

「──冒険者様、違います。その方はあたしを助けてくれたんです」

　と、不意に。

　さっきまでクレーマーに絡まれていた受付嬢が、リーシェに対してそんなことを言った。

　若い。年は俺と同じか、少し上くらいだろうか。髪は強い赤色。

　顔立ちは整っており、大きな瞳ひとみが彼女の愛あい嬌きように拍車をかけている。

「ですよね？　マレビト様」

「あ、ああ」

　赤髪の受付嬢は確認するように俺を見てくる。

　被害者がこうではリーシェも引き下がらざるを得ない。

「むー……そうですが……そうですね。何だかすみません」

「いえいえ」

　にこりと花のように笑う受付嬢。

　そんなやり取りを最後に、俺たちはその場を離れた。「さあもう一度並びますよ」と律儀にもほどがあるリーシェに手を引かれながら。

「………」

　去り際、赤髪の受付嬢がじいっと俺の背中を見ていた気がした。
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「……すごい額ですよこれ……！」

　並びなおし、換金を終え、受け取った金額にリーシェが啞あ然ぜんとしている。

「どのくらいすごいんだ？」

「わたしの普段の稼ぎの百倍くらいです」

「…………これ半分はお前のだからな。気にせず使えよ」

「……なんだか同情されてしまっている気がします……」

　こいつ普段はそんなに収入が少ないのか。聞いてるこっちが悲しくなる。

　ギルドのロビー内でそんなことを話していると、近づいてくる人影があった。

「マレビト様、冒険者様。少しお時間よろしいですか？」

「ん？」

　声の主はさっきクレーマーに絡まれていた赤髪の受付嬢。

　あのときは座っていたため気付かなかったが、リーシェよりいくらか背が高かった。百六十五センチくらいだろうか。すらりとした体つきに加えて美人でもある。

　その容姿のせいだろうが、彼女が近寄ってきただけで一気にギルド内の注目が集まった気がした。

「わたしたちに何かご用でしょうか？」

　リーシェが尋ねると、受付嬢は人懐こく笑った。

「先ほどは助けていただきありがとうございました。しつこく絡まれて困っていたんです」

「気にするな。人として当然のことをしたまでだ」

「………………」

　リーシェがひどく微妙な顔をしているが俺は気にしない。

「で、用はそれだけか？　俺たち忙しいんだが」

「いえ。実はひとつご提案がありまして」

　さっさと話を切り上げようとする俺に受付嬢は首を横に振った。

「実はあたし、昨日マレビト様とリブさんが模擬戦をするのを見ていたんです。……驚きました。リブさんは元冒険者で戦い慣れもしているのに、マレビト様はあんなにあっさり勝ってしまって」

「……ああ、まあ」

「しかもさっきの一件！　至近距離からの魔法をあんなにあっさりかわすなんてそうそうできません。それに、紋章がないのに冒険者等級がＣのひとがいるってギルド内で噂になってますよ！　おまけに魔力石を見ただけで魔物を当てられるなんてっ！」

「アキラさん、魔力石から魔物がわかるんですか？」

「まあな。昨日言わなかったか？」

「聞いてないです。……アキラさんって本当に何でもできるんですね」

　式神使いなら誰でもできるけどな、これ。

　そんなことをリーシェと話していると、赤髪の受付嬢はさらに言葉を続けた。

「で、そんなマレビト様は強い魔物をお探しだとか」

「──何か情報があるのか!?」

　今度は俺が詰め寄る番だった。受付嬢は一瞬ぽかんと口を開けたが、すぐに笑みを戻す。

「興味を持っていただけて嬉うれしいです。でもその話をする前に……マレビト様、よかったらあたしを担当受付になさいませんか？」

「……担当受付？」

「アキラさん。ギルドでは、特に有望な冒険者には専属アドバイザーをつけることがあるんです。個別で相談できたり、他の冒険者より優先的に情報を教えてもらえたりするんですよ」

　俺が尋ね返すとリーシェが横から補足してくれた。それを聞いていた受付嬢も頷うなずく。

「はい。それです。あたしを担当にしてくだされば、マレビト様に魔物の情報をたくさん教えてさしあげます。これでもあたし情報通ですから」

　魔物の情報をたくさん。

　俺は発作的に受付嬢の手を取りかけて──ふと思いとどまる。

「何でわざわざ仕事を増やすような真似をするんだ？　そっちにメリットがないだろ」

　俺が尋ねると、受付嬢は首を横に振った。

「いえ。担当になった冒険者様に魔力石をたくさん持ってきていただけたら、ギルド内では担当職員の評価にもつながるんです。昇給したりもしますし」

「ああ、そういうことか。なるほどな」

「それと、もう一つはですね」

　受付嬢はわざとらしく片目を閉じて、

「さっき助けていただいたお礼に、何かマレビト様のお役に立ちたかったんです」

　……なんという殊勝な。

　まあ、魔物の情報を教えてくれるというのに断る理由もない。

「わかった。じゃあ、よろしく頼む」

「はい。あ、今日中に情報をまとめておきますから、明日の朝聞きに来ていただけますか？」

「わかった」

　俺は頷き、最後に尋ねた。

「あんたの名前は？」

　赤髪の受付嬢は人懐っこい笑みを浮かべた。

「クランといいます。マレビト様」
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　ギルドを出た俺たちは、昨日と同じく屋台で食料を買い込んでから宿に戻った。

　宿の入り口で俺はふと口を開く。

「あ、そうだリーシェ。俺のぶんの部屋取ってくれ。金は出すから」

「え？」

「いつまでもお前の部屋に居座るわけにはいかないだろ」

　俺がそう言うと、リーシェは意外そうに目を見開いた。

「……アキラさん、紳士なんですね」

「お前の部屋めちゃくちゃ狭いからな」

「あ、そっちですか」

　座って寝るのは体が痛くなる。二日続けては遠慮したいところだ。

　というわけで手続きはリーシェに任せ、俺は昨日泊まったリーシェの部屋の向かいを確保した。鍵かぎを受け取り、ひとまず先にリーシェの部屋へ。明日の打ち合わせをするためだ。

　その途中、リーシェはこんなことを言った。

「そういえば、よかったですね。アキラさん」

「何がだ？」

「担当受付の職員さんがついたことです。これでアキラさんのシキガミ探しもきっとうまくいきますよ」

　まるで我がことのように喜んでくれる相方。なんていいやつなんだろう。

「それに、あのクランさんのほうから担当になってくれるなんて。やっぱりアキラさんはすごいです」

　ん？

「どういうことだ？」

　俺が尋ねるとリーシェはこう応じた。

「ほら、クランさんって美人じゃないですか。だから冒険者さんのほうから担当になってほしい、って頼まれることが多いんですけど、すごく優秀なひとしか担当してくれないんです」

「………………あっそ」

「すごくどうでもよさそうですね……」

　確かにあの受付嬢は美人だったが、だから何だという話だ。

　俺が求めているのは式神にする価値のある魔物の情報だけである。それさえ提供してくれるなら相手がブサイクだろうとリブさんだろうと構わない。

「でも、情報通っていうのは本当らしいですよ」

「そうか。ならいい。あ、明日あしたは街を出る前にギルドに寄るが構わないか？」

「はい。クランさんからお話を聞かなきゃいけませんしね」

　クランはギルドでのやり取りの中で、明日までに魔物の情報をまとめておくと言っていた。今から明日が楽しみだ。

　そこまで話して打ち合わせは終了。

　俺は座っていたベッドから立ち上がる。

「じゃあ、おやすみ。また明日」

「はい。何か聞きたいことがあったら遠慮なく来てくださいね」

「ああ」

　という挨あい拶さつを最後に俺はリーシェの部屋を出た。

　そのまま向かいの部屋に入っていく。

　内装はリーシェの部屋とまったく同じ。置かれているのは簡素なベッドと机だけ。やや埃ほこりっぽく感じるのは掃除が適当だからだろう。

　壁際のスイッチを押す。

　すると明かりがついて薄暗い室内を照らした。

　……ずっと気になってるんだが、この電気スイッチみたいなのは一体何なんだろう。街並みとかはまったく現代的ではないのにこの世界は妙に便利だ。忘れてなかったら明日リーシェに聞いてみよう。

「あ」

　忘れるといえば。

　俺はふと視線を下げ、右手首の数珠じゆずを見やった。

（……しばらくほったらかしだったな）

　せっかく時間もあることだし、久しぶりにやっておくのも悪くない。

　埃っぽいベッドに腰かけ──呟つぶやく。

「式神顕現『ライカ』」




　次の瞬間、俺はものすごい重量に押しつぶされた。




「あっ、アキラさん！　どうしたんですか!?　すごい音がしたんです……が……」

　慌てたような顔で俺の部屋に入ってきたリーシェは、内部の状況を見て啞あ然ぜんとしていた。

　宙に埃が舞い、俺はベッドに押し倒され。

『────♪』

　そして俺に覆いかぶさるようにしてひたすら顔を舐なめてくる大型の獣がそこにいる。

「まっ……魔物!?」

「あー、違う違う」

　ぎょっとしたように飛びのくリーシェに、俺は顔を舐められながら応じる。

「こいつは俺の式神だよ。名前はライカっていって……まあ、危険じゃないから大丈夫だ」
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　式神契約というのは、より具体的に言えば妖よう怪かいに対する『封印術』である。

　戦って妖怪を弱らせ、霊術によって縛り上げたうえで式神専用の亜空間に閉じ込める。妖怪に絡みついた封印は術者につながっており、それを介して妖怪から力を強制的に譲渡させる。ここまでがワンセット。

　要するに、縛り上げた妖怪から霊力を奪っているわけだ。

　これでも問題なく霊術を使うことはできるが、欠点として威力が低い。

　理由は単純で、式神のほうが術者に力を渡すまいと抵抗するからだ。封印術の性能だけで徴収できる霊力には限りがある。この状態では式神使いは本領を発揮できない。




　よって式神使いたちは──全力で自らの好感度を上げにかかる。




　戦闘好きの式神とスパーリングしたり。

　怨おん念ねんによって生まれた妖怪が素体になっている場合は愚痴を聞いたり。

　あるいはひたすら甘やかしたり。

　そうやって式神に好かれれば、式神は自ら力を貸してくれるようになる。そこまで届いてようやくゴール。式神本来の力を引き出すことができる。

　このあたりが式神使いの面倒なところだ。

　式神には自我がある。力を貸してくれるかは好感度次第。単なる道具とは違う。

　そしてここで重宝するのが、式神を手元に実体化させる霊術──『式神顕現』なのだった。







「……なるほど。その子はアキラさんのお友達だということですね」

「微妙に違うが、まあそんなところだ」

　うんうん頷うなずくリーシェに俺はいちおうの肯定を返した。

　俺はベッドに座り、その真横には灰色の塊が鎮座している。

　シルエット的にはイタチが近いだろう。毛皮が灰色だったり鼻先が白かったりするが、まあおおむねイタチだ。胴がすらりと長く尻尾しつぽはふさふさしている。

　一般的なイタチと違うのは、まずサイズが豹ひようと見まごう巨体であること。

　ついでに何秒かおきに体の周囲を火花が散っていることだ。

『雷らい獣じゆう』ライカ。俺が契約している唯一の式神である。

　今はベッドのわきに寝そべり、俺に頭を撫なでろと催促している。

「さっきの音はこの子がアキラさんに抱き着いた音だった……っていうことでしょうか。ふふ、好かれているんですね」

「こいつが人懐っこいだけだよ」

　ライカの場合、手て懐なずけるまでの手間は最初からほぼなかった。俺と相性がよかったらしい。とはいえずっと構わずにいると拗すねるので、こうして週に一度くらいはスキンシップを取るようにしている。

　リーシェはしばらくライカを凝視し、ぽつりと言った。

「アキラさん。わたしもその子触っていいですか」

「……どうぞ」

「じゃあ遠慮なくっ」

　と言って、リーシェはライカの毛皮を撫でまわし始める。ライカはくるると喉のどを鳴らして喜んでいるようだった。リーシェもそれを感じ取ってか頰を緩ませる。

　式神は妖怪と同じで、本来なら霊感のある人間にしか知覚できない。

　だが、どうやらこの世界では普通の動物と同じく誰にでも見え、さらに触れることまでできるようだ。さすがは誰もが魔法を使える世界というか。

　しばらくライカの毛並みを堪たん能のうしたリーシェは、幸せそうな顔で立ち上がった。

「アキラさん」

「何だ？」

「この子と一緒に寝たいんですが、一晩だけ預からせていただけませんか？」

「却下」

　こいつは実体化させているだけで俺の霊力を消費し続けているのだ。一晩中出しておくなんて霊力の無駄すぎる。

「………………わかりました。じゃあ、わたしはもう行きます。何でもなかったみたいでよかったです」

　リーシェは心底残念そうな顔をしてから小さく一礼してきた。

「おやすみなさい、アキラさん。明日も頑張りましょうね」

「ああ、おやすみ」

　そんなやり取りをして、リーシェは部屋を出て行った。







　真夜中。

（……おやすみなさい、ね）

　俺はライカにもたれかかりながら、小さく鼻を鳴らした。

　冒険者ギルドからもらった魔物の資料を眺める作業に没頭し、そうこうしているうちにかなり遅い時間になっていた。普通なら寝ているような深夜だ。

　そんな時間にもかかわらずさっき廊下の向こうから扉を開けるような音が聞こえ、廊下を歩く音、階段を降りる音が続き、最終的には窓の外に人影が見えた。

　窓から見下ろすと水色の髪をした少女が視認できる。

　リーシェだ。

　俺に『おやすみなさい』と言って部屋に戻ったはずの少女が、なぜか宿を抜け出している。

　リーシェは俺が見ていることなど気付かず、小走りでどこかに向かっていった。

　昨日もそうだった。

　あいつは俺には何も言わず遅い時間にどこかに出かけた。

（……何をしているのやら）

　一瞬追いかけようかと思わないでもなかったが──まあ、パーティメンバーとはいえ他人は他人である。無む暗やみに介入することもないだろう。

　俺はあくびを嚙かみ殺してから、魔物の資料を読み漁あさる作業に戻った。
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「おはようございます、マレビト様。……あの、お連れ様がずいぶん眠そうですが……」

「気にするな。あいつは朝が弱いんだ」

　翌朝、冒険者ギルド。

　赤髪の受付嬢──クランの質問に、俺は投げやりな調子で応じた。

　クランの言う通り、俺の連れであるリーシェは眠そうに立ったまま頭を揺らしている。

　昨日と同じく、あいつは今日も普通に寝坊しかけたので扉を壊す勢いで叩たたいて起こす羽目になった。おかげで少し出発が遅れた。

　これでリーシェの寝坊は二日連続。いちいち起こすのも面倒だし、そろそろ何か対策を取る必要があるだろう。理由が例の夜間外出ならそれについて聞くことも含めて。

　まあそれは後だ。

　今はクランがまとめてくれたという魔物の情報を聞かねば。

「さっそくですが、魔物の情報をリストアップしておきました。中でも気になるのは『東の森』の奥地に出たという強力な魔物ですね」

「ほう」

「なんでも相当に強い魔物らしいですよ。そりゃもうでたらめな強さで、その場の冒険者様たちが十人がかりでも歯が立たなかったって」

「ほう！」

　俺は少し感動した。昨日の今日でそんな情報を摑つかんでくるとは、この受付嬢が情報通というのは本当らしいな。

「具体的にどんな魔物なんだ？」

　俺が聞くと、クランは少し視線を泳がせて……

「……すみません。そこまではわかりません」

「わからない？　戦った冒険者が十人もいるんじゃないのか？」

「えっと……あー……あれです。冒険者様たちはそれはもうすごい怯おびえようで、当時のことが思い出せないそうなんです」

「思い出せない？　一人もか？」

「はい。一人もです」

　不自然なほどに力強く頷いてくるクランの言い分に、俺は──

「なるほど。トラウマになったわけだな。そんなに強い魔物なのか……！」

　深く納得した。最高じゃないか。願ってもない話だぞ。

「…………わあー」

　なぜかクランがぽかんと口を開けている。その表情の意味はわからなかったが、今の俺には気にもならない。

「情報感謝する。じゃあまたあとで」

「……あ、お待ちください。厚かましいことだとは思うんですが、『東の森』に行くなら、ついでに『月げつ涙るい草そう』も摘んできていただけませんか？　本当についででいいんですが」

「お安い御用だ。見つければ採ってこよう」

　たった一日で俺のほしい情報を摑んだ恩人の頼みとあらば断れない。

　何せ今日は念願の新戦力が入手できるかもしれないのだ。草くらいいくらでも持ってきてやろうじゃないか。クランが見せてきた月涙草の絵を即座に頭に叩き込む。

「よし、行くぞリーシェ！　『東の森』だ！　急ぐぞ！」

「……ふぁい」

　いまだに眠気の抜けない相方を引っ張り、意気揚々と冒険者ギルドを出て行く。




「……ちょろいなーマレビト様」




　背後で何かつぶやきが聞こえた気がしたが、俺は気にも留めなかった。
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　半日後。

「いませんでしたね……」

「ああ。いくつか魔物は倒したが、雑ざ魚こばかりだったな……」

「いえ雑魚では……アキラさんと一緒にいると感覚がおかしくなりそうです」

　などと話しつつ、やや重い足取りで俺とリーシェは街まで帰還した。

　収穫は相変わらず式神にする価値のない魔物ばかり。これでは昨日と変わらない。

「マレビト様ー！」

　冒険者ギルドに行くと、受付窓口から赤髪の受付嬢がぱたぱたと手を振っている。ただでさえ目立つ美人がそんな仕草をするものだから余計に注目が集まっていた。とはいえクラン本人はまったく気にした様子がない。

「おかえりなさいませ！　どうでしたか？」

「教えてもらった地点まで行ったが、強い魔物はいなかったな」

「そうですか。それは残念でしたね……」

「代わりに、頼まれてた月涙草は見つけた。ほら」

「！　ありがとうございます！」

　俺が採集した月涙草入りの麻袋を渡すと、クランは喜びながらそれを受け取った。

　まあ、情報にあった魔物は見つからなかったが、焦ることはない。

　いるのはわかっているんだからじっくり探していけば──

「本当にありがとうございます！　ところで、ここで重要なお知らせがあります！」

「重要なお知らせ？」

「なんとこれでわたくしクランはですね」

「ああ」

　赤髪の受付嬢はそれはもう屈託のない笑みを浮かべて。

「──今月の依頼ノルマを達成しました！」

　ん？

「いやあ助かりました！　職員って一人ずつ依頼消化のノルマがあるんですが、月涙草の数が足りなくて困ってたんですよ」

　おい、まさか。

　探しに行った魔物はいなかった。

　よくよく思い出せば、朝こいつはその魔物についての詳しい情報は何も言っていなかった気がする。加えて今の『ノルマ』発言。これらをつなぎ合わせると。

「…………騙だましやがったのか？」

　俺が尋ねると、クランは見るものすべてを魅了するような笑みを浮かべた。

「いやですわマレビト様。ちょっとお使い頼んだだけじゃないですか。それにあのエリアには強い魔物が集まるってデータもありますし、運が良ければ本当にすごい魔物が出たりするかもいたたたたたたたたたたたた！　ちょっ、待っ、力つよっ!?　頭摑まないでぇ！」

「リーシェ。このあたりで人の来ない地下室はないか？　金かな槌づちと五ご寸すん釘くぎがレンタルできるような場所だとなおいいんだが」

「そんなところで何するつもりなんですか……？」

　クランの頭を鷲わし摑づかみにする俺にリーシェはドン引きした目を向けていた。

　まったく、よくも俺の貴重な時間と労力を無駄遣いさせてくれたなこの受付嬢は。何が情報通だ。よりによって魔物の噂で俺を釣るとは許しがたい。

　俺はクランのこめかみを鷲摑みにしたまま、

「おい、今から俺は別の担当職員を探すからお前は二度と話しかけてくるなよ。換金もそっちでやる。あと月涙草も返せ。この似え非せ情報通が」

「[image: あ゛]っ、待った待った！　あんまり簡単に騙されてくれたからつい出来心で──じゃなくてじゃああれ、保管庫！　魔力石の保管庫見せるから！　そこにきみが欲しい魔力石があったら譲ってもらえるように上司に掛け合いますからそれはストップ！」

　魔力石の。

　……保管庫？

「おい、その話もっと詳しく教えろ」
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　この世界のエネルギー源として主に使われるのは、魔ま油ゆという液体。

　照明や点火装置、保冷庫などなどその用途は多岐にわたる。この世界になくてはならないものであり、これは魔物を退治することで手に入る魔力石を原料にしているそうだ。

「もともと冒険者というのは、魔油の供給のために魔物を倒しているんです。ギルドはそれを支援する目的で設立されたものでして」

「知らなかったな。というか、魔力石がどうやったら油になるんだ？」

「しばらく高温の炎に放り込んでおくと溶けて液体になります。まあ油っていっても本物じゃないから燃えてしまうこともなく……というか、これってかなり常識なんですが。マレビト様は本当にこっちの世界のことを知らないのですね」

　場所は冒険者ギルドの地下。

　俺は噓つき受付嬢のクランに案内されて、そこにある魔力石の保管庫にやってきていた。

　クランによると、ギルドは魔力石を冒険者から買い取ったあと業者に売り払っているらしい。業者は毎日取りに来るが、それでも昨日の魔力石はまだ保管されているとのこと。

　そして俺を騙した詫わびに、金さえ払えば気に入ったものを持って行っていいと言われた。

　正直俺を利用したのは腹に据えかねるが、結果としてはうまく転んだと言えなくもない。

「──好きに見て回っていいのか？」

「ど、どうぞ」

　地下倉庫には確かにかなりの数の魔力石が保管されていた。俺は【妖よう析せき眼がん】を発動し、クランが引くほどの勢いで棚に並ぶ魔力石を物色し始める。

　だがやはりというかなんというか、さほど強いものは見つからない。

　いや、諦あきらめるな。一つでも使えるものがあればいいんだ。

　俺はある程度の霊力をもつ魔力石を選別し、今度は一つ一つ契約と破棄を繰り返して性能を確かめていく。

　夢中で確認作業をしていると、背後のクランが声をかけてくる。

「……二人きりですね」

「ん？　ああ」

　今更だが、リーシェはギルドのロビーで待っている。

「強い魔物を見かけなかったか聞き込みをしてみます」と、俺のために情報収集を買って出てくれたのだ。あそこまでお人ひと好よしな人間はいまだかつて見たことがない。

　そんなことを考えながら魔力石を漁あさっていると。

「ねえ、マレビト様。……ううん、アキラ君」

「あん？」

　背中にゆるやかな重みが加わった。ふわりと花のような香りが鼻孔をくすぐる。

　クランが抱き着いてきたのだ、と俺は直感的に理解した。

　やわらかい感覚が背中に伝わってくる。

「今日はごめんなさい。ちょっと悪戯いたずらがしたくなっちゃったの。悪気はなかった──なんて言っても信じてもらえないかな」

　囁ささやくような、妖よう艶えんな声。

「でもこれだけはわかって。あたし、きみがうちのギルドに来たときからずっときみのことを目で追ってたんだよ？　だからきみの担当になれたときは本当に嬉うれしくて」

「…………」

「だからきみの気を引きたくてつい噓を」

「…………」

「吐いちゃっただけで──ちゃんと聞いてよ！　なんかあたし馬鹿みたいじゃん！」

　唐突に芝居をやめたクランが喚わめきだした。何だこいつ……。

　俺はやむなく作業を中断して振り向いた。

「あのな、邪魔だから抱き着くな。それとちゃんと敬語で喋しやべれ。仕事中だろ」

「全然なびいてないし！　一回あたしの顔をちゃんと見て！」

「ああ？」

　ずいっ、とクランが顔を近づけてきたので言われた通りに見返してやる。

　大きな瞳ひとみは長い睫まつ毛げに縁どられ、鼻筋はすっと通っている。肌は白く、くるくる動く表情は愛あい嬌きようがある。初見でも思ったが相当な美人だ。

「可愛いでしょ？」

「そうだな」

　顔はな。

「だったらあたしに迫られたらもうちょっと反応のしようがあると思うんだよね。他の冒険者みたいに鼻の下伸ばしたり、食事に誘ってきたり、あたしが『お願いします♡』って言ったらなんでもお願い聞いてくれたり」

「ってことはさっき俺に抱き着いてきたのも……」

「ちょっとサービスしとけば担当外すとか言わなくなるかなって」

「なるほど。クズだな」

　ここまで自分の欲望に素直なやつは見たことがない。

「なのにこんなに無反応だなんて……おかしいなあ……」

　クランは不ふ貞て腐くされたような顔になってぶつぶつと呟つぶやき始めた。すでに最初に感じた『すらっとした体形の美女』という印象は砕け散っている。

　俯うつむいていたクランはちらりと俺を見上げ、

「……ロリコン……いや、熟女好き……？」

「おい、お前いま聞き捨てならない評価を下さなかったか」

　言いがかりも甚だしい。

　俺はクランを無視して作業を再開した。
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　結局使えそうな魔力石は見つからなかった。

　ここまでくると例の水竜のほうがおかしいんじゃないかと思えてくる。あいつだけ強すぎるだろ。どうなってんだ。

　溜ため息を吐きながらロビーに続く階段を上る俺に、クランが往生際悪く話しかけてくる。

「でもさ、あたしが情報通ってのは本当だよ？」

「まだ言うか。信用できるわけないだろ」

「……『東の森』のバグベアー。『湿地』のボルトスラッグ。『岩山』のロックドレイク」

　俺はぴたりと足を止め、クランのほうを見た。クランはどこか決まり悪げに、

「これでもいちおう、昨日調べといたんだよ。でもやっぱり紋章二つクラスがせいぜいだったから言わなかっただけ。もともとアキラが望む強さの魔物の情報なんてギルドに入ってないんだよ」

「でたらめじゃないだろうな？」

「今更噓言わないって」

　何でもないことのように言うクラン。確かに噓を吐いているようには見えない。

　というか、何でこいつは当然のようにタメ口にシフトしているんだ。

「断言するけど、あたし以上に魔物の情報に詳しい受付嬢はいないよ」

「……どうして言い切れる？」

「そりゃまあ、あたしってモテますので」

　はい出た。

「あたしが窓口に入るタイミングを見計らって冒険者がたくさん来るんだよ。で、そこであたしは世間話するだけで自然と情報が集まるわけ。道理でしょ？」

「お前……いや、もういい。だいたい何で俺にこだわるんだよ。またノルマってやつか？」

「まあね。アキラみたいな強い人が担当冒険者になってくれたら、あたしは簡単にノルマを達成できて──そして何と、その月の残りはお休みになるのです」

　どうしてこんな人間がまだ職場をクビになっていないのだろう。

「お前、それでよく冒険者たちから見放されないな」

「こんなこと他の人には言わないからね。アキラが特別なんだよ」

　クランは悲しげに目を伏せて──

「──だって、アキラっておばさんにしか興味ないんでしょ？」

「どうしてそんな話になっているんだろうな」

「え？　じゃあ小さい女の子のほう？」

「ぶっ殺すぞ」

　俺は女より優先順位の高い目標があるだけだ。

「だから別のメリットを提示するよ。あたしは強い魔物の情報を聞き次第、アキラに今度こそ流す。アキラはあたしに魔力石を持ってくる。どう？」

　俺は冷静に考えてみた。

　こいつが冒険者から人気があるのは理解できる。美人なのは間違いないし、こいつと話しているときは周囲の視線が集まっているのがわかるのだ。

　情報通である、という部分には疑問が残るが……

「まあ、次噓吐いたらシメればいいか」

「ねえアキラ。仮にも女の子相手にその扱いはどうかと思うな」

「俺もお前のことは特別だと思っているからな」

「えーほんと？　やったー、両想いだねっ」

　こんな殺伐とした両想いはいらない。

　などと言葉のドッジボールをしながら俺とクランはロビーに戻り──




「まだこの街に残っていたのか。我が母校の恥さらしめ」

　リーシェが見覚えのある灰髪の冒険者に絡まれているのを目撃した。
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　この世界に来た初日、俺は冒険者になるにあたって模擬戦を行った。

　それを見た冒険者たちが俺のスカウトに殺到してきたわけだが、その中でひときわ強い印象を残した人間がいた。

　灰色の髪を長く伸ばし、二本の木剣を差した美男子だ。名前は確か──バラック、とかいったか。

「あれ？　あそこで絡まれてるのってアキラの相方じゃない？」

「そうだな。ちょっと行ってくる」

　そう言ってクランのそばを離れ、リーシェたちのいる方向へと歩いていく。

　リーシェに絡んでいるのはバラックと、それに付き従うかのような二人の男だった。

（……ん？）

　そのうちの片方に俺は見覚えがある気がしたが、それを思い出す前にリーシェが俺に気付いた。

「アキラさん……」

「すまん、待たせた。で、これどういう状況だ？　ナンパか？」

　俺の言葉に灰髪の美男子は実に不愉快そうな顔をした。

「撤回してもらおう。この私がそれに言い寄ったなどと……言いがかりも甚だしい」

「じゃあ何だよ。男三人でうちの相方に何か用か」

「ただの警告さ。私が口で言っているうちにこの街から出ていけ、と」

「あん？」

　バラックはじろりと俺の背後にいるリーシェを見やった。リーシェは何も言わなかったが、小さく俺の服を摑つかんだ。怯おびえるように。

「それがいると、私の評判に傷がつきかねないのでね」

「……？　何でこいつがいるとお前の評判に傷がつくんだ？」

「それに聞きたまえ。どうせまだマレビト君には話していないのだろう？　自分がどんなに惨めな人間か」

　びくり、とリーシェが肩を震わせたのがわかった。

　何だかよくわからん。というかこの二人は知り合いだったのか。

　俺はどうこの場を収めるか考えようとして──ふと、バラックの背後にいる一人に目が留まる。あいつ確か……

「なあ、バラックよ」

「呼び捨てにしないでもらいたいものだ。……何かね」

「さっき自分の評判がどうとか言ってたが、お前の連れにも言ったほうがいいんじゃないか？　そいつ、昨日ギルドの換金窓口でゴネてたぞ」

「──ッ」

　俺が言うと、バラックの背後にいた冒険者の片方がぎくっと口元を引きつらせた。

　そこにいたのは昨日クランを困らせていた【毒】使いのクレーマー男である。

　一緒にいるところを見るとバラックの連れらしいが、評判云うん々ぬんを気にするならリーシェよりそいつをどうにかしたほうがいいと思う。

「……それは本当か？」

　バラックが抑揚のない声でクレーマー男に尋ねる。クレーマーはしばらく「あー」とか「うー」とか言っていたが、やがて言い訳を始めた。

「ち、違うんですよバラックさん。俺は確かに窓口で大声出しちまいましたが、それは受付嬢が変な言いがかりつけてきたせいで──」

　瞬間。

「が」

　短い音を立ててクレーマー男が殴り飛ばされた。後には木剣を振り抜いた体勢のバラックが残る。ドガッゴッガッ！　と壮絶な音を立てクレーマー男は数度バウンドし、反対側のギルドの壁に激突した。騒然とするギルド内。

　一方、俺は思わず口笛を吹いてしまった。

　──目で追えなかった。

　バラックの抜剣、横よこ薙なぎの一いつ閃せんは凄すさまじいスピードで行われた。おそらく何らかの術を使ったのだろうが、俺の【霊力装甲】でもあそこまでの動きは覚おぼ束つかない。

　強いな、こいつ。

　バラックは木剣を腰に戻しつつ、

「私の評判に泥を塗るつもりか。……希少な【毒】の紋章を持っていなければパーティから追い出しているものを」

　ぼそりとそんなことを呟つぶやく。それから俺の後ろにいるリーシェに視線を戻し、

「その女も同じだ」

【毒】使いに向けるものと同じか、あるいはそれ以上に冷ややかな声で。

「恥を知らない人間はこれだから質たちが悪い。大方そのマレビト君に取り入るのにも、顔と体を使ったのだろう？　稼ぎが足りないからと──実に浅ましい」

「ッ、わたしはそんなこと……！」

　そのあまりの言いようにリーシェが声を上げた。

　だが、すぐに途切れる。

「……ぁ」

　バラックの冷めた瞳ひとみに射すくめられ、リーシェは口を閉ざしてしまう。

　俯き、黙り込んだリーシェに対してバラックは興味を失ったようだった。踵きびすを返し、立ち去ろうとする。

　去り際、背中越しに話しかけてくる。

「マレビト君。それは確かに容姿に優れるが、それだけだ。他に何一つ長所を持ち合わせない愚鈍な女だ」

「……あん？」

「もう少しまともな仲間を見繕いたまえ」

　バラックはさながら貴族のように優雅な足取りでギルドを出て行った。

　その後ろ姿が遠ざかっていくのに合わせて。

「……」

　俺の服を摑むリーシェの力が、ほんの少しだけ強くなった。




　　　　[image: まーく]




　街はすでに夜を迎えている。

　酒場からは酔っ払いの笑い声が外まで響き、妙に露出の多い服装の女性が客引きをかけていたりとそれなりに賑にぎわしい。

　そんな目抜き通りを歩きながらも、リーシェはひたすら無言だった。

　ギルドを出てからずっとだ。バラックに絡まれたことがそんなに怖かったのだろうか。

　というか一体どんな関係なんだろう、こいつとバラックは。

　初日に少しだけ聞いたらリーシェは『仲が良くない』とは言っていたが、どうもそれだけでは済まないような気がする。

　というような俺の思考を読み取ったわけではないだろうが──

　不意に、リーシェが口を開いた。

「……わたし、バラックさんと同じ学院に通っていたんです」

「ん？」

「この街に来る前のことですが」

　リーシェがそんなことを言ったことに俺は少し意表を突かれた。こいつは今まで自分のことはあまり話さなかったし、また聞かれたくなさそうにしている節があったからだ。

　目を瞬かせる俺の方を見ることなく、リーシェは言葉を続ける。

「学生の頃から、バラックさんは飛びぬけて優秀でした。紋章を四つも持っていましたから。同世代の中では一番強くて……誰もあのひとの言うことに逆らえませんでした」

「……へえ」

　そう聞いたとき、俺の脳裏をよぎったのは俺がこの世界に来た初日のことだ。

　冒険者登録を終えた俺のことをたくさんの冒険者が勧誘してきた。バラックはその人垣に割って入り、上から目線で毒を吐いたにもかかわらずその場の冒険者たちは誰も強く反論できなかった。どうやらバラックは昔からそういう立ち位置だったらしい。

「わたしはその逆で、成績はずっと一番下でした。わたしのいた学院は少し特殊で、紋章一つの生徒なんて他にはいなかったんです。授業についていけないせいで、講師の方にもさじを投げられてしまって……」

「……」

「落ちこぼれ、だったんです」

　リーシェの声は陰いん鬱うつだった。言葉の抑揚が徐々に消えていき、騒がしい大通りから俺たちの周囲だけが切り離されているようにすら感じる。

「バラックさんにあんなふうに言われているのはそのせいです。バラックさんは冒険者として成り上がって、名声を得るために頑張っていますから。わたしと同じ学院の卒業生だと思われるのが困るそうです」

　名声。つまり、冒険者として華々しい成果を挙げ、人々から尊敬されるのがバラックの目的というわけだ。そんなバラックにとって『紋章一つの弱者リーシエと同じ学院に通っていた』という事実は汚点になると、リーシェはそう告げた。

「ですから、またああいうことがあるかもしれません。バラックさんに絡まれるのは初めてではないですし、それに……」

「何だ？」

「……わたしと一緒にいることで、アキラさんにも悪評が立ってしまうかもしれません。わたしが弱いのはこの街の冒険者ならほとんどのひとが知っています。わたしがアキラさんを、こう……なんといいますか……」

「……色目使ってたらしこんだと思われるかもって？」

「……………………は、はい」

　頰を赤くして小さく頷うなずくリーシェ。

　薄々気付いていたが、こいつはあまり自分の容姿に自覚がないのかもしれない。

　とはいえ言っていることはわかる。バラックが似たようなことを言っていたし、他のパーティから誘われていたにもかかわらず弱っちいリーシェと組んでいたら下世話な勘繰りを受けてもおかしくない。

　なるほど。わかりやすい話だ。

　だがどうでもいい。

「好きに言わせとけばいいと思うがな」

「え？」

「どんなふうに思われようと式神探しの邪魔さえされなければ構わないし、邪魔してくるやつがいるなら潰つぶすだけだ。何ら問題はない」

「……アキラさんってほんとうに揺らぎませんね」

　どこか疲れたようにリーシェは言う。

　俺の気のせいでなければ、その声には少しだけ羨うらやむような響きがあるように思えた。沈んだ表情と合わせて察するにやはり落ち込んでいるようだ。

「まあ、あれだ。あんまり気にするなよ。お前は確かに弱いかもしれんが、俺はきちんとメリットを感じてるぞ。色々教えてくれたりとか、会ったばかりなのに部屋に泊めてくれたりとか。お前はいいやつじゃないか」

　だからバラックからの難癖なんて気にするな。

　俺はそう言ったわけだが、リーシェはゆっくりと首を横に振った。

「いいえ。わたしはいいやつなんかじゃありません」

　顔に自じ嘲ちようの笑みを張り付けて。




「わたし、噓つきですから」




　その言葉の意味が、俺にはまだわからなかった。
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　その日の夜。

　日付も変わろうかという時間帯。街からは人の気配が消え、静寂とひんやりした空気が蔓まん延えんしている。一部の酒場を除いて街そのものが眠りについているかのようだ。

　そんな中、冒険者ギルドに併設された修練場──その魔法訓練スペースに、一人の少女の姿があった。

「【アクアシュート】！」

　手のひらに霊力を集め、水の砲弾を生成、的に向かって放つ。

　的はおよそ直径五十センチ程度。的までの距離は二十五メートル。決して無茶な条件設定ではないが、放たれた水の砲弾は的のはるか左にすっ飛んでいった。

　撃った本人はがくりと肩を落として溜ため息を吐く。

　しばらく落ち込んで、再びまったく同じ位置から同じ姿勢で的を狙う。

「【アクアシュート】っ！　……うー、また外れ……」

　かなりの命中精度の低さだった。見ている側が思わず呆あきれてしまうほど。

　その後も数回にわたって的当てに失敗し続ける少女に対して。

「下手くそ」

「ひゃあああああああああああああああっ！」

　俺が声をかけると、声をかけられたほう──リーシェが比ひ喩ゆ抜きに飛び上がった。

「あああああアキラさんっ!?　えっ、ええっ!?　何でここに!?　宿にいるはずじゃあ……」

　本気で驚いている様子のリーシェに、俺は答える。

「悪いな。お前が宿から出ていくのが見えたから、後を尾つけさせてもらった」

　──というのも。

　今日の夕方、バラックに絡まれて意気消沈する相方を見た俺はある想像をしたのだ。

　リーシェはバラックに疎まれていて、しかも力関係は完全にバラックが上。

　加えて毎晩のように繰り返されるリーシェの謎の夜間外出。

　これらを重ね合わせて考えた結果、俺の頭に浮かんだのは、『リーシェがバラックに夜な夜な呼び出されて悪質な嫌がらせを受けているのではないか』というものだった。

　リーシェが自分からは夜間外出について触れないのも、その憶測に拍車をかけた。

　いらん世話だと自覚しつつも俺は例によって夜中に抜け出したリーシェを尾行し──そして、リーシェが冒険者ギルドに併設された修練場に入っていったあたりでその心配が杞き憂ゆうだったと気付いた。

　リーシェの向かった先にはバラックはいなかった。あったのは訓練用の的だけ。

　俺の考えすぎだったわけだ。

　ひとまず安心した俺はそのまま帰ろうと思ったのだが、あまりにリーシェの魔法がひどい出来だったので思わず物陰から出てきてしまった。

　以上が現状の説明である。

　どこか気まずい空気が流れる中、俺はリーシェに尋ねた。

「魔法の練習、してたんだな。昨日も一昨日おとといも」

「……はい」

「何でこんな時間にやってたんだ？」

「……こんな時間でもないと、修練場には他のひとがいますから。わたしが来ても、『弱いやつが場所を取るな』って追い出されちゃうんです」

　聞いているだけで空しくなるような理由だった。

　どう返すべきか考える俺に、リーシェはぽつりと聞いてくる。

「……わたしの魔法、『下手くそ』でしたか」

「ああ、うん。そうだな。ゴミ」

「ご、ゴミ……」

　何やらショックを受けているらしいリーシェ。

　俺は少し考え、右手に霊力を集中させた。

「制御が大雑把なんだよ。止まった的を外すとか論外だぞ」

　ばちっ、ばちっ、と翡ひ翠すい色いろの火花が舞って周囲を照らし始める。

　俺はリーシェの横に立って的を見据えた。

（……この感じ）

　その時、俺は不意に懐かしい感覚に襲われた。

　式神使いというのは式神という『他者』から借りた霊力を操らなきゃいけない性質上、霊力のコントロール技術が重視される。的当てはその訓練法の一つだった。

　昔はよく的に向かって霊術の練習をしたものだ。いやあ懐かしい。今となっては外すなんて考えられないが。

　バンッ、バシッ！　と弾はじけるような音を立てて俺の放った雷撃が前方の的を撃った。

「ぜ……全弾命中……!?」

　リーシェが目を見開いている。俺はその素直な反応に、むしろ空しくなる。

　戦闘では自分も動くし、相手も動く。止まっている的に当てられないようでは妖よう術じゆつ士しは務まらない。そしてそれは、魔物と戦う冒険者も同じだろう。

　ふと、気になった。

　リーシェの魔法の腕は言っては何だがかなりポンコツだ。性格も争いにはまったく向いていないように思える。

　それに加えて、魔法の訓練をしようにも深夜にしか修練場を使えないほど、他の冒険者からの風当たりも強いという。

　つまり──

「なあ、リーシェ」

「は、はい。何ですか？」

「なんでお前冒険者なんてやってるんだ？」

　それは当然の疑問といえた。

　リーシェは、うっ、と言葉に詰まり、視線をゆっくり下に落とした。

「あ、すまん。言いたくなければ別に……」

　俺は慌てて取り繕おうとしたが、リーシェは律儀にも答えた。

　ゆっくりと、息を吐くように。

「……わたしは、正直者になりたいんです」

「は？」

　その言葉の意味が、俺は理解できなかった。リーシェは言葉を続ける。

「わたしはどうしようもない怖がりです。バラックさんのような──自分よりずっと強いひとには逆らえません。怖くて、足がすくんで、動けなくなってしまうんです」

「……別に変なことじゃないと思うがな」

「そうですね。でも、それが許せないときだってあるんです」

　そう言うリーシェの瞳ひとみはどこか暗く淀よどんでいた。

「誰にだって、怒らなきゃいけないことってあると思うんです。たとえば……そうですね。すごく大切なひとを誰かに悪く言われたとして。それを言ったひとが自分よりずっと強いひとで、歯向かったらひどい目に遭わされてしまうとわかっていて」

「……」

「そういうときに、後先考えず自分の言いたいことを言えるようなひとになりたいんです。自分の気持ちに噓を吐かなくていいような、強いひとに」

「それが、お前の言う『正直者』か？」

「……はい」

　小さく頷くリーシェに、俺はふとギルドからの帰り道でのことを思い出していた。

　あのときリーシェは自分のことを『噓つき』と呼んだ。あれはこういう意味だったのか。

　どうしてリーシェがそれに固執するのかは知らない。

　だが、きっとこいつにとって重要なことなのだろう。

「だから冒険者になったのか」

「……はい。けんかに強くなりたいわけじゃないんです。ただ、自分に自信が欲しくて」

「魔物と戦って勝てるって？」

「いいえ。怖くても立ち向かえるっていう──そういう、自分への信頼です」

　そう告げるリーシェの瞳はどこか凝り固まったような意志の強さを宿していた。

「あー……」

　それを見て。

　ふっ、と俺は周囲の景色から遠ざかったような錯覚を得た。

　色いろ褪あせた映像。今俺が見ているのは過去の記憶だ。

　必死に訓練しても火か崎ざきには届かず、悔しさだけを原動力にがむしゃらに自らを鍛えた幼少期。火崎に負け通して、周囲に嘲笑されていた時期だ。そのときの俺はこんな顔をしていなかったか。

　過剰に頑固で、何かを愚直に追い求めるような。

　誰かに忠告されてもそれを無視してひたむきに目標だけを追うような。

　そう思ったとき、俺はほとんど無意識のまま口を開いていた。

「式神探しが優先だ」

「……え？」

「いつでもやれるわけじゃない。あと俺は口が悪い」

「……？　何の話ですか？」

「それでもよければ」

　首を傾げるリーシェに向かって、俺は。




「俺が、魔法の特訓見てやろうか」




「へっ？」

　リーシェは今日一番というくらい間の抜けた声を出した。

「……本当ですか？」

「ああ」

　こんなことで噓を吐いて俺に何の得があるというのか。

　俺が冗談を言っているわけではないと、リーシェはすぐに理解したようだった。

　まっすぐ俺の目を見返して、

「──よ、よろしくお願いします」

　そう言ってきた。
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　翌朝。

　いつものように魔物狩りに出かけるため、宿から出た俺はリーシェにこう告げた。

「さっそく今から訓練だ。覚悟はいいか？」

「え？　訓練って……今から魔物狩りに行くんじゃないんですか？」

「ああ。移動しながらやる」

　というのも、俺は式神探しが最優先なので冒険者としての活動は休めない。

　かといって夜中に訓練するのも翌日に悪影響が出るし、効率が悪い。事実リーシェは毎日のように朝寝坊をしていたわけだしな。

　そのあたりを考えると、移動中にやるのが一番いいわけだ。

　そこまで説明すると、リーシェはどこか緊張した顔で頷うなずいた。

「わ、わかりました。……訓練ってどんなことをするんですか？」

　俺は即答。

「魔法の制御訓練だ」







　霊術の修行を行う場合、目指すべきは『より霊術を強くする』『より上手く霊術を操る』の二軸だ。このうち術の制御は後者に当たる。

　なぜリーシェにそれを課すかというと、どうもこの世界において魔法の出力は、紋章の数によってあらかた決まってしまうらしいからだ。

　紋章の数が多いほど強い魔法が使える。

　で、リーシェは紋章一つとこの世界における最低クラスなので威力を上げる訓練は大きな成果が望めない。

　一方制御のほうは逆で、紋章の数が少ないほど上達が早いそうだ。操る魔力の総量が少ないせいだという。だったらどうしてリーシェは的当てができないんだと言いたくなるが。

　ともあれ、伸ばすならコントロール技術のほうだ。

　そのための訓練は三種類。

　記念すべき訓練初日、俺はそれを一通りリーシェにやらせてみた。







　というわけで、訓練その一。

『制御維持』。

「ピンポン玉くらいの大きさでいいから、水を球状でキープさせ続けろ。慣れてきたら水塊の規模を大きくしていく」

「はいっ。……ところでこれ、どのくらいやっていればいいんですか？」

「最低でも一時間くらいはできたほうがいいな」

「い、一時間……!?」

　最初に課したのは水魔法を一定の形でとどめ続ける、という基礎訓練だ。

　これができれば、戦闘中に相手を『照準する』余裕が生まれる。術士には必ひつ須すのスキルと言えるだろう。

　まあ、ウォーミングアップ代わりだ。さすがのリーシェでもこれくらいは容易たやすいと──

「つめてっ……!?　おい嬢ちゃん、何してくれてんだ！」

「わあああああごめんなさい！」

　宿から出て五分でリーシェは通行人とぶつかり、相手の服を濡ぬらして怒られていた。

　どうやら魔力の制御に気を取られて前方確認を怠ったらしい。

　ちなみにこのミス、街から出るまでにリーシェは三回やった。







　訓練その二、『形状変化』。

「水の球体を操って、形を変える。こんな感じでな」

　俺が実演のために火花を散らし、微弱な電撃の帯でいくつかの図形を作る。円状、三角形、星形、などなど。そのたびにリーシェは子供のように「わぁ……」と声を澪こぼした。

　この訓練の目的は、魔法の扱いに『慣れる』ことだ。

　どう意識すればどう魔力が反応するか──そういった情報の蓄積は、魔力操作においてとても重要となる。

「よし、次はリーシェだ。水の塊を出せ」

「はいっ」

　俺が指示すると、リーシェは握りこぶしくらいの水球を手のひらから出現させた。

「よし、次はそれを頭の上に持っていく」

「……？　はい」

　リーシェは疑問顔のまま、俺の言う通り水球を頭上に移動させる。

「始めるぞ。俺の作る形を真似してみろ」

　宣言し、俺は手から火花を散らした。さっきよりもかなり遅いペースで電撃の帯を変形させていく。リーシェはたどたどしくそれを追っていたが、三回目で失敗した。

　制御を失った水の塊はその場で形を崩し、落下。

　リーシェの頭でばしゃりと水が跳ねた。

「わぶっ！」

「ミスるとそうなる。濡れたくなかったら制御を手放すなよ」

「先に教えてください……」

　髪から水を滴らせながら、リーシェは肩を落として言った。







　訓練その三、『実戦』。

　俺が戦闘している魔物に対して離れた場所から魔法を当てる。

「い、いきなり実戦ですか!?」

「あくまで練習だ。魔物は俺が引き付けるからリーシェのところには行かないし、魔法で魔物を倒せって言ってるんじゃない。当てるだけだ」

　ぎょっとするリーシェに俺はそう説明する。

　いくら魔法の制御ができたところで、実際の戦闘で使えなければ意味がない。

　そのためには戦闘に参加し、場慣れしておくことが必要となる。

「最初は外してもいい。気楽にやってみろ」

「は、はいぃ……」

　腰が引けているようだったが、リーシェはどうにか頷いた。

　そんなやり取りをしたうえで臨んだ初回。

　相手は以前戦ったことのある巨大猪、ヘルムボア。

　俺が意識を引き付けるヘルムボアに対し、リーシェは【アクアシュート】を放ち──

　ドバァン、と俺の後頭部を衝撃が襲った。

「あっ……ご、ごめんなさい！」

　魔物とリーシェの中間にいた俺へと魔法を誤射したのだ。ノーコンにもほどがある。







　帰り道。

「……ぁ」

　行きと同じく、移動しながら形状変化の訓練をやっていたわけだが、魔力を使いすぎて限界を迎えたのだろう。途中でリーシェは見事に道にぶっ倒れた。

　俺は淡々と力尽きたリーシェを背負う。

（……ふむ）

　俺はリーシェの魔法を扱う能力について、胸中で総括した。

　これはひどい。

　俺はぐったりしたリーシェを背負ったまま、翌日以降の訓練内容に頭を悩ませた。
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　気絶したリーシェを担いで一度宿まで運び、ベッドに寝かせた俺は再び宿を出た。

　目的地は冒険者ギルド。魔力石の換金をするためだ。

「クラン。これ頼む」

「はいはい、換金査定ね。……うわ、またたくさん持ってきたね」

　クランを個別相談ブースに呼びつけ魔力石を渡す。クランは慣れた手つきで換金作業を始めた。こいつはこれで意外と仕事はできるらしい。

「今日はリーシェちゃんはいないの？」

「ああ」

「そっか。これに懲りたらえっちな悪戯いたずらは控えなよ？」

「俺がリーシェにセクハラをして愛想を尽かされたという体で会話するのを止めろ」

　優しげな口調が腹立たしい。会話の主導権をクランに握らせるとからかわれる一方だ。俺は少し考え──こんなことを尋ねた。

「なあ、クラン。どこか符ふ呪じゆを売っている場所を知らないか？」

「……ふじゅ？」

　クランは「何それ」と言うように赤い瞳ひとみを瞬かせた。

「あー……魔力を流せる紙のことだ」

　符呪というのは霊術の発動媒体になるものだ。あると戦闘に便利なのだが、俺は初日に湖へ落ちたときなくしてしまっている。

「ああ、感応紙のこと？　それならうちのショップに売ってるよ」

　感応紙、というのが何なのかよくわからんが、似たようなものはあるらしい。

「そうか。後で行ってみる」

　俺はそう言って頷いた。

　しかし、当たり前だが買い物をする必要があるようだ。リーシェはいないが、財布の中身をぶちまけて『必要なぶんだけ取ってくれ』と言えば何とかなるだろうか。

　ああそうだ、ショップといえば。

「確か魔物寄せというのがあると聞いたんだが、それも買えるか？」

　リーシェが以前そんなようなものをギルドが作っていると言っていたような。

「魔物寄せ？　あー……あるけど、確か今品切れだね。そっちはちょっと時間かかるかも」

「そうか。じゃあ届いたら教えてくれ」

「はいはい」

　クランは軽い調子で請け負い、魔力石の査定に戻る。

　俺は他に聞くことも思い浮かばず、ぼんやりとギルドのロビーに視線を飛ばし──

　ふと、気付いた。

「……クラン、頭下げてろ」

「え？　何、わっ」

　クランの赤い頭頂部をがっしと摑つかむと俺はそのまま押し下げた。クランは抗議するように呻うめき声を上げたが、その直後。

　ロビーの奥からすっ飛んできた冒険者の姿に、ぎょっとしたように硬直した。

「────ッ」

　がんっ、どっ、と鈍い音を立てて男の冒険者が相談ブースそばの床に落下した。俺が直前に気付いていなかったら俺やクランも巻き込まれていただろう。

　俺が冒険者の飛んできた方向を見やると──その奥には見覚えのある灰髪男が木剣を振り抜いた姿勢で立っている。

　バラックだ。

　……あいつがこの冒険者をぶっ飛ばしたのか？　何してんだよあいつ。喧けん嘩かか？

「だ、大丈夫!?　……ですか？」

　クランが立ち上がり、目を回す冒険者に駆け寄った。冒険者は「何とか」と頭を振りながら応じる。

　クランは倒れた冒険者に尋ねた。

「何があったんですか？」

「……歩いてきたバラックと肩がぶつかったんだよ」

「……肩、ですか？」

「ああ。そんで、バラックが俺に一方的に謝れって言うから嫌だって返して──気付いた時にはもう空飛んでた。あいつ、木剣で殴ってきやがったんだ」

「肩がぶつかった、というだけで？」

「ああ。ふざけやがって……！」

　憎々しげに顔を歪ゆがめる冒険者。うわあ……

　一方、バラックの方にも職員の一人が近寄っていくところだった。

「おい、バラックさんよ。ギルドの中で騒ぎを起こさないでくれって再三言ってるよな？」

　禿とく頭とうの巨漢、リブさんである。俺がギルドに入るときに模擬戦をした相手だ。元冒険者という経歴を持ち、ギルドのトラブル処理班的な役割を持っている、とリーシェが言っていた。

　かなり威圧的な話しかけ方だったが、声をかけられたバラックはというと涼しい顔だ。

「私にぶつかってきて、謝罪もせず立ち去ろうとした不届き者に罰を与えただけのことだ」

「そういう問題じゃねぇんだがな……あのな、あんまり好き勝手やってると──」

「無駄な脅しはやめたまえ。私を無下に扱えば、街の住民はギルドに対して反感を抱くぞ？　何せ私は盗賊団を滅ぼし危険な魔物を間引く、この街の『英雄』だからな」

「ッ……」

　リブさんが言葉に詰まった。

　そんな彼らのやり取りを遠目に見つつ、俺は断片的に聞こえてくる単語に眉まゆをひそめる。

「……盗賊団？　英雄……？」

　一体何のことだろう。

「……バラックは、前にこの街の近くで活動してた盗賊団を一人で壊滅させてるんだよ。その一件から、街の人には救世主みたいに言われてるの」

「大げさな言われようだな」

「そうでもないよ。その盗賊団、紋章三つ持ちが何人もいたから」

「……ふうん」

　忌々しげに解説してくれるクランに、俺は曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。この世界に来て日が浅い俺にはそれがどの程度の功績なのかよくわからない。ただ俺が言えることとしては──

「あまり私を苛いら立だたせるな。紋章三つのきみごとき、私は力尽くで排除できる」

「ぐ……！」

　公共の場で暴力沙ざ汰たを起こし、それを止めに来た職員を威圧するバラックの姿からはあまり正義の味方っぽさは感じないな、と。

　リブさんをやりこめると、バラックは悠然と踵きびすを返した。

　そのまま人垣を割って冒険者ギルドを出ていく。バラックの姿がロビー内から消えたところで、周囲の冒険者たちが詰めていた息を吐き出した。

　俺たちの目の前にいるバラックに吹っ飛ばされた冒険者も思い出したように、

「いてて……あー、悪い。医務室借りるぜクランちゃん」

「あ、はい。付き添いましょうか？」

　名前も知らぬ冒険者は、クランの申し出を「大丈夫だ」と断ると、そのままよろよろとギルド奥へと消えていった。あのぶんではバラックに仕返しはせず泣き寝入りだろうか。

　その後ろ姿を見送りながら、俺はクランに尋ねた。

「こういうことはよくあるのか？」

「……うん。バラックは盗賊団の一件で街の人に支持されてるし、このギルドでは一番強いし、もう怖いものなしみたいな感じなんだよね」

「ずっと気になってたんだが、あいつは実際どのくらい強いんだ？」

　俺が質問すると、クランはバラックにまつわるエピソードをいくつか教えてくれた。

　いわく、冒険者相手の模擬戦で無敗。

　いわく、等級ランクＢに上がったスピードはこの街のギルドにおいては最速。

　いわく、『岩山』に巣くう竜の魔物を単身で討伐した。

「名声に固執してる、っていうのかな。とにかく派手な戦果を持ってくる人でね。今じゃすっかりうちのエースだよ。等級がＡにならないのも経験不足ってだけの理由だし」

「……ほう」

　どうやらあの鼻持ちならないイケメンは本当に鼻持ちならないやつであったらしい。

　語るクランの口調も徐々に苛立たしげになってくる。

「何でもバラックは貴族の出身らしくてさ」

「貴族？　この世界には貴族がいるのか？」

「え？　……ああ、そっか、アキラはマレビトなんだっけ。そういう偉い人がいるんだよ」

　クランの言葉に俺は久しぶりのカルチャーショックを感じた。貴族……俺の世界では特権階級の人種だったはずだが、クランの口ぶりから察すると似たようなものだろうか。

「バラックが貴族というのは、本人が言ったのか？」

「言ってないけど見たらわかるでしょ。……人の評判にこだわるのもそのあたりに原因があるみたい。貴族の跡取りとして箔はくをつけるために、冒険者として名を上げる──ってね」

　名声に固執する、というのはリーシェから聞いた話と合致するな。

「貴族なら貴族らしく屋敷でお勉強でもしてればいいのにねえ」

「なあクラン、お前さてはバラックのこと嫌いだな？　さっきから呼び捨てだし」

「当たり前じゃんか！　言っとくけどうちの職員はみんなあいつのこと嫌いだからね。ほんっとに横暴だから！」

「……そうだな」

　この世界に来て日の浅い俺ですらそれには同意できる。

「そのくせ街の住民には人気があるから、ギルドも強く出られなくてさ……」

　クランが心底うんざりしたような溜ため息を吐いた。

「リーシェちゃんの謙虚さを見習ってほしいよね。同じ貴族だなんて思えないよ」

「そうだ──」

　俺は何の気なしにクランの言葉に相槌を打ちかけて、思わず動きを止めた。

　今クランは何て言った？

　貴族？　誰が？

「……リーシェって貴族なのか？」

　俺が尋ねると、クランはきょとんと首を傾げた。

「そりゃそうでしょ。バラックは貴族で、貴族が通うのは貴族学院。バラックとリーシェちゃんは元同級生って話だから──あれ？　もしかしてリーシェちゃんから聞いてない？」

「あいつはあまり自分のことについて話そうとしないからな」

　思えば俺はリーシェの素性についてよく知らない。特に気にしていなかったが、そういえば、バラックとの関係についてもそこまで細かく聞いていないな。

　まあ、別に今更聞き出そうとも思わないが。

「……アキラの無関心って、ある意味優しさだよね」

「あん？」

「細かいことを気にしない人は貴重って話。あたしも、アキラ相手には気楽に話せるしね」

　そう言ってクランは照れたように笑った。褒められているのか、これは。

「そうだアキラ、せっかくだからバラックのやつ一回懲らしめてやってよ。虐いじめられたリーシェちゃんの仕返しも兼ねてさ」

　本当にいい性格してるなこいつ。

「断る。そんなことをしても俺には何の得もない」

「……だよねー。絶対言うと思った」

　俺の最優先事項は式神を増やすことだ。それ以外はどうでもいい。

「だが──」

「え？」

　クランの視線を受けながら、俺は淡々と告げた。

「──仮にあいつが式神探しの邪魔をしてきたら、その時は景気よくぶっ飛ばしておこう」

　俺の言葉を聞いたクランはしばらくきょとんとしたあと、びしっと親指を立てた。

「殴るなら顔ね！」

「任せろ」

　そう言って、俺たちは爽さわやかな笑みを交わし合った。
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「……あ」

「起きたか」

　夜。俺が冒険者ギルドから帰ってきたあと。

　宿の自室でリーシェは目を覚ました。

「おはようございます。……あれ？　ここはわたしの部屋じゃ……」

　リーシェはベッド横で床に座り込む俺に視線を送り、しばらくぼうっとしたあと、自分がどうして寝ていたか思い出したようだった。

「……気絶してたんですね、わたし」

「そうだな」

「運んでいただいてありがとうございます」

　律儀に頭を下げてくるリーシェに対して俺は「気にするな」と手を振った。

「……」

　リーシェはベッドの上から俺の手元を覗のぞき込んで、不思議そうに尋ねてきた。

「……あの、アキラさんは一体何をしているんですか？」

　ふむ。何をしているかと聞かれれば──

「──呪じゆ具ぐを作っている」

　俺の手元には、ギルドで購入した『感応紙』を短冊状に切ったものが並べられている。

　それに霊術で加工を施し戦闘用の符呪ふだを製作していた。

「呪具？」

「霊れい纏てん符呪っていう、霊術の発動媒体だ。これがあると色々便利でな」

　霊纏符呪とはつまり、『俺の代わりに霊術を使ってくれる』札である。妖よう術じゆつ士しにとっては数珠じゆずの次にメジャーな呪具だ。こちらは数珠と違って使い捨てだが。

　たとえば俺がよく使う【翡雷爪】。あれの発動起点は俺の手だ。だが、霊纏符呪があれば、その札からも【翡雷爪】を放つことができる。難点は威力が術者よりも下がること。

「でもそれ、感応紙ですよね？　それってすぐに込めた魔力が散っちゃうから、あんまり使い勝手がよくないって聞いたような……」

「そのまま使えばな。俺の場合、霊的なパスをつなげて放置してるんだよ。実際に霊力を込めるのは使う寸前だから霊力が漏れたりはしない」

「ぱ、パス？」

「わからないか。つまり、大気中の霊気を属性変換させずにそのまま霊力通路に──」

「？？？」

「……式神使いの必殺技なんだ」

「……何だか適当にあしらわれている気がします……」

　俺は黙々と符呪作成の作業を再開した。決して説明が面倒になったわけではない。

「あ、そうだリーシェ。魔力石を換金しておいたぞ。後で足りるか確認してくれ」

「え……？　アキラさんが行ってきてくれたんですか？」

「ああ。そこに置いてある」

　俺が顎あごでしゃくった机の上には今日の収入が入った袋が放り出してある。

　リーシェはその袋と、床に座って延々作業を続ける俺を交互に見て。

「……何だか、すみません」

「何が？」

「わたし……訓練の途中で気絶したうえにアキラさんにここまで運んでもらって、しかも換金までやってもらって、迷惑ばかりかけていますね」

　リーシェは俺の手を煩わせたことに罪悪感を覚えているようだった。律儀なやつだな。

「……それに、昼間は【アクアシュート】をぶつけてしまったりもしましたし……」

「リーシェ。俺はできないとわかっていることに失敗したくらいでは怒らないぞ」

「あれ？　これってフォローされてるんですよね？」

　誰が前日に的当てのあの体たらくを見せられて一発成功を期待するというのだろう。

　しかし、こんなことで謝られても困るな。訓練が最初からうまくいかないのは当然だし、俺はむしろ気絶するまで頑張るという根性を褒めてやりたいくらいなのだ。

　どう言ったものかと符呪作りをしながら考えていると、リーシェが先に口を開いた。

「……アキラさんは、どうしてわたしの訓練を見てくれようと思ったんですか？」

「あん？」

「ずっと気になってたんです。わたしを鍛えるのって、アキラさんの『シキガミ探し』とはぜんぜん関係ないことじゃないですか」

　確かにそうだ。リーシェの魔法技術を鍛えたところで俺にメリットはほとんどない。

　リーシェを魔物狩りの戦力としてカウントするつもりもないしな。

　ではなぜ俺はリーシェの修行に付き合うのか。その理由は、実ははっきりしている。

「……俺には幼おさな馴な染じみがいてな」

「幼馴染、ですか？」

「……ああ」

　いかん、あいつの顔を思い出すだけでイライラしてくる。俺は平静を装って続けた。

「そいつはもう顔が良くて性格が良くて賢く人望に篤あつい超人で、俺はそいつに何一つ勝ったことがない。もちろん霊術の勝負でもだ。本当に一回も勝っていない」

「霊術って──アキラさんの使う不思議な魔法のことですよね。って、アキラさんが勝てないってどういうことですか!?　アキラさんすっごく強いのに！」

「ああ、あいつは俺より全然強いぞ。あいつが本気出したらこの街くらい一瞬で灰になる」

「ひえぇ……」

　リーシェが顔を青くして呻うめいた。

　噓は言っていない。火崎が従える式神『朱雀』はそのくらい強力だ。

「だが、俺はそいつに何とかして勝ちたかった。年の近い他の術士には『身のほど知らず』とさんざん陰口を叩たたかれたが──とにかく俺は勝ちたかった。そのために俺はひたすら霊術の修行をした」

　思い出す。

　三年前のことだ。

　火崎と俺は、妖術士協会の会長に、『朱雀』の契約を試してみろと指示された。

　朱雀は相手が気に入らないと契約を突っぱねてくる、気難しい式神だった。現役の中であれを手て懐なずけられた者がいなかったために当時見習いだった俺たちにお鉢が回ってきたという経緯。

　その時のことが今でも忘れられない。

　式神の保管庫に行き、俺と火崎は同時に契約の呪言を唱え始めた。

　そしてそれを唱え終わる前に、朱雀を封じた符呪ふだは火崎の手に飛び込んだのだ。

　火崎は朱雀に選ばれた。俺は選ばれなかった。

　俺たちを連れてきた妖術士協会の会長が大喜びする中、火崎はふと、俺を見た。

　どこか憐あわれむような──はるか格下の人間を気遣う瞳ひとみで。

　あの日から、俺は火崎に対して強い敵てき愾がい心しんを抱くようになった。

「とにかく修行した。周りからは『いい加減諦あきらめろよ』って言われたけど、全部無視した。何しろ火崎に負けっぱなしでいるのが本当に嫌だったからな」

　その結果、負けも負けたり三千敗。

　すでに妖術士の中で俺の評価は人の話を聞かない変人で固定されてしまった。

「……アキラさんが強い魔物の情報を探しているのって」

「ああ。式神を増やして、どうにかそいつを負かしてやろうって魂胆だ」

　俺は大きく頷うなずき、話をもとの流れに戻す。

「で、俺がお前の訓練を見ている理由だが──どうもお前の雰囲気が昔の俺に似ている気がしたんだよな」

「え？」

「お前、冒険者やめろって言われてやめるか？」

「……やめないです」

「向いてないからって魔法の訓練やめるか？」

「……いいえ」

「そういうところがな」

　リーシェは自分が冒険者に向いていないことなど百も承知だろう。

　誰にでも反対されて当たり前だと理解しているだろう。

　だが、決して自分を曲げることはない。

　リーシェが時折見せる、頑固で、強情で──融通の利かない瞳。何かに対する執着というか、あるいは何か譲れないものがある人間に特有の雰囲気。

　お前は火崎に勝てないよ、と言われ続けながらいまだに諦めきれないでいる俺のような。

「それに、昔は誰からも応援してもらえないってのがキツかったからな。なんか俺に似たかわいそうなやつがいたから、少し味方してやろうって気になったわけだ」

「……かわいそうなやつ……」

　リーシェが複雑そうな顔をしている。

　このあたりで俺は我に返った。いや、待て。何を急に語ってるんだ俺は。

　適当に話を切り上げようとした俺にリーシェが言ってくる。

「アキラさんは、天才なんだと思ってました。努力なんてしたことがないような」

「俺が？　馬鹿言え。俺はむしろ天才とか大嫌いだぞ」

「そう……だったんですね」

　そこまで言って、リーシェは堪こらえ切れなくなったように小さく噴き出した。

「……おい」

　リーシェはくすくすと笑い続け、

「ふふっ……アキラさんって、実はすごく優しいですよね」

「あ？」

「だって、自分が応援してもらえなかったのがつらかったから、ひとのことを応援するだなんて……いいひとです、やっぱり」

「……」

　俺がにらんでもリーシェは笑うのをやめない。

　さっきまでしおらしく俺に謝っていたことなど忘れてしまったように笑い続けている。何がそんなに面白いんだ。理解できない。

　俺は憮ぶ然ぜんと鼻を鳴らして符呪作成の作業に戻るしかなかった。
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　俺がリーシェの特訓を見るようになってから一週間が経過している。

　この一週間、休みなくリーシェは俺の課す訓練をこなし続けた。

　制御維持。形状変化。模擬的な実戦。

　訓練初日はリーシェのあまりの不器用さに俺は愕がく然ぜんとしていたわけだが──

　俺は、あの水色髪の相方のことを見くびっていたと認めざるを得ない。

　制御維持訓練はピンポン玉サイズであればすでに一時間は余裕でキープできる。

　形状変化も、『二十秒で十回変化』という当初の合格ラインはすでに突破済み。

　実戦訓練、つまり俺が戦っている魔物に対して魔法を当てるというものは未達成だが……まあ、クリアも時間の問題だろう。

　リーシェが実は優秀だった、というわけではない。

　俺の相方が備えていたのは、要領の悪さを補って余りあるほどの霊的体力だった。

　以前から自己流の訓練をしていた影響だろう。リーシェの霊的な持久力はかなりのものだった。訓練開始当初は魔物狩りから街に戻ってくる前に気絶していたものだが、今では力の抜き方を摑つかんだためか、宿に戻ってもまだ平然と制御維持の訓練をやっている。

　加えてリーシェは冗談のようにひたむきだった。

　それなりに厳しいはずの訓練にも弱音一つ吐かないし、毎日気絶する寸前まで訓練を続けたがる。集中力が途切れるようなこともない。

　ある時、俺は疲労でふらふらのリーシェを見ながら『今日はもうやめていいぞ』と言った。

　それに対するリーシェの返答は──いえ、まだ今日は気を失っていませんから、というもの。別に気絶はノルマじゃないんだがな。

　そうまでして訓練を続けるリーシェの姿にはどこか執念めいたものを感じずにはいられない。いまだに詳しく聞いてはいないが、例の『正直者になりたい』という目標がよほどリーシェにとって重要なのだと、その姿だけで察せられた。

　かくして。

　この一週間、リーシェはその霊的体力にものを言わせて訓練を重ねた結果、魔力制御スキルを驚くほどのスピードで上達させ。

　──形状変化訓練の高難易度、『文字書き』すらもマスターしつつあった。







『おはようございます、クランさん』

　リーシェが魔法で生み出した水の帯が形作るその言葉に、受付窓口のクランが絶句した。

「お……おはよう。ってリーシェそれどうやってるの？　魔法で文字書くって、そんなことできるものなの!?」

『アキラさんにおしえてもらいました』

　時間帯は朝。俺たちは日課である魔物狩りに向かう前に、何か魔物の情報が入っていないか冒険者ギルドに確認に来ていた。

　ここのところクランとリーシェは接する機会が多かったせいか、すっかり仲良くなっている。リーシェのお人ひと好よしっぷりを知ったクランはさっさと猫かぶりを解き、今では普通の女友達のように話すようになっていた。

「ああそう、アキラに……毎度のことだけど、アキラって変なことしたがるよねえ」

「変なこととは何だ。これはれっきとした妖よう術じゆつ士しの訓練だぞ」

　魔力制御のための訓練の一つ、『文字書き』。

　ハンドボールサイズの水の塊を生み出し、それを操作して文字にするというかなり難易度高めのものだ。文字をいくつもキープしなくてはならないし、形状変化にも神経を遣う。

　まだ短い文字列しか作れないが……それでも、これができるようになっていること自体、リーシェの飛躍的な成長がうかがえる。

　……ところで、どういうわけか俺はこの世界の文字が読める。日本語ではないのになぜか意味合いが把握できるのだ。正直気持ち悪い。本当にどうなっているんだ。

　などと考えていると、俺とリーシェを交互に見てクランがにやにや笑った。

「それにしても、最近君たち仲がいいよねえ。冒険者たちの間で噂になってるよ？　ついにアキラが落とされたって」

「えっ、えっ!?」

　途端にリーシェの制御下にあった水の文字列が激しく揺らぐ。

「……おい、リーシェ。この場で制御ミスったら昼飯を抜くぞ」

「だ、大丈夫ですっ……まだこのくらいなら、」

「何でも噂によると毎晩宿で二人は激しく求めあって夜遅くまで可愛い悲鳴が」

「や、やめてください！　それは誤解で──クランさん絶対に面白がってますよね!?」

　あえなくリーシェは水の制御を失ってばしゃり、と床を濡ぬらす。クランが笑いながら「はい雑ぞう巾きん」と渡した布を受け取りつつ、リーシェは「何だか釈然としません……」とぼやきながら床を拭ふき始めた。

　そんな相方の姿から視線を外し、俺は性格の悪い受付嬢に話を振った。

「で、そんなデマよりもっと有意義な情報はないのか？」

「有意義なネタねえ……魔物の情報はさっぱりだけど。あ、そうだ。魔物寄せが今日中には届くってショップの人が言ってたよ。夕方ごろって言ってたかな」

「お、本当か」

　それは確かにいい報しらせだ。

　以前俺はクラン経由で魔物を引き付けるというアイテムを発注していた。それがようやく届くらしい。今日の帰りにでも受け取るとしよう。

　ともあれ、魔物の情報がないというなら長居は無用だ。

「リーシェ、そろそろ行くぞ」

「あ、はい。わかりました」

　リーシェに声をかけると、床をごしごしやっていた相方はすぐに立ち上がった。

「クランさん、雑巾お返しします」

「うん。からかってごめんね、リーシェ」

「それはいいですけど……あの、噂は誤解ですからね？　真に受けないでくださいね？」

「じゃあ二人とも、いってらっしゃい。気をつけてね」

「聞いてますか!?　あのっ、わたしとアキラさんは何でもないですから！」

　何やら妙なところにこだわるリーシェを引きずり、俺は冒険者ギルドを出て。




　──その日、リーシェは初めて実戦訓練で魔物に魔法を当てた。
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　場所は例によって『東の森』。

　遭遇した魔物との戦闘を終えた瞬間、リーシェはわあっと声を上げた。

「やりましたアキラさん！　わたし、初めて動いてる魔物に魔法を当てました！」

「……おめでとう」

「はいっ！」

　大げさなくらいにはしゃぐ相方に、俺は短い賛辞を贈った。

　今日の相手は『パラホーネット』という魔物で、顎あごに嚙かまれると体が麻ま痺ひするという厄介な性質を持った飛行型の敵だったのだが──何とリーシェはその一体に【アクアシュート】を命中させた。撃墜にこそ至らなかったが、初期からは考えられない進歩だ。

「自分でも信じられないです……わたしが、こんな……！」

　後で聞いた話だが、リーシェは俺と会うまで『西の森』に出現する、やたら動きののろい大きなネズミ型の魔物しか倒したことがなかったのだという。

　そういえば初日に俺へのレクチャーを兼ねて魔力石の換金をしていたな。芋虫ですら倒せないリーシェがどうやってあれを手に入れたかずっと不思議だったんだが、どうやらそのネズミを倒して手に入れたものだったらしい。

　だが、今日の戦果はそれとは比べ物にならないくらいに嬉うれしかったようで、リーシェは感激したようにわあわあ言っている。

「魔力石の回収に行ってきます！」

「……ああ」

　そんなことを宣言し、意気揚々と走っていく水色の髪を見ながら──

（……くそ、焦ってるな）

　俺はというと、頭の隅で焦こげつくような感覚を覚えていた。

　リーシェはいいだろうとも。魔法の腕が上がっているんだから。

　では、俺は？

　俺は毎日毎日魔物と戦っているくせに式神としての収穫はゼロ。

　魔力石を換金しては食って寝るだけの生活だ。金ばかりが溜たまっていく。

　式神が欲しい。強い魔物はどこだ。

　この世界にやって来てすでに十日あまりが経過している。これが一か月になり、半年になり、やがて一年に……なんて考えていたら焦りもする。

「今日はもう帰りますか？」

「……そうだな」

　パラホーネットの魔力石を回収し終え、ほくほく顔のリーシェとともに俺は『東の森』を離脱した。それからまた歩いて街まで戻る。

　街に到着した俺たちは、魔力石を換金すべく冒険者ギルドに足を踏み入れ──




「やっと帰ってきたぁ！」




　瞬間、すごい勢いで走り寄ってきたクランに捕獲された。

　何だ急に。こいつがこんな慌てている姿は初めて見たぞ。

「クランさん、どうかしたんですか？」

　リーシェが尋ねると、クランは誰にも聞かれたくないかのように声をひそめて。




「出たよ。紋章三つクラスの魔物の情報」
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　──噂の出どころはこの街に普段から出入りしている行商なんだけどね。




　クランはそんな前置きから話し出した。




　──何でもその行商は値段の高い宝石の細工物を運んでいたみたいで、当然積み荷の総額はとんでもなくてさ。野盗にでも襲われたら大変だからって理由で強い用心棒を雇ってたんだ。紋章三つの冒険者だってさ。等級ランクはＢ。奮発したよね。




　──で、その行商が魔物に襲われた。




　──街の北に隧道トンネルがあるでしょ？　そこを通ってる最中にいきなり攻撃されたんだって。見たこともない魔物に。気配も何もなかったらしいよ。まあそこは強い護衛を雇っただけあって行商も積み荷も無事だったんだけど。




　──ただし。







「等級Ｂの冒険者が、その魔物にやられてダウン。現在街の治療院で療養中、か」

　歩きつつ、俺はさっきクランから聞いた話を思い返していた。

　この世界の冒険者は多くが紋章二つ。紋章三つともなれば手て練だれの戦闘要員と言っていいだろう。そんな護衛を打倒するほどの魔物。

　それが事実なら、でかい猪や群れの狼なんぞ比べ物にならない強さだ。

　俺はその話を聞いたとき、思わずクランの肩をがっしと摑つかんでそれはもう褒めちぎった。わざわざギルド内を走ってまで伝えに来てくれるとは担当受付の鑑かがみだと。

　しかし俺はふと思い至る。

　クランと出会った翌日のごとく、また噓なのではないか？

　掲示板を確認したところ案の定そんな情報はなかった。

　俺が訝いぶかしむような顔になるのと同時、クランが呆あきれたような声で耳打ちしてきた。

『今回は本当。酒場で行商が愚痴ってたのを冒険者が聞いて、それをついさっきあたしが聞いたの。……この情報が広まったら、賞金がかけられて獲物の取り合いになるよ。等級Ｂの冒険者を返り討ちにした魔物なんて倒せば一気に名も上がるしね』

『……む』

『それを見越してわざわざアキラにだけ先に教えてあげたのに、そんな顔するならいいよ。これ上に報告して懸賞金の設定を』

『ありがとうクラン。お前はすばらしい受付嬢だ』

　──という会話の末、俺はその魔物が出るという場所をクランから教えてもらった。

　この魔物の話は今頃すでにギルドで公開されているだろう。いつまでも伏せているのはクランの立場的に少しまずいらしい。まあ、危険な魔物がいると知りながらそれを黙っているというのは確かにギルド職員としての行動規範に反するだろう。

　そんなわけで俺はその話を聞くやギルドを出て、話にあった隧道に向かった。

　……のは、いいんだが。

　俺は後ろを振り返って言う。

「別にお前はついてこなくてよかったんだぞ？」

「う……わかってます」

　そう。なぜかリーシェがついてきていた。

　一度探索を終え、街に戻ったうえでまた出てきているわけだから時間はすでに遅い。暗い夜の街道を進んでいる状態だ。疲れもあるだろうに、リーシェは同行を志願した。

　その理由というのが、

「アキラさんの戦うところを見てると勉強になるんです。邪魔しないようにしますから」

　というものだった。

　よっぽど追い返そうかと思ったが、最近のリーシェは訓練を続けている甲か斐いあって魔物との戦闘にそこそこ落ち着いて対応できるようになっている。

「……俺が逃げろって言ったらすぐ逃げろよ」

「はい」

　そんなことを話しながらしばらく進むと、俺たちの前方に隧道の入り口が見えてきた。

　見た感じは単なる洞どう窟くつのよう。暗くて中が見通せず、不気味な雰囲気だ。隣ではごくりとリーシェが喉のどを鳴らしている。

　魔ま油ゆを用いたランタンで入り口を照らしながら、俺たちは洞窟の中へと入っていった。







　自然洞窟の雰囲気が残る隧道を進んでいく。

「……暗いですね」

「そうだな」

　よくよく見れば側面の壁には魔油灯が設置されているが、どれも今は明かりが消えている。おかげで内部は暗く俺が持つランタンが唯一の光源となっていた。

　だからだろうか。

「なあ、リーシェ」

「何ですか？」

「歩きにくい」

　俺が指摘すると、リーシェがぎくりと肩を震わせた。

　さっきからリーシェが俺の服の裾すそを摑んでいるのだ。摑んでいるといってもまあ指先でつまむ程度のささやかなものだが、さっきから微妙に動きづらい。

　リーシェは「う……」と気まずそうな声を出し、

「……すみません。思ったより怖くて。しばらくこうしててもいいですか」

「別に洞窟を出てもいいんだぞ？　まだそこまで出口からは離れてないだろ」

「無理です。今ひとりになったら泣きます」

　俺はふと視線を宙にさまよわせた。そうだな、あれは確か──

「リーシェ。これは俺の故郷に伝わる話なんだが、地元の人が誰も寄り付かないようなトンネルがあってな。そこに怖いもの見たさで行った馬鹿な若者が」

「やめてください！　それぜったい怖い話じゃないですか！」

　妖よう術じゆつ士しはオカルト系の話題には事欠かない。心霊スポットのような霊気濃度の高い場所には悪鬼が湧きやすいのでちょくちょく行く必要があるのだ。

　そんなふうにリーシェをからかいながら進んでいると──不意に。

　何の前触れもなく俺たちの足元に亀裂が入った。

「わ、あっ!?」

　咄とつ嗟さにリーシェを突き飛ばし、俺もまた反対方向に飛びのく。

　その直後、地面の亀裂からいきなり直径一メートルはあろうかという岩の塊が飛び出してきた。ぶぉん、と音を立ててさっきまで俺たちのいた場所をそれが通過する。

　岩の塊は単なる砲弾ではなく、樹木のように地面の亀裂と同材質のパーツでつながっていた。石柱の上部に俵形の岩塊が載っているようなシルエット。

　……いや、違うな。あれは石柱というより──

「アキラさん！　あっち！」

　リーシェが洞窟の奥を指さして叫んでいる。

　そちらを見ると人型の何かが立っていた。人型といっても全身はこげ茶色で、体高二メートル強はあるだろうか。直立していても爪のラインが膝ひざに届くほど腕が長い。

　何より特徴的なのは、額に生える二本の角。

　クランに聞いた通りの外見だ。

『ガアッ……』

　威嚇するように低い唸うなり声を漏らす、鬼の魔物。クランいわく『オーガ種』のそいつは、赤い瞳ひとみにぎらぎらと敵意をみなぎらせている。

　俺は手に持っていたランタンをリーシェに放り投げる。

「持ってろ」

「わ、わっ」

　そして左目を【妖よう析せき眼がん】に変更し──思わず口の端を吊つり上げた。

　前方のオーガ種は、狼だの猪だのとは比べ物にならないほど霊気を溜めこんでいたから。

『──ガアアアアアアアアアアアッ！』

　洞窟内を震動させるほどの吼ほえ声。

　額の中央で輝きを放つ二つの紋章。

　敵意をみなぎらせる魔物を見据えて俺は言う。

「……『当たり』だ」

　帰ったら疑ったことをクランに謝るとしよう。







『ガアアッ！』

　オーガ種が吼えた途端に壁、地面、天井の三か所に亀裂が入る。【妖析眼】で見ればそこには霊気が渦巻いていた。その亀裂から岩の塊が飛び出してくる。

「っ、と」

　それを回避。すると、その中の一つが俺を追ってきた。岩の塊は俺の目の前まで来ると。




　いきなり五本の『指』を開いて俺を捕まえようとしてきた。




　やっぱりそうか。姿勢を低くし、それをやり過ごしながら疑念を確信に変える。

　あれは瘤こぶ付つきの石柱ではなく腕だ。石でできた巨大な腕。

　あのオーガ種は『石の巨腕を生み出す』という霊術を使うのだ。あんなものに摑まれたら全身の骨を砕かれかねない。なるほどなるほど。

（──いい能力じゃないか）

　俺は回避を重ねながら内心で喝かつ采さいした。『腕』というのがいい。応用が利きそうだ。

　では次だ。あの石腕の耐久性はどんなものだろう。

「おらっ！」

【霊力装甲】で拳こぶしを覆い、かわしたばかりの石腕を殴りつける。思い切り殴ったにもかかわらずそれは折れず、わずかにヒビが入るのみ。かなりの頑丈さだ。

　これならどうだ。

　俺は右手からばちっ、ばちっ、と火花を散らす。

「あ、アキラさん待ってください！　それは駄目です！　洞窟が崩れちゃいます！」

　後方から慌てた声でリーシェが叫んでくる。

　確かに普段の【翡ひ雷らい爪そう】であれば石腕どころかこの洞窟そのものを崩落させかねない。

　だが、狭い場所には狭い場所なりの戦い方がある。

「わかってる。まあ見てろ」

　俺はリーシェにそう返しつつ、右手に集まっているライカの霊力を両手両足に割り振った。右手、左手、右足、左足が次々と翡ひ翠すい色いろの雷光を纏まとっていく。

【翡雷爪】のバリエーションだ。射程・威力は四分の一まで落ちるが、そのぶん手数と持久力に優れる接近戦用。

　射程に関してはこの状況ではむしろメリットだろう。洞窟に誤射する危険が減る。

　威力についても問題ない。

　何せこの術は、身体能力を強化する【霊力装甲】と併用できるのだ。

「──らあっ！」

　というわけで、今度は雷撃込みの殴打。殴った個所が派手に弾はじけ、石腕は見事にへし折れた。オーガ種の動揺した気配が伝わってくる。

　一方俺はこの結果を反はん芻すうしていた。

【霊力装甲】に近接【翡雷爪】を重ねてようやく壊せる硬度。頑丈さについても申し分ない。ますますあのオーガ種が欲しくなった。

　よし、検証はもういい。そろそろ倒しにかかろう。

　俺は地を蹴けった。

『──ッ、ガアアアアアアアアッ！』

　オーガ種は俺の接近を阻もうと大量の石腕を生み出してくる。だがそれは【妖析眼】で先読みできる攻撃だ。回避、あるいは雷撃付きの拳で破壊してそのすべてを突破していく。

「ふっ！」

『ガアッ……』

　間合いを詰めた俺は右手を横よこ薙なぎに叩たたきつけた。

　オーガ種は俺の初撃を腕で受け止め、たたらを踏んで後退。俺を見て恨みがましく唸る。

　俺はそんなオーガ種に対して笑みを浮かべて。

「鈍いやつだな。腕を見てみろ」

『──？』

　オーガ種が反応するより早く。

　殴った場所に貼り付けた、霊れい纏てん符ふ呪じゆを起動させた。

「──【翡ひ雷らい電でん】」

　霊纏符呪は霊術の発動媒体だ。離れた場所からでも霊術を発動させることのできる呪具。以前感応紙を加工して作っておいたそれを、俺はさっき接近したときにオーガ種に貼り付けておいたのだ。

　俺が霊力を操作すると──符呪から翡翠色の電撃が溢あふれた。

　発動したのは【翡雷電】。無差別放電の霊術。

　それを至近で浴びたオーガ種は、一瞬動きを止める。

　その隙を逃さず、俺は追撃のためオーガ種に再接近し。

『────』

「あ？」

　近接【翡雷爪】を纏まとった拳を振りかぶったところで、ふっ、と標的の姿が消失した。

　というより、『沈み込んだ』。まるで地面が深い沼にでもなったかのように、オーガ種の姿がずぷりと真下に飲み込まれたのだ。

　地面に、潜る。……そういう能力か？

　まあ、だからどうってこともないが。見失ったなら探すだけだ。

【妖析眼】でオーガ種の潜った地面の下を、横の壁を、頭上を見回してその霊力反応をくまなく探査すれば──

（……いない？）

　今さっきまであったはずのオーガ種の霊力反応が消え去っている。霊力を可視化させる【妖析眼】ですらその姿を見つけることができない。

　……そういえば、と俺は二つのことを思い出す。

　クランいわく、『魔物は気配もなく現れて行商たちを襲った』。

　そして実際に遭遇したとき、俺はあのオーガ種の接近に気付くことができなかった。

　加えてやつの霊力を追えない現状。

　そこまで並べて嫌な予想が立ってしまった。

（『地面に潜っている』間は霊力反応が消える？）

　その結論にたどりついたのとほぼ同時。

「きゃあああああああああああああああっ！」

　後方から悲鳴。振り返る。

　──オーガ種が、リーシェの至近距離に出現していた。

「あ、あ……ぁ」

『ガアアアアアアアアアアッ！』

「……ッ、リーシェ！　こっちに走れ！」

　俺は泡を食って怒鳴るが、リーシェは動かない。いや、動けないのか。

　間近で浴びせられるオーガ種の咆ほう哮こうに体をすくませて、後ずさりすらできずにいる。

　俺は舌打ちして駆け出した。

　あの魔物、俺が厄介だからって標的を変えやがった。戦闘に巻き込まないようリーシェを離れた場所に追いやったのが裏目に出たわけだ。距離およそ十五メートル。

『ガアアアアアアッ！』

　最短距離でリーシェの救出に向かおうとするが、その俺の進路を阻むように次々と霊力の渦が発生する。直後にそこから伸びてくる石の巨腕。

　いちいち石腕を破壊していては間に合わない。霊力の渦が発生したタイミングから、霊術が発動する順番を読み取る。その隙間に体を滑り込ませて最小のロスで前進。だがそれでもオーガ種の魔手がリーシェに届くほうが早いだろう。

　──だったら。

「【翡雷爪】！」

　近接用の雷撃ですぐ目の前の石の手のひらを蹴り砕く。

　石腕は力尽きたように無数の瓦が礫れきとなって地面に落ち──俺はその一つを摑つかみ取った。右足を軸に回転。次いで、全力の投とう擲てき。

「お────らっ！」

『ブガッ!?』

　瓦礫は今まさにリーシェを爪で切り裂こうとしていたオーガ種の鼻先に着弾した。のけぞる褐色の巨体。俺はその隙を逃さず間合いを詰め、リーシェの手を摑んで引き寄せる。

「おい、大丈夫か!?」

「……」

　半ば抱きとめるような姿勢で尋ねるが、リーシェから反応はない。

　無理もない、だろうか。

　今まで出遭った中でもっとも強い魔物が何の前触れもなく至近距離に現れる。

　攻撃を受けそうになる。

　誰だって怖いだろう。リーシェは最近訓練を頑張っているとはいえまだ付け焼き刃だ。あんなおぞましい怪物の接近を許したら恐怖で自失してしかるべきだと──




「……んんん[image: に゛]いいいいい……っ！」




　リーシェが潰つぶれた猫のような声で唸った。

「お、おい。何だ。いきなりどうした」

「……わたしはこういうのが嫌なんです。アキラさんの邪魔はしたくなかったのにっ……また怖くて動けませんでした！　バラックさんに絡まれたときと同じです！」

　ぎりぎりと歯を食いしばるようにしてリーシェが叫ぶ。

　俺はどうしていいかわからなかった。……え？　何？　こいつこんな感じになるの？　心なしかオーガ種すら呆あつ気けに取られているような気がする。

「ま、まあ待て、落ち着け。あれが怖いのは普通だ。別におかしなことじゃない」

「でも怖いからって体がすくんじゃうのはあんまりに情けないです！　それじゃあ冒険者になった意味がありません！　傷つくのが怖いからって怯おびえて何もできないなんて──それじゃあ、昔のわたしと何も変わらないじゃないですか！」

「……」

「わたしはそれがすっごく、すっっっごく、くやしくて……」

　リーシェの様子はまるでかんしゃくを起こす子供のようだった。

　だが、俺はそんなリーシェの様子を一笑に付すことはできない。

　おそらくは『ここ』なのだ。

　俺が火か崎ざき灯とう也やに負けることが嫌で嫌で仕方ないように。

　恐怖で足がすくんで何もできなくなってしまうことが、リーシェにとってはどうしても許せないポイントなのだ。

　過去に何かがあったのか──今の俺にはその理由までは想像できない。

　リーシェはそこまで言ってようやく落ち着いたようだった。声のトーンを急落させる。

「……ごめんなさい……」

「何が？」

「足を引っ張ってしまったことと、その、取り乱してしまって……」

　そう言いながら頰を染める俺の相方。ああ、恥の感情がようやく戻ってきたのか。

　リーシェは俺から離れようとしたが、俺は咄とつ嗟さに引き留めた。

「待て。近くにいろ」

「わ、わっ。何ですか？」

「あいつが消えてる」

「──っ」

　リーシェは前方に視線を戻し、そして息を吞のんだ。

　リーシェが取り乱しているうちにオーガ種はまた地面に潜ったのだ。当然のように【妖析眼】では発見できず、しかも近くにいる気配だけはするという実に厄介な状況。

「……わたしが騒いだせいですよね。すみません……」

　まあ、リーシェに気を取られてあいつが『潜る』のを阻止できなかった面は否定できない。

　リーシェは恐縮しきったような顔で俯うつむき、俺はふと。

　一つのアイデアを思いついていた。

「リーシェ。お前はこの状況を自分のせいだと思っているわけだな？」

「は、はい」

「なら責任を取ってもらう。目を閉じろ」

　リーシェは聞き間違いかと思ったようだったが、俺が本気であることを悟ってか、ゆっくりと目を閉じた。俺はがさごそと持ち物を漁あさる。俺は取り出したものの蓋ふたを開け、

「手を前に出せ」

「は、はい……」

　俺はそれをリーシェの手に持たせた。リーシェは目を瞑つぶっているせいでそれが何なのかはわからないだろう。

　俺は【妖析眼】を発動したまますたすたとリーシェから遠ざかる。

「あ、あの、アキラさん。もう目を開けてもいいですか？」

「駄目だ。そのまま閉じてろ」

「アキラさん！　声が遠いです！　お、置いてったりしませんよね!?」

　不安そうな声ながらもずっと言いつけを守って目を閉じているあたりが実に律儀だ。

「……これだけ教えてください、アキラさん」

「何だ？」

「なんか変なにおいがするんですが、わたしは今何を持たされているんですか？」

　ふむ。まあ、もう言ってもいいか。

　そう変なものではない。リーシェが持っているのは俺がさっきギルドのショップで受け取ってきた──

「『魔物寄せ』の原液だ」

「何してるんですか!?　っていうかこれもしかして囮おとり──」

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

「きゃああああああああああああああああああああああああああ！」

　出た！　狙い通りリーシェの近く！

「らあっ！」

　リーシェの持つ魔物寄せにつられたオーガ種の背中目がけて、近接【翡雷爪】、【霊力装甲】で強化した拳こぶしを叩たたき込む。助走込みの拳けん打だは見事にオーガ種を吹っ飛ばした。ダメージ過多によりオーガ種は実体を失い、その場には魔力石だけが残る。

　いやあ、やってみるものだな。こうも上手くいくとは。

　俺は腰を抜かしてへたり込むリーシェに向かって親指を立てる。

「ナイス囮だ」

「……アキラさん。わたしもう泣きそうです」

　難敵を打倒した後だというのに、リーシェはどこか遠い目をしていた。
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『ケイブオーガ／霊術【洞どう鬼き腕かいな】

　効力……石の巨腕を生み出す』




　帰り道。

　俺は手に入れたオーガ種の魔力石に対してさっそく式神契約を結んでいた。

　その性能のよさに俺は思わずほくそ笑む。

「やっぱりこいつは使えそうだ。駆け付けた甲か斐いがあったな」

「……」

「あの石の腕はとにかく汎はん用よう性が高い。盾にもなる。鈍器にもなる。足場にもなる。他には……そうだな。相手を摑んで動きを止めることもできるだろうな」

「……」

「何にしても今日はいい日だ。どうだリーシェ、今日くらいは酒場でぱーっとやらないか。金は俺が出すし、ナンパ除よけも請け負うぞ」

「……」

　俺の、斜め後方。

　リーシェはひたすら無言で俯いたまま、浮かれた俺の後をついてきている。

「……リーシェ？」

「え、あ、はい。何でしょう」

　ようやく俺のほうを向いたが、その表情はあからさまに落ち込んでいる。

「さっきのこと、まだ気にしてるのか」

「……はい」

　リーシェは沈んだ表情で頷うなずいた。俺は視線を前に戻して考える。

　さっきのことというのはつまり、オーガ種──ケイブオーガとの戦闘の最中、いきなり近くに現れたあの魔物に対して足がすくんでしまった時のことだ。

　俺としては別に不思議なことでもないと思う。

　俺はとっくに感覚が麻ま痺ひしてしまっているが、あんな化け物を見れば恐怖を感じて当然だろう。身の丈二メートルを超える怪物だぞ。しかも、人間一人を優に握りつぶせるような石の巨腕をわんさか出すような能力まである。

　怖くて当たり前だ。

　だが、リーシェはどうしてもそれが許容できないようだった。

「わたし、最近魔法が上手くなってきました」

「そうだな」

「……なのに、やっぱりいざというときに体が動かないんです。怖くて、足がすくんで」

　リーシェはどこか思い詰めているようだった。ぎゅっ、と拳を握り、俺を見上げてくる。

「アキラさんは、さっきの魔物を怖いと思わなかったですか？」

「まあ、俺のほうが強いって見た時にすぐわかったからな」

「……そうですか」

　リーシェが拗すねたような顔になった。そんな表情をされてもな。

「……じゃあ、想像でいいです。自分よりずっと強い魔物と戦うときに」

「……」

「アキラさんは、どうやって怖いっていう気持ちを抑え込みますか？」

　言われた通り、想像する。自分より強い魔物。

　思い浮かぶのはこの世界に来てすぐに遭遇した水竜の姿だ。

　確かにあれは強い。怖い、という気持ちもないではない。

　だが俺はあれにいずれ挑むだろう。どうやって、と問われれば──

「想像する」

「……？」

　俺はリーシェの疑問顔を無視して続けた。

「負けたあとのことを。逃げたあとのことを、でもいい。俺だって恐怖を感じることはある。それでも挑むのは、勝ちたい理由があるからだ。俺は魔物にやられることより幼おさな馴な染じみにボコられることのほうがマイナスの度合いが大きいんだよ」

　俺が仮に刹せつ那な的な恐怖に従い、水竜から逃げたとして。

　それでは何も変わらない。俺は相変わらずあのいけ好かない幼馴染に及ばないままだ。

　水竜から逃げて、変われなかった俺はまた火崎に負けるだろう。それは俺にとってこの世でもっとも不愉快なことなのだ。

「自分にとって一番『怖い』ことは何なのか考える。そうすれば、その場その場の恐怖なんてどうでもよくなるんじゃないか」

　そう締めくくる。

「自分にとって、一番怖いこと……」

　リーシェが俺の言葉を深く落とし込むように反復した。

　こんなアドバイスが役に立つんだろうか。あくまで俺の場合、という程度のものだぞ。

　俺はそう注釈しようとして──やめた。

　斜め後ろを歩くリーシェが、思索に没頭するような顔をしていたからだ。

　俺にとっての一番怖いことは、火崎に勝てずにいること。

　リーシェにとってのそれが何なのかは知らない。だが、きっと何かがあるのだろう。

　星明かりに照らされながら、俺たちはのんびりと帰途を辿たどった。
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　早朝の冒険者ギルドは喧けん騒そうに包まれていた。

「おい聞いたかよ昨日の話」

「聞いた！　マレビトが紋章三つクラスの魔物を倒したってやつだろ？」

「他の腕利き冒険者たちが悔しがってたぜ。何でも『ギルドに情報が張り出される前に』片付けられちまったから」

　冒険者たちは命を懸けて魔物を狩るのが仕事だ。そんな危険な仕事を続けるためには情報交換が欠かせない。だが、今日ばかりは一つの噂が話題を独占していた。

　──先日この街にやってきたマレビトが、紋章三つクラスの魔物を単独で打倒した。

　実際には二人パーティによる戦果だと報告されていたが、冒険者たちが面白がった結果、実質単独撃破と噂が独り歩きしていた。

　依頼を張り出す掲示板の前で、冒険者たちが会話に興じている。

「それにしても強いもんだな、あのマレビト。何とかパーティに引きずり込んどくんだった」

「つーかなんであんなお荷物女と組んでるんだろうな？」

「顔だろ」「顔だ」「あの子見た目はめちゃくちゃ可愛いからな……」

「あー、俺たちが美人じゃなかったからまずかったのか！　女に生まれとけばなあ！」

「お前は女に生まれてもどうせブサイクだよ」

　などと言い合いげらげら笑う。

　そんな会話の中で冒険者の一人が思い出したように。

「しかしあれだな。マレビトが倒したのって等級Ｂの冒険者を潰つぶした魔物なんだろ？　ならもうあのマレビト、等級Ａ並みってことじゃねぇか？」

「確かに！」

「ってことはうちのギルド最強？　灰髪剣士バラツク様とどっちが強つえぇかな」

「いやーマレビトだろ！　あいつはまだ底見せてねえと思うね」

「おいおい声がでけぇよ。バラックに聞かれたらどうすんだ？」

「おっとしまった。今のは内緒にしてくれよな──」







（──聞こえているのだがな）

　騒ぐ冒険者たちから少し離れたギルドのロビー内。

　灰髪の美男子・バラックは、不愉快な気分を押し殺して無表情を保っている。

　このギルドに所属する中でバラックはもっとも紋章の数が多い。戦闘能力、教養、家柄。あらゆることで誰にも負けない自信がある。

　だが、最近の冒険者ギルドは時折彼にとって腹立たしい空気を放つのだ。

　あの黒髪のマレビトが現れてから、バラックは自分に向けられていた畏い怖ふの視線が薄れるのを感じていた。

　バラックは貴族の嫡男だ。じきに家を継ぐことも決まっている。

　だが人の上に立つには弁舌の腕だけでは頼りない、というのが彼の持論だった。必要なのは名声だ。卓越した戦闘能力、華々しい戦果。それによる人々からの尊崇。バラックが冒険者などという身の上にあるのはそれを得るためだ。

　だから彼は現状が気に入らない。

　マレビトばかりが注目を集める今の状況がひどく腹に据えかねる。

（……実績が必要だ）

　あのマレビトを霞かすませ、衆目を再びこちらに向けさせるだけの決定的な実績が。

　ゆえに、彼は動くことにした。

　パーティメンバーの二人に声をかける。

「タトル。【毒】の用意は間に合ったな？」

「はい。何とか」

「クレイン。依頼の確保は？」

「たった今、受注が完了したところです」

「ならいい。行くぞ」

　彼ら三人は、冒険者ギルドを後にした。







「……ん？　は!?　おい見ろ！」

　掲示板の前で一人の冒険者が騒ぐ。

　彼が指さす先を見て、その仲間たちもぎょっと目を見開いた。

「誰が請けやがったんだ？」「うわあ」「死ぬ気かよ……」

　つい昨日までずっとそこにあったはずの、一枚の討伐依頼を思い描きながら。




「──『湖の水竜』の討伐依頼がなくなってるぞ!?」
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「はあああああああああああああ!?」

　ギルド内に俺の絶叫が響きわたった。「アキラうるさい！」と窓口に座るクランが耳をふさいでいる。

　だが俺にとってそれほどまでに衝撃的だったのだ。

　紋章三つクラスのオーガ種──『ケイブオーガ』を倒して式神にしたのが昨日の夜。

　俺とリーシェは冒険者ギルドにそれを報告し、宿に戻り、二人そろって朝寝坊を決め、いつもより少し遅い時間にギルドを訪れた。

　そこで聞かされたのはまったく予想外の情報だった。

　──すなわち、『バラック一味が水竜の討伐依頼を受注した』という。

「あの依頼はほとんど飾りみたいなもので、誰もやらないって話だったろう！」

「あ、アキラさん落ち着いてください」

「あたしに言われても困るよ。あたしもさっき出勤してきたばっかりだしー。聞いたのもアキラが来る直前だったしー」

「ぐう……っ」

　リーシェに止められ、クランに呆あきれたような顔でばっさり切られた。八つ当たりの自覚があるので俺は押し黙るしかない。

　湖の水竜。

　俺が初日に遭遇した水すい棲せい恐竜じみた魔物。

　街の西にある湖に棲すみつき、その極端な強さから誰もが恐れる怪物である。街から討伐依頼も出されているが、他に狩場がいくらでもあるのにわざわざそんなやつを相手にするもの好きはいない。依頼書は掲示板の隅でひらひらむなしく揺れるだけ。

　そのはずだったのだ。

　……高を括くくっていたのは否定できない。

「何でバラックは依頼を受けたんだ？」

「さあ？　手続きしたのは他の人だし。でもまあ、あたしが言えることとしては──」

　クランはあっけらかんと、

「水竜をやっつける作戦でもあるんじゃない？」

　そんなことを言ってきた。

「……いや、待て。あれだ。リーシェ、あいつは確か名誉とかに執着する性格だったよな？　だったら俺が目立ち過ぎたせいでヤケクソになったなんてことも」

「……バラックさんはきちんと勝算をもって動くタイプだと思います」

「まあ紋章四つもあるし、ぶっちゃけ水竜を倒しちゃう可能性もゼロじゃないよねー」

　リーシェ、クランが口々に言ってくる。

　俺はそもそも水竜を打倒するために動いていた。あの凶暴な顎あご。ため込んだ霊力の大きさ。あの水竜を倒し、式神契約を結ぶことが目標だった。

　昨日ようやく水竜戦に役立ちそうな式神を確保し、いよいよこれからというところでバラックたちが先行した。

　万が一。万が一、バラックたちに水竜を先に狩られたら──

「……クラン。バラックたちが出発したのは？」

「今朝早くだね。そろそろ湖に着いてるんじゃない？」

「そうか」

「どうするの？」

　クランの質問に、俺はこう応じた。




「──バラックたちから獲物を横取りする」




「わお」「うぁあ……」

　俺の言葉にクランが面白がるように笑い、リーシェが頭に手を当てた。

　だがこれはもう仕方がない。言葉での交渉でどうにかなるならそうするが、それが駄目なら実力行使も辞さないつもりだ。

「バラックの情報、教えようか？　喧けん嘩かになるかもしれないんでしょ？」

　にやにや笑うクランの申し出に俺は首を横に振った。

「いや、時間が惜しい。リーシェに聞く。昔からの知り合いっていうなら詳しいだろうしな」

　そう言って俺はリーシェを抱え上げ──

「えっ？　ちょっ、待ってください！　この体勢は何ですか!?」

「お前の歩くペースになんか合わせてられるか。このまま走って湖まで行く。その間にバラックのことを教えてくれ」

「それはいいんですが、あの、せめてもう少し優しい持ち上げ方をしていただけませんか!?　片手で抱えられるのすっごく不安なんですが！」

「じゃあクラン、行ってくる」

「行ってらっしゃい。ちゃんとバラックぶっ飛ばしてきてね」

「任せろ」

「聞いてます!?」

　そんなやり取りを最後に俺はギルドを出た。

　途中でリーシェの悲鳴が聞こえたが気にしないことにした。
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　リーシェを抱えたまま森の中を突っ走る。

　速度は平時の五倍くらいだろうか。【霊力装甲】によって脚力を強化し、跳躍を繰り返すようにして進行していく。最初のうちは悲鳴を上げていたリーシェも今では諦あきらめきったように手足を脱力させていた。叫び過ぎて疲れたのかもしれない。

　街と湖の間に横たわる『西の森』。

　思えばここに来るのは異世界に来た初日以来だ。ずいぶん懐かしく感じる。

（──いた）

『西の森』の奥で、俺は見覚えのある灰色の髪を発見した。

　バラックだ。パーティメンバーの残り二人もいる。湖のほとりで何か作業をしているようだった。足元には何やら大量の──壺つぼ？　らしきものが置かれているが、今のところ水竜と交戦している様子はない。つまり。

「間に合ったか……！」

　俺がずざあっ！　と靴底でブレーキをかけると、バラック一味三人が揃って振り向いた。

「おっ、オマエどうしてここが──」

　バラックの仲間その一、もとい【毒】使いの男が俺を見て驚きよう愕がくする。それを無視して俺はリーシェをその場に下ろした。ぜーはーと荒い息を吐くリーシェ。

　俺とリーシェを見て、バラックがすっと目を細める。

「──来たのか」

「あ？」

「予想はしていた。いいや、そもそもマレビト君、きみがこの街にきた日から予想しておくべきだった」

　バラックが何を言おうとしているのか俺にはわからない。

　だが、どうやら俺が追いかけてくることは想定していたようだった。

　……ふむ。俺が水竜を狙っていることを吹ふい聴ちようした記憶はないが。

　バラックはまるで密室殺人のトリックを解明した名探偵のように鋭く俺を指さし。




「マレビト君──きみはそこの落ちこぼれに唆され、私から名声を奪おうとしているのだろう？」




　やつは何を言っているんだ。

　前方に立つ灰髪の剣士は、さも自明の理であるようにリーシェを一いち瞥べつし、

「貴様は私に見下されたことを逆恨みし、私に復ふく讐しゆうする機会を窺うかがっていた。そんな中現れた強力な【雷】の魔法を操るマレビト君に目をつけ、その不相応に優れた容姿で彼を篭ろう絡らく。彼を活躍させることで、ギルド内における私の評判を霞かすませようとした！　違うか！」

　湖のほとりに響き渡る迷推理。心なしか最後の『違うか』にエコーがかかっているように感じる。バラックの表情もどこか満足げだ。

「誤解です！　ろろっ、篭絡なんて！　わたしはそんなことできません！」

「ふん……信じられるはずがないだろう。自分ではかなわないからと他者をけしかけようとは見苦しい」

「してませんってば！」

　何かどうでもよくなってきたなこいつら。

　俺はそんな話よりも、バラックの仲間二人が何をしているかが気になりつつあった。

　バラックたちの足元には何やらずんぐりとした壺が大量に置かれているのだが……

「そうでもなければ、そのマレビト君が異常なほど強い魔物に執着することの説明がつかない。金に興味があるようにも見えないのに、強い魔物とばかり戦いたいだなんて普通に考えておかしいだろう？」

「普通に考えておかしいって……それは……そうですが……！」

「そら見たことか！　やはり貴様が私を妬ねたんでそのマレビト君を利用したんだ！」

　どうもさっきから、バラックの後ろで仲間の二人がずっと壺の中身を湖に注ぎ込み続けているのだ。あいつらは一体何をしているんだろう。

　よくよく見れば中身はえげつない紫色。腐ったようなにおいがこっちにまで漂ってくるような気がする。……嫌な予感がしてきた。

「しかしその下げ賤せんな企たくらみも今日で終わりだ。私はかねてより、この湖に巣くう悪しき水竜を討伐する計画を進めていた」

「計画……ですか？」

「ああ。湖の水竜は強力な魔物だ。徒党を組んだ紋章三つの冒険者を容易たやすく屠ほふったと聞く。四つの紋章を持つ私とて苦戦は免れないだろう。よって……」

　バラックはどこか得意げに。

「──この湖に大量の【毒】を流し込むことにした」

　そう、のたまった。

「ど、く……？」

「ああ。そのためにあの素行の悪い【毒】使いをパーティに引き入れた」

　啞あ然ぜんとするリーシェ。得意げなバラック。

「この壺に入っているのは紋章二つの【毒】使いが作った猛毒だ。これを使えば湖の中の生物を弱らせることができる。それは水竜とて例外ではない」

「……ッ、待ってください！　水竜の討伐依頼が出ていたのは、この湖を街の水源として利用したかったからです！　そんな場所の水に毒を流したら本末転倒じゃないですか！」

「知ったことか！　私に必要なのは名声！　民からの尊敬！　それだけだ！　……心配せずとも湖の汚染は時が経てば薄まるだろう。【薬】使いの助力があれば数年で元の水質に戻るはずだ」

　ああ、なるほど。

　バラックの奥で仲間の二人がせっせと湖に流し込んでいる壺の中身は毒なのか。

　水竜を弱らせるための。

　確かにあれだけ大量の壺の中身をすべてぶちまければ湖の中身を多少変えることくらいはできるかもしれない。

　……ほう。

「バラックさん！　それはいくら何でも──」

「【翡雷爪】」

　ズガァン！　と音を立ててバラックの後方の二人が翡ひ翠すい色いろの雷撃に撃たれた。彼らが手に抱えていたものも含め、足元に大量に置かれた毒入りの壺をすべて巻き添えにして。

「──ッ！」

「なに……？」

　リーシェが絶句し、バラックがゆっくりと俺を見る。

　たった今霊術によってパーティメンバー二人もろとも毒壺を吹き飛ばした、俺を見た。

　リーシェはぎこちなく俺を振り返り、びくっ！　と肩を震わせた。

「あ、あの……アキラさん？」

　俺はその声に答えることなく。

「──余計なことしやがって」

　びきり、と額に青筋を立てて。右手のみならず全身から火花を散らして。

　苛いら立だちをそのまま乗せて告げる。

「あれは俺の獲物だ。手を出すな」

　せっかく戦闘が始まる前に追いついたと思ったのに。

　水竜は俺が単身で倒すことに意味がある。他の魔物ならまだしも、水竜だけは駄目だ。あれは火か崎ざきを倒すためのものだ。そして、『誰かの助力で得た』式神で火崎に勝ったところで意味がない。

　俺は俺の力で火崎を倒す。

　そのためには水竜を式神にする過程にもケチをつけたくないわけだ。

　端的に言うなら『邪魔すんな』。

「……やってくれたものだな」

　バラックは無表情で中身ごと丸焦げにされた毒壺を見やってから、俺へと視線を戻す。

「長い時間をかけた計画が台無しだ」

　するりと腰から二本の木剣を抜き。

「落とし前をつけさせてもらおう、マレビト君！」

　灰髪の剣士は、俺に向かって突っ込んできた。
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　──バラックさんの紋章は【力】二つと【鋼】二つです。

　湖に向かう道中、リーシェはバラックの魔法について教えてくれた。

　──遠距離の攻撃手段はないはずです。でも、そんなことは問題にならないほどバラックさんは強いです。

　──もし、万が一、どうしても戦うことになったなら。

　──絶対に懐に入られないでください。

　そう、リーシェは言っていた。







（……なるほど）

　納得する。どうりでリーシェが警戒を促すわけだ。

　木剣を抜き、俺目がけて突っ込んでくるバラックのスピードは確かに尋常ではない。

「【翡雷爪】！」

　右手に霊力を集めて振り抜く。カウンター狙いで雷撃を放つが──驚くべきことに、やつはほとんど速度を落とさず回避してのけた。

　接近を阻むのはもう無理だな。俺は左目に【妖よう析せき眼がん】を発動し、さらに【翡雷爪】を両手両足に割り振った。さらに【霊力装甲】も張る。完全な近接戦仕様。

「はあっ！」

　振り下ろされた木剣を後退して回避。

　バラックはそれも読んでいたようにもう片方の木剣を突き出し追撃してくる。俺は強化した右手でガードした。途端、おそろしいまでの衝撃が脳天に響く。

（これだけ強化しても相殺しきれないか……！）

　バラックの紋章、【力】魔法。これは身体能力を強化するものらしい。【霊力装甲】に近いものだろう。事実、霊気を探査する【妖析眼】からは霊力を足や腕、胴に集めるバラックの霊力分布が視認できる。

　紋章の数が増えるほどに魔法は強力になるという。

　確かにこれは、うん。少なくとも身体強化という面においては。




　バラックは、完全に俺を超えている。




　とはいえ俺は【妖析眼】で敵の魔法を先読みできる。バラックの霊力を絶えず観測し続けることで、攻撃のタイミングを計る。近接戦と先読みを両立させるのはシビアだが、できなくなれば俺は即座にバラックの木剣に吹っ飛ばされるだろう。

　だが──それがどうしたというのか。

　ああ、確かにバラックの身体強化は俺以上だ。スピード、攻撃の重さ。どちらも俺ではかなわない。しかしそんなこと俺にとっては問題にならない。

「なっ……」

　バラックの顔が歪ゆがむ。

　俺がバラックの猛攻に対処し始めたからだ。

　バラックは確かに近接戦において俺よりも優秀だ。とはいえ。

（──火崎に比べたらただの雑魚だ）

　俺はこの灰髪の剣士よりはるかに強い術士に日々喧けん嘩かを売ってきたのだ。今更俺より少し強い程度の人間相手に動じるわけがない。

　余裕があれば回避。

　なければ近接【翡雷爪】プラス【霊力装甲】で強化した拳こぶしで迎撃。真っ向から殴ると弾はじき返されるので手の甲を添えるように受け流す。

　受け流す。

「──ッ！」

　まさか素手の俺にさばかれるとは思わなかったのか、バラックは体勢を崩した。隙ありとばかりに腰をひねって右の足刀。バラックは舌打ちをしてから飛びずさる。

「……なぜ」

「あん？」

　バラックはぎりっと歯を食いしばり──再び俺に肉薄、剣を叩たたきつけてきた。俺はそれを受け止め押し返す。ばちっ、ばちっ、と翡翠色の火花が散る。

「それほどの腕がありながら、なぜあの女などに加担する！　あれは私を逆恨みし、嫉しつ妬とし、足を引っ張ろうとする俗物だぞ!?」

「……」

「きみは利用されているんだ！　それがわからないのか！」

　吠ほえるバラックの顔はいたって真剣そのものだった。

　利用されている？　俺が？　少し離れた場所から俺たちの攻防を緊張した面持ちで見守っているあのリーシェに？

　確かに俺はリーシェとの付き合いは長くない。

　バラックとは冒険者になる以前からの知り合いだと言うし、バラックはリーシェという人間について俺より多くのことを知っているのだろう。

　ではバラックの言葉が真実なのか？　そんな馬鹿な。

「お前はあれだ。見る目がないな」

「なんだと……？」

「チンピラまがいの【毒】使いを仲間にしてるところもそうだが……節穴にもほどがあるぞ。リーシェが俺を唆かす？　頭の中がお花畑のあいつにそんな真似ができると思うのか」

「……」

　視界の端でリーシェが不本意そうな顔をしているのが見えたが無視する。

「それにな、お前はどうもリーシェを見下してるようだが、あんまりいい気になるなよ。確かにリーシェはどんくさくて不器用で魔法の腕はゴミ同然だが──」

　脳裏によぎるのはここしばらくの記憶だ。

　毎日のように俺が課すハードな訓練を文句ひとつ言わずやり遂げる。

　魔力が切れてぶっ倒れるまで修行を止めようとしない。

　そうやって、弱い自分を変えようとあがいている。

　失敗して、落ち込んで、それでも前を向く。小さな一歩を積み重ねて進んでいく。




「──あいつはじゅうぶん立派な術士だぞ」




　名声なんかを気にしているお前よりずっと。

　そう続けた俺に、バラックはとうとう吠えた。

「……もういい！」

　俺に摑つかまれた木剣を捨て、後方に跳んで距離を取る。

「どうやらきみはあの女に完全に丸め込まれているようだな。見損なったぞ！」

「いや、だから」

「こうなれば剣で決着をつけるしかないだろう！」

　こいつは本当に人の話を聞かないな。イライラしてきた。

「我が名はバラック。『鋼こう剣けん』のバラック！」

　やつがそう名乗りを上げた直後。

　バラックが持つ木剣に大量の霊力が流し込まれた。硬質な音を上げて木剣の表面が銀色に覆われていく。いや、覆われるのみならず──巨大化した。

　今や木剣の名残はほとんどない。バラックが持っているのは、木剣の剣身だけを無む暗やみに伸ばしたようなおそろしいまでの長剣だった。刃は鋼で作られた銀塊。刃渡りは目算で五メートルほどまで伸長している。

　バラックの紋章は【力】二つに【鋼】二つ。なるほど、これが【鋼】魔法の効果か。

　あれだけの巨剣となれば重量も相当なものだろう。バラックの強力な身体強化があるからこその大技というわけだ。

　俺がほとんど反射的に右手から火花を散らすと、バラックはフンと鼻で笑ってきた。

「これを見て交戦の意志を失わないのは結構なことだが……あらかじめ無駄だと言っておこう。遠距離の魔法は私には当たらないし、きみの間合いには入らない。きみの持つ【雷】魔法では私を倒すことはできない」

「……」

　バラックの言う通りだ。

　遠距離攻撃の【翡雷爪】では、身体強化したバラックをとらえられないだろう。回避され、俺は隙を晒さらし、バラックのあの巨剣をもろに食らうという光景が目に浮かぶ。

　かといってあの剣のリーチを鑑かんがみるに、近接【翡雷爪】では絶対に届かない。接近する前にぶった斬られてしまう。

　俺はそこまでシミュレーションを行い、そのうえで言った。




「やれるもんならやってみろ、突撃しか能のない脳筋野郎が」




「貴っ様ァアアアアアアアアアアアア！」

　俺の暴言に激高しバラックが突っ込んでくる。剣の間合いに入った瞬間銀色の巨剣を俺目がけて薙なごうとする。その刃が届くより早く俺は呪じゆ言ごんを紡いだ。

　──式神顕現。

「な、あ……っ!?」

　バラックが目を剝むいた。

　巨剣による一撃が防がれたから。それもあるだろうが、何より。

　自分の攻撃を防いだのが──それまで影も形もなかった灰色の獣だったのだから。

　強きよう靭じんな爪によって剣を押し返されながら、バラックは声を上げる。

「馬鹿な！　なぜこんなところに魔物が……！」

　バラックは誤解しているが、やつの前にいるのは魔物ではなく式神だ。

　巨大なイタチに似た妖怪、『雷らい獣じゆう』。名前はライカ。俺の相棒。

「なあ、お前俺のことを単なる【雷】使いだと思ってただろ」

「くっ……」

　返事はない。バラックはライカとの押し合いに必死なのだ。ライカは爪に俺よりも強い翡ひ翠すい色いろの雷を纏まとわせ、今にもバラックを剣ごと押しつぶそうとしている。

　俺はバラックのそんな余裕のない顔を見ながら少しいい気分になっていた。

　ああ、顔のいい男が苦しんでいるところを見るとスッとするなあ。

「それ誤解だからな。まあ、本当はどんな能力かなんて教えてやらんが」

　右手の数珠じゆずに霊力を込める。

　引き出すのは別の式神の力。昨日得たばかりの。

　試し打ちをさせてもらおう。

「式神憑ひよう依い、【洞どう鬼き腕かいな】！」

　直後、バラックの真下で地面がひび割れた。

　そこから勢いよく伸び上がる石製の腕。昨日式神にした『ケイブオーガ』の能力だ。

　ライカと押し合いをしているバラックにそれを避よけることはできない。

　──以前俺はクラン相手にこう言った。

『仮にあいつが式神探しの邪魔をしてきたら、その時は景気よくぶっ飛ばしておこう』

　有言実行。

　撃ちだされた岩の拳がバラックの顔面をアッパーカット気味に殴り上げ、吹っ飛ばす。

　数秒後、はるか遠くの湖で。

　水音とともにバラックが落下したことによるしぶきが上がった。
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「本当に……勝ってしまいました……」

　リーシェが呆あつ気けに取られたように呟つぶやいた。

　俺はぐりぐりと肩を回し、

「結構強かったな」

「け、結構って──バラックさんは街のギルドで一番強いひとだったんですよ!?　十年に一人の天才って言われてるくらいの……！」

　俺はそれを聞いて思わず鼻で笑いそうになった。ああそう。俺の大嫌いなやつは百年に一人の天才って呼ばれてるけどな。

「ば、バラックさんッ！」「噓だろ……あの人がやられるなんて！」

　湖の近くで騒いでいるのはバラックのパーティメンバーである二人だ。【翡雷爪】で気絶させたはずだったが、俺がバラックと戦っている間に目を覚ましたらしい。

　今は湖のほうに必死に呼びかけている。

　……ん？　湖？

「……ちょっと行ってくる」

「待ってくださいアキラさん！　どうして上着を脱ごうとするんですか!?」

　まずい。バラックが湖から上がってこない。このままでは溺でき死ししてしまう。

　さすがに殺すつもりまではなかった俺は、湖に飛び込んで救出に向かおうとしたが──

『……くるる』

　ライカがぴくりと反応したのを見て、気付いた。

　何かが近づいてくる気配に。

　知っている感覚だった。ぞくり、と肌を刺すような悪寒。最初にここに来た時と同様の。

　途方もない『何か』が近づいてきているような気配。

「……揺れ、てる？」

　リーシェがぽつりと呟いた。確かに地面がぐらついている。

　ほとんど同時に湖から何かが飛んできた。灰髪の剣士、バラックだ。凄すさまじい勢いで飛んできたバラックは気を失っているようで、ドッ！　と地面にぶつかるなりバウンドして糸の切れた人形のように転がった。

　リーシェが短い悲鳴を上げる。気絶したバラックの胴には、凄せい惨さんな嚙かみ痕あとが刻まれていた。

　ああ、そうか。来たのか。俺は確証を得た。

　湖に流し込まれた毒。戦闘の騒音。灰髪の、やつの領域への侵入者。そのどれもが癇かんに障ったはずだ。

　そして、それは現れる。

　水面を突き破って。

　怒りに双そう眸ぼうをぎらつかせて。




『ギィィオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　水竜の──湖の主である巨大な竜の咆ほう哮こうが、俺たちの耳をつんざいた。
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　初めてそれを見たとき、俺は恐怖を覚えた。

　水中で追い回され、殺されかけ──見逃された。

　次に抱いたのは期待。

　あの魔物を従えることができれば。

　あの規格外の化け物の霊力を借り受けることができたら。

　俺は火崎に対抗できるんじゃないか。

　そんなふうに思った。







『──ォオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　水竜が出現したのは岸からおよそ五十メートルは離れた場所だった。

　それだけ離れているのに強烈な圧迫感が俺を襲う。

「……ひ、あ」

　リーシェは短く呻うめき、よろよろと後退して尻しり餅もちをついた。目じりにはうっすらと涙が浮かんでいるようにも見える。膝ひざが震えているのがひと目でわかる。

（……まずいな）

　バラックの仲間二人も同様だ。湖にもっとも近い位置にいるあいつらが一番危険だというのに、水竜の咆哮に射すくめられて動けずにいる。

　水竜の周囲で霊力が渦巻いた。術の前兆だ。俺は舌打ちをして駆け出した。

「どけ！」

　バラックの仲間二人の首根っこを摑つかみ、後ろに放り投げる。入れ替わるように前へ。

【妖析眼】に映る水竜の霊力が一気に膨張した。

『ォオアッ！』

「【翡雷爪】！」

　水竜の周囲でどす黒い水が渦を巻き、槍やりを形成する。水の槍は掘削機めいた音を立てて水面を突っ切りこちらに突っ込んできた。俺は全身の霊力を集めた雷撃でそれを撃ち落とす。

　轟ごう音おん。

「ッ……」

「ぎゃああああ！」

　霊術の衝突によって衝撃波が生まれ、湖面を荒く波打たせた。後方ではバラックの仲間が踏ん張り損ねて転がっていく気配がする。

　衝突の余波を誰よりも近くで浴びながら──俺は。

「はは」

　笑った。

　今の俺の表情をリーシェが見たら引くかもしれないな。何しろこの世界に来てから一番、欲望が前面に出た笑みだ。

　あの水竜は強い。この世界で見たどの魔物よりも圧倒的に強い。心臓が脈打ち、思わず口角が吊つり上がってしまう。

「はははっ……！」

　あの魔物が欲しい。

　あの力が欲しい。

　水竜がどれだけ強いかはこの世界に来てすぐに思い知っている。あの時の恐怖もよく覚えている。逃げるべきだと理性が言う。

　そういうややこしいものをすべて放り投げて、一歩前へ。

　どのみちあの怪物は自らの領域を荒らした人間たちを許すまい。逃げようとすればさっきの水の槍が俺たちの背中を貫くだろう。

　だが俺にとっては好都合だ。予定より少し早いがまあいいさ。

　前回は負けたが、そんなことはもう記憶の彼方かなた。

　俺はこの時を待っていた。

「──今日は勝たせてもらうぞ」

　俺は右手から火花を散らし、交戦の意志を示した。







　黒く渦巻く水の槍が次々に俺へと襲い掛かってくる。

「当たるかっ……！」

　例によって左目に展開した【妖析眼】で術が発動するタイミングを計り、それらをやり過ごしていく。水竜と戦うにもまずは近づかないと話にならない。距離が五十メートルもあっては雷撃も届かないからだ。

　だから俺は湖の上を疾駆する。

【霊力装甲】の派生、【浮う靴か】。足裏に霊力を集めることで水面を足場に変える霊術だ。これを発動している限り俺は水面だろうと普通に駆け回ることができる。

　前回とは違う。水中戦ではなく、『水上戦』。

　距離三十メートル。

「【翡雷爪】！」

　俺は溜ためていた雷撃を思い切り放出した。押し寄せていた水の槍を吹き飛ばす。槍を形成していた黒い水が弾はじけて周囲に散った。奥の水竜と視線が交錯する。

　俺は距離を保ったまま雷撃を連発した。そのたびに水の槍で相殺される。威力は互角──だが、持久戦になれば俺に勝機はない。俺と水竜では保有する霊力量が違いすぎるからだ。おまけに俺はさっきバラックとやり合ったせいで消耗している。

「らあっ！」

　湖面を蹴けり、水竜の視界外に回り込む。雷撃を放つが、また水の槍に阻まれた。それどころか俺の【翡雷爪】で相殺しきれなかった数本が俺に襲い掛かってくる。

（どんな性能だよ……！）

　俺は思わず舌を巻いた。

　一つ一つが【翡雷爪】に匹敵する威力を備えた水の槍。手数は段違い。

　これが水竜の魔法か。ふざけやがって。

『ギィオオオオオオオオオオオオッ！』

「ぐっ……！」

　水竜の周囲に黒い水の球が浮き上がり、そこから凄まじい勢いで回転する水の槍が放出される。二十に及ぼうかという手数。俺はたまらず体内の霊力のほとんどを足に集めて後退した。水の槍が湖面を穿うがち、凄せい絶ぜつな水しぶきを上げる。一瞬の視界不良。

　反撃だ、と右手に火花を散らしたところで。

（──いない!?）

　水竜の姿が消えていることに気付いた。

　周囲を見回す。いない。【妖析眼】による探査を全方位に行い──さっと血の気が引いた。

　湖の中。

　真下に巨大な霊力反応。

『ォオオオオオオオオオオッ！』

「……ッ、くそ！」

　なりふり構わず全力でとびのいた。直後、俺のいた場所を水中から浮上してきた水竜の顎あごが嚙み砕くだいた。がちんっ、と壮絶な音を立てて牙きばが鳴る。

　一秒、逃げるのが遅れていれば俺の胴は嚙み千切られていたはずだ。

　ぞっとする。俺は思わず口元を引きつらせた。

　水の槍で俺の気を引き、自らは水中に潜伏。下方から俺を牙でとらえようとした。

　痛感する。

　ここは湖の上。水竜のホームグラウンド。

　俺が足場の維持に集中力を割く中、水竜は縦横無尽に動き回る。ハンデもいいところだ。

（……上等！）

　俺は目を細め、いっそう翡ひ翠すい色いろの火花を散らした。

【翡雷爪】は敵の魔法に阻まれる。

　反撃に放たれる膨大な数の水の槍。それらの合間に繰り出される、水竜本体の凶悪な牙。逃げ回るだけで俺は霊力を削られていく。

　もともと湖の上なんて場所は俺にとって不利だとわかりきっている。

　だが俺はあえてここに踏み込んだ。

　もちろん企たくらんでいることはある。

　まずは、この戦闘が始まって以来一度も使っていない、左手。

（式神憑ひよう依い──）

　ここは湖の上。

　だがはるか下方、湖の底には地面が存在する。そこが起点。

「──【洞鬼腕】！」

　直後。

『ィイッ!?』

　湖面を真下から割って、巨大な石腕が水竜の背後に出現した。

　ケイブオーガの霊術だ。地面から石製の巨腕を出現させる。また、この腕は術士の意志で動かすことができる。

　俺がわざわざ湖の上まで出てきた理由の一つがこれだ。地上と異なり、湖の底から伸びてくる攻撃を事前に察知するのは不可能だろう。

　石の腕はぐっとその手のひらを開き、水竜の首を摑んだ。

『ギィ、ォオオオッ！』

　当然水竜は暴れる。冗談のような馬力で首を振られ、石の腕には簡単に亀裂が入った。びしり、びしり、と石の表面が剝はく落らくしていく。

　……まあ、昨日契約したばかりの式神の霊術だ。そこまで強力とはいかない。

　だがそれでいい。懐に手を突っ込み、符ふ呪じゆを取り出す。それを石の腕に張り付けた。すかさず起動。

　水の槍がある限り、俺の雷撃はいくら撃っても水竜まで届かない。だが、直接その首を摑んでいる石の巨腕を介してならやりようはある。

「【翡ひ雷らい電でん】！」

『ギィッ……!?』

　霊れい纏てん符呪を介した放電攻撃。石腕伝いに送り込まれた翡翠色の電撃が、水竜の巨きよ軀くをびくりと震わせる。

　水竜の動きが止まった。

　これならもう、湖の中に逃げられることはない。逃がすことはない。

　お膳ぜん立だてはここまで。

「──ライカ」

　俺が水竜の近くをうろちょろしていた理由。

【洞鬼腕】と霊纏符呪による【翡雷電】で水竜の動きを止めた理由。

　すべては、この一撃のため。




「【翡ひ雷らい砲ほう】！」




『くるるああああああああああああああああああああああああッ！』

　視界が翡翠色の閃せん光こうに染まった。

　岸に残していたライカが、大きく開いた口から『砲撃』を行ったのだ。

　俺たちの扱える中でもっとも威力の高い霊術。

　それも撃てるのはライカ本体だけ。

　それほどまでに制御が難しく、強力な遠距離攻撃。

　それは【洞鬼腕】によって動きを止めた水竜へと驀ばく進しんし、衝突。あたり一帯にまばゆい薄緑色の光が満ちる。

（……当たった）

　俺は思わず拳こぶしを握った。

　溜めが大きい【翡雷砲】は、扱いづらさに見合うだけの威力を秘めている。あれの直撃を受ければいかにあの水竜といえど無事では済まないだろう。何しろもとの世界で試し撃ちをしたら、はるか彼方の山がえぐれて変形したくらいなのだから。

　水の槍やり程度では防ぎようがない。

　加えて、直前に【翡雷電】を浴びた水竜は湖に逃げ込むこともできなかったはずだ。

　勝った。

　間違いなく、勝った。

　俺たちの──




『ギィオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　だが、次の瞬間にその幻想は打ち砕かれる。

　翡翠色の閃光が薄れ、回復した視界の先には、黒色の鱗うろこを持つ水竜が怒りに目をたぎらせていた。

　無傷。

「なっ……」

　何だそれ。

　何だよ、それは。

　思い出されるのは一つの記憶。

　俺は初めて水竜に遭遇したとき、咄とつ嗟さに【翡雷爪】を撃った。それは確かに命中したはずだが、水竜には傷一つなかった。

　あの時と同じだ。だが、今回はしっかりと見えた。

　水竜の周囲を、黒い水の渦が覆っている。まるで墨を溶かした水が荒れ狂っているような様相だった。ごうごうと音を立てながら蠢うごめく半球状の渦は、まるで食い尽くすように翡翠色の火花を飲み込んでいく。

　あの黒い水の膜が、【翡雷砲】を防いだのだ。

　完かん璧ぺきに、防ぎ切った。

「……くそが」

　水竜が強いのは知っていた。

　だがここまでとは思っていなかった。

　じわり、と胸の奥で後ろ向きな感情が生まれる。冷や汗が背中を伝う。

『──ィオオッ！』

　水竜が吼ほえ、大量の水の槍が殺到してくる。俺は【翡雷爪】で迎撃を試みるが、動揺が動きを鈍らせた。体勢を崩してしまう。

　その隙を狙い打たれた。

「ぐあっ！」

　大きくその長い首を振った水竜に、盛大に弾き飛ばされる。巨大な槌つちで腹を殴られたような衝撃。びし、ばき、と腹の奥で何かが軋きしむ音。

　俺は数十メートルも吹っ飛ばされて転がされた。

　転がされた──そう、湖の岸まで飛ばされたのだ。激しく咳せき込み、ぼたぼたと口から地面に血が落ちる。

　立ち上がる前に追撃が来た。

　湖から絶えず連発される水の槍。間合いは離れたはずなのに、さっきとほぼ等しい威力が保たれたまま回転する水の武器が俺を脅かす。

「げほっ……【洞鬼腕】」

　目の前の地面から石の腕を三本出現させ、手のひらを盾代わりに水の槍を防ごうとする。だが耐久性が低く、水の槍の猛攻を防御しきれない。飛び散った破片が俺を打ち据えた。

　水竜の攻撃は止まない。

　次々と水の槍が迫ってくる。

　一撃でも食らえば即死しかねないような凶悪な魔法だ。俺は必死に動きながら【翡雷爪】で迎撃を重ねた。陸に戻ったことでライカと合流できたため、湖の上で戦っていた時よりも防戦はやりやすくなっている。

　だが、このままではジリ貧もいいところだ。

　反撃しないと。

　反撃。

　──どうやって？

「はっ……」

　雷撃を放ち、水の槍を防ぐ。だが徐々に威力が落ち始めているのが自分でもわかった。撃ち漏らした水の槍が頰をかすめていく。

【翡雷爪】はこの距離では届かない。

【洞鬼腕】では、不意をついてさえ水竜の動きを一瞬止めることしかできない。

【翡雷砲】は、あの黒い水の膜によってついさっき完全に止められた。

【妖析眼】も、【霊力装甲】も、【浮靴】も、この状況をひっくり返すことはできない。

　水竜の猛攻は止まらない。

　水竜は徐々に岸に接近してきている。そのたびに水の槍は命中精度を増し、威力を上げる。また防ぎ損ねた。わき腹が裂けて血が飛び散る。

（……あー）

　知っている。

　俺はこの感覚を知っている。

　手札が一枚ずつ奪われていくような。

　選択肢が一つずつ削られていくような。

　火崎と相対しているときによく感じるものだ。

　負けの気配。

　敗北の匂い。

　力が及ばず惨めに膝ひざを折るときの、慣れ親しんだ、空虚な感覚。

（俺の、負け？）

　戦闘とは力の比べあいだ。手持ちの武器を全部並べてその合計値が高いほうが勝つ。そこには信念も高尚な想いも強い願いも介在しない。

　俺は足りなかった。

　力が足りなかった。だから負ける。

　ふらりと足がもつれる。血が減ったせいか、どうも視界がかすむ。気付いたときには水の槍が無防備な俺へと迫っていた。

「……くそったれ」

　俺は目を見開いたまま来る衝撃に備えて。その、直後。




　背後から俺を追い抜いた人影に、驚きよう愕がくした。




「──は？」

　間抜けな声が漏れる。

　見慣れた水色の髪の少女が、両手を広げて俺の前に立ちはだかっていた。
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「──強い子に産んであげられなくてごめんね」

　ごくたまに。

　リーシェの母は、リーシェに対してそう言った。

　リーシェは貴族の家に生まれた。

　貴族は強い魔法使いが生まれることが多い。というか、そうなるように結婚相手を決めるのだ。貴族は民衆からの尊敬を集めるため、より多くの紋章を次代に継がせようとする。

　父親は強い魔法使いだった。

　母親も優秀な魔法使いだった。

　だが、リーシェは違った。

　紋章一つの出来損ないとして生まれた。魔法の才に恵まれなかった。家を継ぐには不安が残ると見なされた。

　だが、両親がリーシェを見放したかと言えばそんなことはまったくない。

『花嫁修業よ！　素敵な女性になって、優しくて誠実な旦だん那な様を見つけるの！』

　特に母親は俄が然ぜんやる気で、家を継ぐことのできないリーシェに対して思い切り世話を焼いた。家を継げないなら他家に嫁ぐしかない。

　教えられたのは主に料理と裁縫。リーシェの母は貴族出身で家事をやる必要などないくせに、それらの腕を磨くのが好きだった。そのスキルを余さずリーシェに伝えた。

　リーシェは、魔法の腕を受け継げなかった。

　家を継ぐには値しないと判断された。

　それでもリーシェは、厳格な父と、奔放かつ優しい母を尊敬していた。

「──強い子に産んであげられなくてごめんね」

　そう言う母に、いつもリーシェはこう言うのだ。

「わたしはお母さまに産んでもらえて幸せでした」

　リーシェは、両親のことが大好きだった。







　時は流れて。

　貴族の子供の多くがそうするように、リーシェはやがて貴族学院に通い始め──そこでごくごく当然のように落ちこぼれの烙らく印いんを押された。

　貴族の子供は優秀な遺伝子を持つため、紋章の数が平民より多い。リーシェを除く全員が二つ以上の紋章を持っていた。

　貴族にとって紋章はわかりやすいステータスだ。

　紋章を一つしか持たないリーシェは、当たり前のように蔑べつ視しされた。

　それも仕方ない、と思った。資質で劣るのだから見下されるのは避けられない。

　リーシェは何を言われてもひたすら耐えた。

　惨めな落ちこぼれ。学院の品位を下げる厄介者。優れた容姿にものを言わせて男子学院生をたぶらかす悪女──

　どんな悪あく罵ばにも言い返すことはない。

　なぜなら自分は弱いから。

　どんな言いがかりを受けても歯向かってはいけない。

　立ち向かったところで、自分よりはるかに強い魔法使いたちに叩たたき潰つぶされるだけだ。

　心を殺せ。耳をふさげ。自分の身を守れ。

　そうやって。




『──お前みたいな欠陥品を産んだ両親も、どうせくだらない人間なんだろう？』




　自分の大好きな人たちを罵倒された時さえも、仕方ないと無言を貫いて。




　リーシェは自分に、『噓』を吐いたのだ。




　　　　[image: まーく]




『ギィオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　黒色の鱗うろこを持つ巨竜が怒声を上げる。

　リーシェの前方では、激しい戦闘が行われていた。

　翡ひ翠すい色いろの雷撃が放たれ、それを水竜の凶悪な霊術が跳ね返す。強力な魔法がぶつかり合って衝撃の余波がはるか後方にいるリーシェにまで届いていた。

「……すごい」

　へたり込んだままリーシェは愕がく然ぜんとした。

　知っていた。

　ずっと行動を共にしていたマレビトの青年の実力は知っていたはずだった。

　とんでもない。彼は今の今まで全力などかけらも出していなかったのだ。今まで倒した魔物たちをすべて『雑魚』と一いつ蹴しゆうするのも納得できてしまう。

　彼らの戦場は何と湖の上。

　水を踏みしめ、アキラは地上と同じように機敏に動き回り、水竜と紙一重の戦闘を繰り広げていた。

「なんだ、あれ……」

「どっちも化け物じゃねぇか」

　そう呻うめくのはバラックのパーティメンバーの二人だ。

　彼らは気絶した状態で地面に転がるバラックのそばで応急処置をしているようだった。

　彼らの言葉はリーシェにはよく理解できた。

　アキラと水竜の繰り広げる激戦に、見入ってしまう。

　だが、その均衡も長くは続かなかった。

「──ぐあっ！」

　水竜が大きくスイングした首に引っかけられ、アキラが盛大に吹っ飛ばされる。リーシェたちがいる岸まで飛ばされ、着地に失敗して砂すな埃ぼこりが上がった。

　アキラが湖上での戦闘を仕掛けたのは陽動のため。

　ライカによる砲撃への布石。

　だが、それはたった一つの防御魔法によって阻まれた。

（……うそ）

　リーシェは絶句する。

　ライカが放った魔法──翡翠色の熱線には、想像を絶する威力が込められていたはずだ。だというのに、水竜は無傷。完全防御。

　反則だ、とすら思った。

　でたらめだ。理不尽だ。こんなの、どうしようもない。

　当然のようにそこからアキラは目に見えて追い詰められた。

　襲い来る水の槍やりの群れを相殺しきれず、被弾。

　傷が増えていく。

「……ッ」

　ライカとともに水竜の猛攻を凌しのいでいるが、それもいつまで続くかわからない。

　水竜は湖面を滑るように、岸に少しずつ近づいてきている。術者が距離を詰めたことで、徐々に水の槍の威力が上がっていく。

　完全な下り坂。消化試合。

　アキラが打てる手がなくなっていくのがわかる。

　戦闘の決着が近づいている気配がした。

（このままだと……）

　アキラは死ぬ。やられてしまう。

　リーシェはそう直感した。

　思わず立ち上がる。

　立ち上がって──そこで、動きを止めた。

　アキラは大切な相方だ。魔法を教えてもらった恩もある。死んでほしくない。

　そこまではいい。

　その先は。

　自分に何ができる？

「……っ、う」

　ひゅう、と喉のどの奥が鳴った。

　想像したからだ。自分がもしここで勇敢に飛び出して。果敢にアキラの隣に立って。彼を助けようと、勇気を振り絞って動いたとして。

　それが、何だというのか。

　行動に起こすまでもない。結論はすでに出ている。何もできない。できるはずがない。

　あの凶悪極まる水の槍に貫かれて終わりだ。

　バラックに絡まれたときのように、ケイブオーガに射すくめられたときのように。

　恐怖がリーシェの足を縛った。

「おい、何してんだあんた！」

　その声に、リーシェはびくりと肩を跳ねさせた。

「……え？」

「逃げないと巻き込まれるぞ!?」

　声をかけてきたのはバラックの仲間の一人だった。彼らはいつの間にか気絶したバラックを抱え上げ、リーシェのすぐ近くまで離脱してきていた。

「でも、アキラさんが──」

　うわごとのように呟つぶやくリーシェに、二人は苛いら立だたしげな目を向けた。

「そんなこと言ってる場合か!?」

「あれ相手に俺らみたいなのが何かできるわけねーだろっ……！」

　正論だ。

　彼らの言う通りだ。

　アキラと水竜の戦いはあまりにも次元が違い過ぎた。リーシェのような弱者には手の触れられないような高みでしかない。

　逃げるのが正解。

　それを理解しても、リーシェは動けない。

　非合理的な思考だ。アキラを残していけない。その考えがリーシェの足を縫い留める。

「……ッ、ああ、もう好きにしろ！　俺たちは行くからな！」

　俯うつむき、沈黙するリーシェに業を煮やしてバラックの仲間たちはこの場を去ろうとする。

　水竜の放つ水の槍は、今はアキラに向いているが、その射程は凄すさまじく長い。彼らがいるこの場所ですら安全圏ではないのだ。一刻も早く逃げなくてはならない。

　彼らはこの場から離れようとして、その際。

　運ばれている振動からか、彼らが抱えるバラックの目が薄く開いた。

「ぐ……」

「バラックさん！」「よかった！　目ェ覚ましたんですね!?」

　喜色を浮かべる二人に抱えられたままバラックはゆっくりと視線を周囲に飛ばす。

　水竜と交戦するアキラ。形勢は悪い。

　前方で俯き、立ち尽くしているリーシェ。

　それだけで彼はこの状況をあらかた察することができた。

「その、女を……引きずってこい」

「……はい？」

「聞くだけ無駄だ……どうせ、それは自分では、選べない」

　バラックはリーシェのことをずっと前から知っている。

　臆おく病びようで、卑屈な、弱者。それがバラックにとってのリーシェだった。

　トラブルがあれば硬直する。他者に迎合することしかできない、弱い存在。

　それがリーシェという少女だ。だからバラックは彼女のことを見下していた。

　だが──

「それは、私の知己だ。見捨てたとあっては、私の名に傷がつく」

　バラックの言葉に仲間の一人が頷うなずいた。リーシェに近寄り、その腕を摑つかんで引き寄せる。

「あ……っ、でも、わたしはまだっ」

「黙れ。大人しく手を引かれていろ」

「ッ……」

「どうせ貴様ごときが残っても何もできはしない。あの戦いを見ろ。分不相応だ。貴様のような落ちこぼれがしゃしゃり出て何になる」

　バラックは腹立たしげに、

「紋章一つの弱者など、大人しく怯おびえていればいい」

　怯え。

　恐怖に対する原始的な感情。

　その言葉に、リーシェはふと昨日のやり取りを連想した。

　──わたしにとって、『一番怖いこと』は、何？

　想像する。

　今、この場から逃げて。バラックに連れられて合理的に客観的に自分の身を守って、自分は何を思うのか。

　おそらく自分は無事に逃げられるだろう。

　代償に、きっとアキラは水竜に敗れて戻ってこない。

　彼が水竜を引き付けてくれたから生還できた、なんて涙交じりに感謝の念を抱いて──

　そして、また、自分に噓を吐く？

「……ッ」

　これだ。『ここ』だ。アキラが昨日告げた言葉の意味を、リーシェは正しく理解した。

　自分にとって許せないもの。目前の恐怖がかすむほどに強烈に忌避的な状況。リーシェにとって本当に怖いのは、水竜などではない。

　臆病であること。

　自分の本心から目を逸らすこと。

　かつて学院時代に、両親を馬鹿にされても言い返すことができなかった弱い自分のままでいること。

（わたしは……）

　アキラに死んで欲しくない。

　彼を犠牲に生き残って、それで自分は正しかった、なんてうそぶく自分になるのは絶対に嫌だ。耐えられない。今度こそ、きっと、自分を許せない。

　なら、どうする。

「おい、早く……」

「──ごめんなさい」

　そう言って、リーシェは腕を摑む手を振り払った。

「……な」

　驚きよう愕がくした声はバラックのものだ。

「何をしている……？　血迷ったのか、貴様では何もできないと言ったはずだぞ!?」

「わかってます。でも、そうじゃないんです」

「何が言いたい……!?」

　バラックの質問に対し、リーシェは。




「わたし、もう自分に噓を吐くのはうんざりなんです」




　端的に、そう応じた。

　表情は引きつっている。恐怖に耐えているのが丸わかりだ。膝ひざも、声も震えている。

　絶句するバラックに背を向けて、水色の髪の少女は引きつった笑みを浮かべて。

「……それに、立派な術士だって言ってもらいましたから」

　そう告げて、一歩、踏み出した。
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「リーシェ!?」

　俺の前に躍り出た人影の正体は、水色の髪をしたパーティメンバーだった。

　襲い来る水の槍やりから俺を庇かばうように立ちはだかる。

　手を突き出し、霊力を集めて。

「ふぐっ……！」




　迫る水の槍を、押しとどめた。




「──ッ!?」

　リーシェが何をしているか、理解するのに数秒を要した。

【妖析眼】で見たところ、水の槍を形成する水竜の魔力にわずかながらリーシェの魔力が混ざりこんでいる。それが水の槍の操作権を奪っているようだった。

　紋章の力は対応する魔力を『生み出し』『操る』。

[image: ]

　リーシェはその『操る』特性を水の槍に用い、水竜から術の制御をもぎ取ろうとしているのだ。術のコントロール技術──

　俺は目を見開いた。リーシェはこの短期間でそんなことができるようになったのかと。

「──けません」

　ん？

「うご、けません」

　見れば、リーシェの足は水の槍の威力に押されるようにして後退させられている。さらに首筋には冷や汗が伝っているのが見えた。しかも今こいつなんて言った？　動けない？

『ギィオオオオオオオオオオッ！』

　水竜が吼ほえ、追加の水の槍を差し向けてきた。標的は俺の前に立つリーシェ。

「わああああああああアキラさん！　アキラさん助けてください！」

「お、お前何しに──ッ、くそ！」

　俺はボロボロの体に鞭むち打うってリーシェの首根っこを摑み、思いっきり飛びのいた。危ういところで殺到する水の槍の群れを回避する。

「ライカ！」

『くるるるるるるるるああああっ！』

　俺の指示に応じてライカが【翡雷爪】で反撃にかかる。水竜までは届かなかったが、水の槍による追撃を防ぐことはできた。

　リーシェを抱えたまま体勢を戻す。

　今更自分がどれだけ無謀なことをしたのか思い出したようで、リーシェは顔を青ざめさせていた。

「お前何してんだ！　大人しく逃げてろよ！」

「な、何ですかその言い方!?　アキラさんは今わたしに助けられたんですよ!?」

「助けられたのはお前も同じだろうが！」

　リーシェの考えがまったく理解できない。こいつは一体何のつもりで出てきやがった。

「とにかくとっとと離れろ！　死ぬぞ!?」

「い、嫌です」

「あのなぁ──」

「嫌ですって言いました！」

　大声で遮られ、俺は思わず言葉を失う。怒鳴った？　俺に？　あの温厚が服を着て歩いているようなリーシェが？

「……わたしは」

　動揺する俺に、リーシェはまっすぐ目を合わせた。

「……わたしはアキラさんに死んでほしくありません。恩人でもあります。尊敬しています。アキラさんがいなくなってしまうのが嫌で──それは今のわたしの本心です」

　普通通りの声色で、心の内を明かすように。

「わたしはもう、そういう気持ちに噓を吐くのをやめました」

「……」

「怖くても、退ひきません。アキラさんが駄目って言っても勝手に助けます」

　そう、言い切った。

　思い出す。

　リーシェが以前語った言葉。傷つくことを恐れて自分に正直になれない、というコンプレックス。冒険者になった理由。

　今のリーシェにあの時の卑屈な色はもうなかった。

　抱えていた悩みを、葛かつ藤とうを、踏み越えたのだと。その態度だけで示している。

　だが、そういう問題ではない。俺は呻うめくように言った。

「……あの水竜は俺が倒さなきゃ意味ないんだ」

「そうしないと『シキガミ』にできないんですか？」

「そういうわけじゃない。火崎あいつを倒す戦力は自分の手で揃えなきゃいけないんだよ。俺の意地みたいなもんだ」

　そう言った、俺に、ぽつりと。

「ライカちゃんも、昨日のオーガだって一緒に戦ってるじゃないですか」

「あいつらは正規の手続きを踏んで──」

「わたしだって同じです！」

　リーシェは食って掛かるように顔を寄せてきた。その力の籠こもった瞳ひとみに俺は言葉を吞のむ。

「アキラさんには魔法を教えてもらった恩があります。あなたみたいになりたいって憧あこがれがあります。アキラさんのために何かしたいって──そう思わせたのは、アキラさんの功績じゃないですか！」

　だから自分の助力は俺の力だと。

　リーシェは、正面から言い切った。

　あまりの暴論に俺は咄とつ嗟さに返す言葉が浮かばなかった。

　リーシェの膝はわずかに震えている。だが、表情に迷いは見えない。

　何かを吹っ切ったような──

「それに、今更逃げられないです。アキラさんが頑張ってくれないと、どのみちわたしたち二人とも死んじゃいますよ」

「お前、自分から飛び込んできといて……」

　そのあまりの言い草に俺は啞あ然ぜんとする。

　だが、こいつのおかげだろうか。

　さっきまで顔を出しかけていた俺の負け犬根性が引っ込んでしまっていた。

　狭まっていた視野が戻る。頭がゆっくりと回転し始める。

　前方を見ると、湖の奥には水竜がいる。絶え間なく水の槍を放ち、それらをライカが防いでいるが、それも長くは続かないだろう。

　動かなくては。勝つために。

　俺はリーシェをちらりと見た。

「……足引っ張ったらシバく」

「ま、任せてください！」

　そう言ったリーシェはやはり、まっすぐ俺の目を見返してきた。







「ら──ぁっ！」

　襲い来る水の槍を、【翡雷爪】で迎撃する。水の槍が弾はじけて、禍々しい黒色の水しぶきが飛び散った。ばしゃりばしゃりと地面が濡ぬらされていく。

『ギィオオオオオオッ！』

　追加の水の槍。俺はそれを一いち瞥べつだけして、

「リーシェ、任せた」

「はいいっ……！」

　どぱっ、と音を立てて水の槍が空中で一瞬停止する。

　リーシェによる水の槍への制御介入だ。

　長くは続かない。リーシェが耐えているうちに俺が【翡雷爪】で処理する。

「はっ……はっ……あの、わたし役に立ってますか……？」

「ギリギリな」

　まあ、一人で全部対処するよりはいくらかマシという程度ではあるが。

　リーシェに水竜の魔法の制御を奪う、なんて真似ができているのはおそらく同じ【水】魔法の使い手だからだろう。何となくだが、どうも俺にはできる気がしない。

　リーシェは俺がコーチを始めて以降、ずっと魔法の制御だけを練習してきた。

　俺の手柄だというつもりはない。

　あいつはおそらく俺と出会うずっと前から、魔法の訓練を愚直に積み重ねてきた。要領の悪さゆえに成果は出なかったかもしれないが、それは無駄だったわけではないのだ。

　今まで頑張ってきたぶんがあったからこそ──水竜の魔法に、ほんの少しとはいえ対抗できている。

「あのっ、アキラさん！」

「何だ」

「これでいいんですか!?　何だか防戦一方な気がするんですが！」

　リーシェの言う通り、今のところ俺たちは水竜の攻撃を凌しのいでいるだけだ。

「いいんだよ。今はライカの準備が整うのを待ってるだけだからな」

「ライカちゃんの……」

　リーシェが振り返った先には、水竜の魔法を迎撃するのに加わらず、ひたすら霊力を溜ためているライカの姿がある。

　ライカは現在【翡雷砲】の装そう塡てん中。

「……でも、ライカちゃんの魔法って」

「ああ、さっき防がれた。あの黒い水の膜はとんでもない防御力みたいだし、何回撃っても無駄だと思う。つーか俺の霊術だとあの魔法を崩せる気がしない」

　リーシェがなんとも言えない顔になる。当然だろう。

　そんな相方に向かって俺は告げた。

「──あの防御魔法が使われた後ならな」

「？」

　リーシェは疑問符を浮かべていた。

　現在水竜との距離は【翡雷爪】の射程外。

　そして、さっきから水の槍が延々迫ってきて接近するどころじゃない。

　頼みの綱はより射程距離の長い【翡雷砲】だが、あれも水竜の防御魔法に阻まれる。

　それを潜り抜けるには──俺は少し無茶をしなくてはならない。

『……くるあぁっ』

　ライカの準備が整う。

「アキラさん！」

「ああ」

　じゃあ、やるか。

　俺は息を吐き、左手に霊力を集中。発動するのは式神憑ひよう依い術、【洞鬼腕】。

　びしり、びしり、と俺の足元を割って現れた石の腕。

　その手のひらに持ち上げられ、俺の視界が高くなる。ぐ、と後方に傾く石の巨腕。まるで投とう擲てき物を振りかぶるように。やや下方でリーシェが『まさか』とでも言いたげな視線を送っていた。

　俺はそれを肯定するように。

「【翡雷砲】」




　──そう告げたのは、ほとんど決着の直前だった。




　水竜の使用する魔法はどれも抜群に厄介だった。

　中・遠距離に対応する手数の多い『水の槍やり』。

【翡雷砲】すら完封する防御魔法『渦の膜』。

　中でも厄介なのは後者の防御魔法だ。半球状に展開されるせいで死角がないうえ、防御力がおそろしく高く、これがある限り俺は水竜にダメージを与えられない。保有霊力が違いすぎるせいで長期戦の選択肢がない状況でそれは絶望的と言える。

　それを攻略する方法は一つ。

　水竜が防御魔法を張ろうと魔力を集め。

　それが実際に発動するまでの間に。




　その『渦の膜』の中に侵入すること。




『────ッ!?』

　超至近距離に現れた俺に、水竜は驚きよう愕がくしているようだった。

　そうだろう。

　まさか思わないだろう。

　敵を攻撃するためのものであるはずの石の腕で、術者本人を投げつけるなんて。

【翡雷砲】は俺から意識を逸らさせるためのフェイク。さらに水竜は防御魔法の発動に処理能力を割いたため、水の槍を生み出すことができなかった。結果として俺は【洞鬼腕】の投擲によって水竜まで一直線で肉薄できた。

（あっぶね……）

　背筋をひやりと氷が撫なでる。

　水竜の防御魔法は、竜巻のように渦巻く半球状の水だ。生身で触れれば肉など簡単にそぎ落とされてしまうだろう。無傷で侵入できたのは奇跡に近い。

　俺の右手にはすでに火花が散っている。

　視線が交錯したのはほんの一瞬。

　見開かれたその瞳が痛快だった。思わずにやりと笑ってしまう。

「──俺の勝ち」

　直後、俺の放った【翡雷爪】が至近距離から水竜を直撃した。翡ひ翠すい色いろの閃せん光こうが俺たちを囲む黒い渦を内側から吹き飛ばす。ありったけ霊力を込めた雷撃を受けた水竜は絶叫を上げ、やがてはその巨体を霧散させた。

　胴のあった場所には赤い石が残り──ぽちゃり、と音を立てて水面に落ちる。

　俺は【洞鬼腕】にぶん投げられた勢いそのままに湖上に叩たたきつけられ、何とか【浮靴】で体勢を立て直す。視線の先ではリーシェが岸から手を振っていた。

『────！』

　何を言っているのかわからない。

　俺は苦笑しながら、拳こぶしを握って。

　手を高く突き上げた。
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　その後の顚てん末まつについて。

　まず俺は真っ先に水竜の魔力石を追って湖の底に飛び込んだ。運よく見失わずに魔力石を確保し、無事に水竜と式神契約を交わすことができた。

　この世界における目標が達成されたわけだ。

　岸まで戻り、湖から上がったときには半泣きのリーシェに出迎えられた。

　水竜の魔力石を見せるとリーシェは俺が引くほど喜んでいた。ついさっきまで修羅場に付き合わされていたことなど忘れているかのように。お人ひと好よしとかいうレベルではない。




　次。

　バラック一味の末路。

　連中は、湖に毒を流し込んだことがギルドにバレてしばらく依頼の受注が禁止になるなどの罰を受けた。もともと『湖の水竜討伐』の依頼は湖を街の水源にするために出されたものであり、バラックの取った手段では本末転倒だと非難された。

　謹慎のような扱いのバラックは、現在ギルドでの評判が急落中。名声を気にするバラックからすればこのうえない屈辱だろう。

　ざまぁみ──ではなく。

　これを機に少し反省してほしいものだ。うん。

　ちなみに汚染された湖だが、【毒】と対になる【薬】魔法の使い手たちがギルド経由で依頼を受け、すぐに浄化に向かった。しばらくすれば普通に生活水として使えるくらいにはなるとのこと。




　なお、バラックたちが受注した討伐依頼は俺とリーシェが達成したものだと見なされた。

　意外なことにバラック本人がそう明かしたのだ。

　その際やつのリーシェを見る目が少し変わっていたような気がしたが、あれは何だったのだろうか。

　ともあれ、俺とリーシェのもとに賞金が支払われた。

　その時のやり取りは以下の通り。

『金とか今更なあ……リーシェにやる』

『いやこんなにもらえませんよ！　あ、じゃあ湖の浄化とか、水を引いてくる設備とかに使ってください！』

　結果、賞金の大部分を街に寄付することに。

　依頼主がそもそも街なのだからもはや賞金を突っ返したに等しい。俺はさすがに呆あきれたが、リーシェは笑ってこう言ってきた。

『アキラさんも、──それにわたしも、もう一番欲しいものは手に入れましたから』

　俺は少し考え、こいつ本当に変わったよなあ、と思った。







「それにしても、本当にあの水竜を倒しちゃうとはねえ」

　水竜討伐の翌日。

　ギルドの一角で、クランがしみじみとそんなことを言った。

「最初ギルドに来たときから強い強いとは思ってたけど、ここまでとは思わなかったよ」

「何だ。お前が素直に褒めてくるなんて珍しいな」

「あたしだって褒めることくらいあるよ。ほら、『わあー○○さんお強いー！　尊敬しちゃうなー』って言っとけばそのあと頼みごとがしやすくなったりするし」

「それはただのリップサービスだな」

　こいつの生き方はいつか痛い目を見ると思う。

「リーシェはどうしたの？」

「修練場で特訓中。魔法制御のコツを摑つかんだから忘れないように練習しときたいんだと」

　クランの質問に、俺はちらりと修練場の方に視線を向ける。ロビーの窓から、他の冒険者に混ざって訓練するリーシェの姿が見えた。

　水竜討伐に貢献したことで、昨日から冒険者の中でリーシェの評価が上がったらしい。

　俺が初めてリーシェの訓練を見たときは『魔法の練習をしようとしても、他の冒険者に修練場から追い出されてしまう』などと言っていたが、あの頃とは大違いだ。窓の向こうではリーシェが冒険者たちとの談笑を交えつつ【水】魔法を操っている。

　俺がその様子をぼんやり眺めていると──

「……アキラって」

「あん？」

「や、そんな優しい顔するんだね。ちょっと意外だった」

　クランがそう言って、どこか照れたように笑った。何だよ優しい顔って。

「じゃあ、俺は帰る」

「はいはい。また魔物の情報を集めて──」

「クラン」

　俺はその言葉を遮り、小さく笑った。

「世話になった」

　クランが目を丸くしている。そんなに変なことを言っただろうか。クランは不安がるように尋ねてきた。

「ね、ねえ、アキラ。明日あしたもちゃんと来るよね？」

「……そうだな」

　これ以上いるとボロが出そうだ。

　俺は会話をそこで打ち切り、そのまま冒険者ギルドを出た。
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　リーシェに声をかけることなく、俺は一人で宿に戻る。

　……そういえば、ギルドからの帰り道を一人で歩くのは今日が初めてかもしれない。

　そんなことを考えながら宿の自室に戻り、扉を閉める。

　俺は自分のベッドに近づきその下に手を突っ込んだ。

　そこから引きずり出したのは──布にくるまれた薄い円形の物体。

　俺はそれを摑んだまま、ぼそりと呟つぶやいた。

「……まさかあんなところで見つかるとはなあ」







　水竜を倒したあと、俺はその魔力石を回収するために湖の中に飛び込んだ。

　魔力石は湖底につく前にどうにか確保することができたのだが、その際、俺は下方に見覚えのあるものを発見していた。

　湖の底で輝く人工物。

　直径三十センチほどの円状で、片面を銀色に覆われた、古い鏡。

　接近すると、何とその鏡はいきなりぴかぴかと強烈に輝き始めた。それを眺めるにつれてぼうっとしてくる意識──

　俺はこの世界に来る直前のことを思い出し、咄とつ嗟さに上着をそれに巻き付けた。

　するとまばゆい輝きは収まり、俺は何事もなく湖の底から離脱することができたのだが。

　そのとき、水竜の魔力石と一緒に、この鏡も回収してきたのだった。







　この鏡はこの異世界と俺がもといた世界をつなぐ道具とされている。

　この布を解けば再び鏡は光を放ち、俺をもとの世界に戻すだろう。

「ふー……」

　水竜との式神契約はすでに完了している。

　昨夜のうちにきっちり書き置きも作成済み。

　俺がこの世界でやるべきことはもう終わったのだ。

　となればあとは、帰るだけ。

「──行くか」

　俺はひと思いに鏡を覆っていた布を取り払った。

　この世界の人間には世話になった。別れの挨あい拶さつくらいしておいてもいいような気もするが──まあ、湿っぽいのは苦手だ。さらっと行かせてもらうとしよう。

　鏡が淡く光り始める。

　俺がそれをぼんやりと眺めていると、ばたんっ！　と。

「はっ……はあっ……！」

「うおっ!?」

　ドアに体当たりをするような格好で、水色の髪の少女が部屋に突入してきた。

　どうやら走ってきたらしい。肩を激しく上下させ、荒い息を吐いている。

「リーシェ……？　お前、ギルドで訓練してたんじゃないのか」

「クランさんから、アキラさんの様子がおかしかったって聞いて、走って、来たんです」

「……あいつか」

　俺は憎々しげに呻うめいた。勘のいいやつだ。

　鏡が放つ光は徐々に強くなる。それはまとわりつくように、俺の体を包み込み始めた。

　見られてしまったからには仕方ない、きちんと別れを告げておくか。

　そんなことを思ったがどうやら遅かったようだ。

　体が動かない。鏡を持って突っ立ったまま、俺は微動だにできなかった。

「……っ」

　それはリーシェにも伝わったらしい。

　呼吸を無理やりに整えて、リーシェはぴんと背筋を伸ばした。

　まっすぐ俺を見て。

「──火か崎ざきさんに勝ってください！」

　おい、待て。どうしてその名前を知っている。

「前に聞きました！　アキラさんには勝ちたい人がいるって！　ずっと負けっぱなしで、どうしても勝ちたくて、だからシキガミを探してるって……」

　よく覚えているものだ。俺も思い出した。あれはそう、リーシェに『どうして自分の修行に手を貸すのか』と訊きかれたときのことだ。俺は一度だけ火崎の名前を口にしている。

　すぐに思い出せる。

　この世界での記憶は、俺にとっても鮮烈だったから。

　あの時俺は──




「わたしは、アキラさんを応援してますから！」




　それは、たった一言のエール。

　リーシェは胸に手を当て、何かをこらえるように笑っていた。俺もたぶん似たような表情をしていたと思う。

　視界がどんどん白く染まっていく。

　最初にこの世界に来たときと同じだ。意識が混濁し、すぐに強い酩めい酊てい感が襲ってくる。体の自由が利かなくなる。

　ありがとう。

　そんな最後の言葉を俺はきちんと口にできただろうか。
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　気づけば俺は薄暗く、埃ほこりっぽい場所にいた。

「……ここは」

[image: ]

　ぎし、と足元の床が鳴る。

　視線を上げてもそこにリーシェの姿はなく、上のほうから差し込んでくる光があるだけだ。俺の手は相変わらず鏡を抱えている。

　うっすらと室内を照らす明かりを頼りに、出入り口を探す。

　どうにか見つけた扉に手をかけ、引き開けた。するとそこは見たことのある景色。

　というか俺の家の庭だった。

　振り返ると、俺がたった今出てきたのは見覚えのあり過ぎる蔵。

　そうか、と俺は理解した。

（……戻ってきたのか）

　俺は何の気なしに視線を下に向ける。

　そこにはすべての発端となった鏡が俺の腕に抱えられており──その鏡面が徐々に白く光り始めているのを見てさっと血の気が引いた。

「ま、待て待て待て！」

　慌てて上着を脱いで鏡に巻き付ける。鏡は発光をやめて沈黙する。おお、よかった。

　しかし本当に何なんだろうなこの鏡は……見境なしじゃないか……。起動条件がよくわからない。

「何だか楽しそうだね、アキラ」

「うおおお!?」

　ひょこりと横から現れた人物に俺は今度こそ驚きよう愕がくした。

　茜あかね色いろの髪。すらりと長い脚。どこか吞のん気きそうでありながら整った顔立ち。いつ見てもにこやかな笑みを浮かべているこいつは──

「……火崎」

「うん。久しぶりだね」

「何でお前が俺の家の敷地内にいるんだよ」

「んー、何となくかな。ここにいたらアキラが来るかなーって思って」

「……」

　優れた術士は直感に優れる。俺の幼おさな馴な染じみもその例に漏れない。嫌になるくらい相変わらず底知れないやつだ。

　火崎は俺の抱える鏡のことなど気にも留めていないようだった。

　ただ、俺の顔を眺めて、へらっと笑った。

「アキラ、なんかちょっと変わった？」

「何がだ」

「ちょっと楽しそうな顔してるよ。いっつも仏頂面なのにね」

　俺はその言葉に少しだけ意表を突かれた。

　そうか。俺は楽しそうな顔をしているのか。……そうかもしれない。

「火崎」

「なに？」

　何しろ今の俺は以前の俺と違う。式神が増えたこともそうだが、何より。

　誰かが後ろで俺のことを応援してくれていると知っているから。

　俺は笑って言った。




「俺と今から勝負しろ。──今日は負かしてやるよ」








あとがき






　初めまして、ヒツキノドカと申します。

　……ついに来ましたね、この時が。

　僕はこのあとがきをどうやり過ごすかずっと憂ゆう鬱うつだったんですよ。

　というのも、ここ友人や家族が見てるんですよ。うっかり性癖の一つでも暴露したら大変なことになります。これまで通りの人生を歩むためにも下手なことは言えません。

　なので、対策としてＴｗｉｔｔｅｒに『質問箱』を設置しました。

　匿名で設置者に質問メールを送れるサービスです。これで募集した質問に答えるだけなら僕に傷はつかないはず。

　早速行きましょう。一問目！




箱『キャラクターの名前はどうやって考えていますか？』




　おお、なんかラノベ作家宛てっぽい。

　考える時は国語の便覧から持ってきたり、キャラの性格に合う言葉を使ったりですね。植物統一とかもやったことあります。……まあ、今回は適当につけちゃったんですけど。

　次。




箱『一日に出る鼻水の平均の総量を教えてください』




　二つ目からこれか。




　質問者様にとって物書きが一体何なのか気になります。えー、ティッシュ二枚ぶんくらいでしょうか。この情報を得て一体誰が得をするんだ。

　……とまあ、こんな感じで今後もやり過ごしていく所存です。『ヒツキノドカ』名義のＴｗｉｔｔｅｒアカウントに質問箱のリンクが張ってありますので、気軽に質問ください。




　最後に謝辞を。柴しば乃の櫂かい人と様、たくさんの素晴らしいイラストをありがとうございます！　口絵を見るたび『今日が命日でもいいかな』と思っていました。それから（頑かたくなにロリヒロインを出させてくれない）担当様も、本当にお世話になりました。次はもっと余裕を持って書きます。もちろんここまでお付き合いいただいた読者様にも最大級の感謝を！


ヒツキノドカ


















本作は、第23回［秋］スニーカー大賞優秀賞受賞作『幼馴染を絶対許さない俺のシキガミ増員計画』を改題・改稿したものです。
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